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序

飯 山市教育委貝会

教育長 浦 野 昌 夫

飯 山市は長野県の北端 に位置 し、奥信濃の産業 、経済の中心地 で

あ ります。古 くは、上杉謙信方に属 し、その後飯 山藩の城下町 とし

て発展 してきま した。 また、この地域 は原始～古代、中世 にいたる

埋蔵文化財の宝庫 で もあ ります。

今 回の___.般国道117号 線小沼湯滝バ イパス建設に伴 う調査 は、昭

和63年 度か ら継続 している調査 であ ります。今年度 は、上野、大倉

崎両遺跡が調査 の対象 とな りま した。上野遺跡では1万 数千年前の

先土器時代か ら平安 時代に至 るまでの貴重な遺構 、遺物が発見され

大複合遺跡 であることが判 明 しました。大倉崎遺跡は従来 よ り縄文

前期 の遺跡 として著名 であ りましたが、調査に よって該期 の集落趾

を明 らかにす ることがで きました。

飯 山市教育委員会は、この貴重な文化財 を大切 に し、永 く後世 に

残 してい きたい と考 えています。

この緊急発掘調査に協力 して くださった飯 山建設事務所及び地元

関係者や 多 くの方々の御厚意に対 し心か ら御礼申 し上 げます。

この報告書が郷土の歴史解明 と明 日の生活の糧 として活用 される

こ とを念願す るものであ ります。

平成2年3月1日



例 目

1本 書は、長野県飯山市大字蓄壷字鯨箱聯に所在する至爵遺跡 ・笑誉蒔遺跡の発掘調査報告書である。

2調 査 は、一般国道117号 線の小 沼湯滝バ イパスの建設 に伴 い、飯 山市教:育委員会が飯 山建 設事務所の

依頼 を受 け実施 した ものであ る。なお、本調査 は単年度事業 であるが、報告書 は同一原因に よ り実施 し

た昭和63年 度事 業 を継続 して 『II』とした。

3発 掘調査は飯山市教育委 貝会が主体 とな り、別 に組織 した遺跡調査会 が平成元年度事業 として実施 し

た。調査会組織は、第1編 第1章2(4～5ペ ー ジ)に 掲載 した。

4本 書の作成にかか る名簿 は、第1編 第1章2(5ペ ー ジ)に 掲 げた。文責については 目次 に明記 した。

5上 野遺跡の地形 ・地質 につ いて は早津賢二 ・小島正 巳両氏に分析頂 き、玉稿 を賜 った。 また、上野遺

跡先土器時代石器 の石質 の一部 につ いては早津賢二氏に よ り鑑定 していただいたが 、一部の ため誤 りが

あれば執筆 者の責任 である。

6上 野遺跡 の墨書土器 につ いては、長 野市立博物館 に ご配慮頂 き、赤外線テ レビによ り調査 ・撮影 いた

だいた。

7発 掘調査 及び報告書 の作成については多 くの方の御協 力 をいただいた。調査 ・整理 の実際 につ いての

協力 ・参加者 は第1編 第1章2に 記載 した。 また、以下 の方々には貴重 なご指導 ・ご教示 を賜 った。記

して厚 く御礼 申 し上 げます。(敬 称略 ・順不同)

河内八郎(茨 城大学)中 島庄一(多 摩市文化財 団)中 島英子(東 京都埋文セ ンター)森 山 公 一一

(日本考古学協会会員)金 井正三(日 本考古学協会会員)太 田文雄(千 葉県文化財セ ンター)黒 岩

隆(長 野県埋文セ ンター)吉 原佳一(木 島平村教育委員会)
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第1章 序 説

1調 査 に至 る経過

一般国道117号 線は、長野市を起点 とし、千曲川か ら信濃川沿いに新潟県十 日町市を経て小千谷市に至
あい う

る総延長110・9kmの 国道である。隆路打開 と高速交通網へのア クセス道路 として改良 ・整備が行 われ てい

る。

この一環の工事 として行 われてい る小 沼湯滝バ イパ ス建設の うち、柏尾橋～大関橋間の建設工事 は、昭

和63年 度 よ り着工す るこ ととなった・ ところが ・着工間際になってこの区間内に6か 所 の埋蔵文化財 包蔵

地が存在す るこ とが 明 らか とな り、急遽発掘調査 を実施す るこ ととなった。 この ことの経緯 につ いては、
『報告1」 で詳細 に触れてい る

。結果
ひ やけ

的には、昭和63年 度 で4か 所(日 焼 ・
みなみはら や かぶ おお くら ざき

南原 ・屋株 ・大倉崎館)、 平 成元年度
うえ の

で2か 所(上 野 ・大倉崎)を 実施す る

こととなった。 また、昭和63年 度に保

存協議 を行 った大倉崎館跡 の補遺調査

も平成元年度に実施す るこ とで関係機

関 との間で調 整がな された。

平成元年度 の調査 に至 る経過 は以下

の とお りである。

昭和63年

11月9日 県教育委員会文化課小林

・児玉両指導主事 、県建 設事務所、高

橋桂 氏お よび市教育委員会 で現地協議

を行 う。

12月17日 県教育委員会教育長 よ り

市教育長あて 「国道117号 バ イパ ス改

良工事 ピ伴 う上野遺跡他の保護 につ い

て」の通知 があった。 上 野 遺 跡 は 、

5,000m2、 大倉崎は3,000m2以 上発掘調

査 を実施 し、記録保存 を計る旨の計画

書 およびその予算書が示 された。

平成元年

5月29日 昭和63年 度委員並 び平成

元年度委員の新 旧役員合 同会議 を開催

す る。 この席 で、調査会新委員 および

調査 団員の委 嘱状 を交付す る。63年 度

調査 の報告 、元年度事業 の計画案等に

ついて協議 を行 う。

曹F__層 一___,F唱_一___, .し

図1国 道117号 線小 沼 湯滝バ イパ ス路 線(破 線)1日 焼遺跡、2南原遺跡

3屋 株遺跡、4大倉崎館跡、5上野遺跡、6大倉崎遺跡(一般国道117号概要より)

…
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6月7日 飯山建設事務所長 より市教育長あて 「国道117号 線国補道路改良工事に係 る埋蔵文イζ財包蔵

地発掘調査委託について」の協議書 の提出があった。

6月9日 飯山建設事務所長 と市教育長 との間で 「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約」が締結される・

6月13日 上野遺跡に於て、調査会各委員出席のもとに調査開始式を開催。調査説明など行 った後調査

に入る。

2調 査 と整理

A発 掘調査

今次対象 となった遺跡は、上野遺跡 ・大倉崎遺跡お よび大倉崎館跡 の 補 遺 調 査 で あ り・ 総 面積 は約

8,000mz、 調査期 間を6月 中旬 よ り11月 中旬 の約5か 月間 を予定 とした・ただし・面積 的に広大 であ り・

また道路 とい う関係上幅員15mと 狭 く、その分 道路全長が長いため調査 を進め るに当たっては色 々な部分

で支 障が あった。各遺跡 の調査 につ いては各編で触 れるこ ととし、以下 に発掘調査の概要 を示す ・

上 野遺跡

所在地 飯 山市大字常 盤字外和柳3921-1ほ か

調査期 日 平成元年6月13日 ～同年9月19日 、調査 面積5,000mZ

調査結果 先土器時代 ・弥生時代 ・古墳時代 ・平安 時代 各集落 吐 ・墓堤

大倉崎遺跡

所在地 飯山市大字常盤字外和柳3864-4ほ か

調査期 日 平成元年9月20日 ～同年11月21日

調査 面積2,500m2

調査結果 縄文時代 前期 集落趾 ・弥生時代遺物 ・平安時代木棺墓 ・中世以降土墳墓

大倉崎館跡(補 遺調査)

所在地 飯 山市大字常盤字外和柳3921-27ほ か

調査期 日 平成元年9月8日 ～同年10月5日

調査結果 土塁 ・堀調査 、下層遺構=弥 生時代住居趾 ・古:墳時代方形周溝墓 ・平安 時代土堰墓

調査会組織お よび作業参加者 ・協力者は以下 の とお りである。

国道117号 線関係遺跡調査会名簿(平 成元年度)

問

長

長

員

会

顧

会

副

委

事務局長

沢

野

藤

橋

沢

崎

山

橋

川

川

辺

野小

浦

佐

高

藤

稲

丸

高

市

西

渡

静 夫(飯 山市長)

昌 夫(飯 山市教育長)

清(飯 山市教育次長)

桂(日 本考古学協会員)

賢一郎(飯 山市議会議員)

實(上 野区長)

淳 一(大 倉崎区長)

貫 一(市 公民館常盤分館長)

和 夫(市 建設課監理係長)

允 久(市 建設課監理係主査)

博(市 教育委員会社会教育係長)
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事務局員

〃

団 長

調査主任

調 査 員

望 月 静 雄(市 教育委員会社会教育係)

樋 山 二二子(市 教育委員会臨時:職員)

高 橋

高 沢

田 村

常盤井

望 月

調 査 団

桂(飯 山南高等学校教諭)

秀 徳

滉 城

智 行

静:雄

発掘調査参加者

(上野遺跡 ・大倉崎遺跡)

(上野)万 場キヨノ 小出まさ子 徳永愛子 万場 くに 富岡みゑ子 小出えい 万場 とみ子 万場恭枝

(大倉崎)鈴 木操 丸山信隆 梨元智年 鈴木ため 丸山さだ子 今清水薫 丸山光子 今清水ちよ子

小坂三次 鈴木みち 鈴木奈美(戸 狩)小 林経雄 竹内大五郎 北条辰男 大森信衛 森祐美子 峰村

真美子(関 沢)鷲 野吉太郎(柏 尾)出 沢利雄 岸田今朝二(中 条)清 水志 よ子(北 畑)猪 瀬光治

(蕨野)宮 沢純子(五 荷)上 原安(大 深)栗 林實(新 町)高 橋昭二(上 倉)藤 沢信善(奈 良沢)

清水三名 高橋茂 小林新治 丸山三二 達家わかの 常田利夫 村松修司 岡田勤 高橋右内(市 ノ

ロ)北 山けさえ 上野松雄(木 島平村穂高)土 屋勲(高 校生)森 里美 長谷川恵 阿部浩美 金井久

江 樋 口愛子 富岡徹 丸山弘之 丸山和人 村上英樹 小林重希 鈴木聖久 小林耕彦 藤澤徹 滝沢

裕理 服部勝利 樋口史 大島二朗 田中順一 阿藤さと子 塚田美紀 神田真由美 丸山ひろみ 岸田

彩 小林恵理 佐藤美香 宮本ひろみ 山川あけみ 大熊由美 小林優美 鈴木早苗

調査協力者 ・機関(敬 称略)

小出久美子 小出大暎 小出.__.男小林佑幸 鈴木元義 太田信事 小坂忠三 丸山幸雄 美妙寺(藤

本智祐住職)

飯山建設事務所 中部土地改良区 上野区 大倉崎区墓地委員会(佐 藤耕三委員長)大 倉崎区道路委

員(鈴 木一委員長)大 倉崎区圃場整備委員会(鈴 木松三委員長)

B整 理 作 業 と報 告 書 の 作 成

現場 におけ る調査 は、11月21日 に全 て終 了した。整理作業は、旧第三 中学校寄宿舎 を借用 し、12月1日

よ りス ター トした。遺物洗浄は現地 で大半行 ったため 、12月 中旬には完 了 した。整理手順は、図面整理 ・

台帳整備 ・照合 ・接合 などを分 担 して行 ったが、整理期間が限 られている関係上遺物照合 ・接合 な どは充

分 に行 うこ とがで きなか った。 また、図版類の作成 には調査 員のほか 多 くの作業員が参加 した。本書 の作

成については、主 として遺物につ いては常盤井 ・高沢 ・望 月、写真 につ いては田村が あたった。執筆分担

については 目次に掲 げた。編集は高橋 団長指導 の もと調査員全員が行 った。

整理作業指導 高橋 桂

整理作業参加者

常盤井 智行 ・田村 況城 ・高沢 秀徳 ・樋 山 二二子 ・高橋 ひ とみ ・坂本 房 江 ・小林 龍子 ・綿

田 茂実 ・小林 み さを ・山崎 満枝 ・北山 けさえ ・竹 内 大五郎 ・北条 辰男 ・小林 経雄 ・小川

ちか子 ・坪根 まどか ・田村 邦子 ・望月 静雄
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第2章 遺跡群の位置 と環境

1遺 跡群の位置

上野 ・大倉崎両遺跡は 、長野県飯山市大字常盤字外和柳 に所在す る(図2)。

甲信国境 に源 を発す る千曲川が信濃に残す最:後の平が飯 山盆地である。飯 山盆地 を過 ぎる と千 曲川は、信

越 国境の峡 谷地帯(通 称 市川谷)を 下刻 曲流 しつつ新 潟県津 南町に至 り、ここで信 濃川 と名 を改め 、い

わゆる津南段 丘群 を形成 してやがて 日本海に注 ぐ。

飯 山盆地は南北 に16km、 東西6kmの 紡錘 形 を呈 し、盆地底の標 高は300～320mを 計 る。西縁 は、黒岩 山

(938.6m)、 鍋 倉山(1288.8m)等 比較的低 い関田山地に よって画 されている。 ここには越後へ通 ず るい

くつか の峠道が存在 してい る。一方東縁は、毛 無山(1640.98m)等 三 国山脈 の支脈に よって、 また断層;構

造線の横走 によって急峻 な山地 で画 されてい る。平地 は、盆地のほぼ中央 を流れ る千曲川によって東西 に

二分 される。西側は、飯 山市街地 より戸狩地区に至 る長 さ7kmに 及ぶ長峰丘陵 を介在 させ て、西側 に外様

平、東側 に常盤平が広が り、当地方最大 の穀倉地帯 となっている。東側 は、その南半にかつ ての千 曲川氾

濫原であ る木 島平が広が るが、千曲川が東縁に近接 するに したが って段丘 ・丘陵 などの微 高地 が開析 谷 を

隔てて連続的に連 なる とい う複雑な地貌 を呈 してい る。遺跡が位置す る大倉崎 ・上野丘陵は、常盤平 の東

端 に位置す るが、千 曲川 を挾 んで盆地 東縁 の段丘群 と相対 している。

飯 山盆地は、第三 紀水 成 層 を基盤 とし、 摺曲構 造に よって形成 され た とされている。すなわち、西側

を画す る関 田山地 、盆地 中央 の長峰丘陵が背斜部に相 当 し、外様平 ・常盤平が向斜部 とな る。遺跡 の位 置

す る大倉崎 ・上野丘陵 も背斜部分 に相当 し(中 村1962)、 対岸 の瑞穂地区の段丘 とは千曲川の下刻 に よ

り分 断され,たとされてい る。この段丘は、上位 ・下位 の二面に分 け られ るが(小 泉1979)、 大倉崎 ・上

野丘陵は前年度調査 した 日焼 ・屋株遺跡が立地す る段丘 と同様 に下位段丘に含め られ る。

大倉崎 ・上野丘陵は、南北に約1.4km、 東西0.3kmの 細長 い残丘状 を呈 している。西の常 盤平へ はなだ

らかに傾斜 しているが、東側 は千 曲川の侵 食に より急崖 となっている。特 に北半 の上野区では千 曲川の攻

撃斜面 となってお り、断崖 となっている。

上野遺跡 は、丘陵北半の上 野地 区全体が遺跡の範囲 と考 えられ る。大倉崎遺跡は、南側 で最 も標 高の高

い地区 を中心 に して美妙寺か ら常盤神社 にかけての範囲であ る。 また東 の千曲川にかけては新期 の河岸段

丘が形成 されてい る。

遺跡のす ぐ南側 には県道小沼～関沢線が通 り、大 関橋が架か っている。

2遺 跡群の範囲と現況

A昭 和63年 度調査分の遺跡

今次 の対象 とな った遺跡 は、上野遺跡 ・大倉崎遺跡の二遺跡 と大倉崎館跡の補遺調査で ある。昭和63年

度調査分 につ いては 、 『小 沼湯滝バ イパス関係遺跡調査報告1』 で触れているが、あ らためて簡単に触れ

てお きたい。

(1)日 焼遺 跡

遺跡は千 曲川河岸にあ り、約5000m2の 範囲に及ぶ もの と推定 されてい る。調査 された箇所は予測 してい

た範囲の東北端 にあた り、分布 の末端 と把握 されていた。 しか し調査に よって2000点 に ものぼ る石 器群 が
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図2遺 跡 群 の 位 置1:50,0001.日 焼遺 跡2.南 原 遺跡3.屋 株 遺跡4.大 倉崎 館跡5.上 野遣跡6.大 倉 崎遺 跡
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図3対 象 遺 跡 の 範 囲(1:10.000)(平 成 元年度 上野 ・大倉 崎遺 跡)
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図4日 焼 遺 跡 出土 石 器(1)(3:51:2)
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図5日 焼 遺 跡 出 土石 器(2)(1:2)
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図6屋 株 遺 跡 出土 土 ・器(1:4)
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検 出され(図4・5)、 遺跡 の中心地 と考 えられた。また、既 出資料が採集 された地 区は遺跡 の南西 の崖

線部が 中心で あって、石器群 に も多少 の相違が認め られる。 したが って調査 した地 区 をA地 点 、南西地 区

をB地 点 と呼称す ることとした。

現況 は畑地 であ り、調査箇所以外 は良好に保 存 されているが 、道路開通 と同時に開発が 懸念 される。

(2)南 原遣 跡

バイパ ス建設部分は、遺跡 の南端 をかすめ た程 度であって、大部分は畑地の まま保存 されている。調査

によって も時期不詳の土砿 ・溝状土拡 ・柱穴群 等 とともに剥片が僅か に出土 したのみであった。遺跡 の主

要部分 は段丘平坦面の部分 に広 が ると考 え られてい る。なお、今 まで縄文時代 前期 ・中期 ・後期 の土器 ・

石器、弥生時代後期の土器が採 集 されているが、 それぞれ地点 を若干異 に してい る。

弥生時代 の中心地は、段 丘上 面のやや北寄 りに集中 してお り、通称 「境沢」の小河 川に面 している 。

バ イパス敷 設に伴 う取 り付け道路がかか る可能性 があ る。

(3)屋 株遺跡

関沢地区屋株集落 をのせ る段 丘 よ り一段低 い 日焼遺跡面 と同 じ段丘面 にあ り、南北 を河川 による開析 に

よ り独立 した舌状 台地 となってい る。バ イパ スのルー トは遺跡 を横断す る形で通過す るこ ととなった。調

査 によって、先土器時代の尖頭器 ・縄文 時代前期後半の土器等 とともに、平安 時代 の竪穴住居吐1軒 を検

出 した。 中心 部は さらに千曲川 に寄 った西側 で約3000m2の 範 囲に存す る もの と思われ る。

(4)大 倉崎館跡

今次 に補遺調i査を行 っているので、詳細 は第2編 第8章 にゆず る。14～15世 紀の中世居館跡で、輸入陶

磁器 ・瀬戸美濃陶器 ・瓦質土器 ・鉄 製品な ど多数検出 された。 また、土塁 ・堀は遺存状態が よ く、特に幅

10m、 深 さ5mの 堀は雄大 で、周辺の館 跡には見 られない。

B上 野遺跡

上野遺跡 は以前 よ り周知 されてお り、 「村 史 ときわ」 に も弥生時代の項に遺跡名が掲 げられてい る(桐

原1968)。 また、「遺跡分布調査報告1」 では、先土器時代 ～平安時代 までの遺物が採集報告 されてお り、

一部土取 りによって平安時代 の竪穴住居趾 の検 出 も報告 されている(飯 山市教委1977)。 ただ し、当時の

遺跡の範 囲は畑地 などの耕作地 で発見 された部分 を中心 に範 囲指定 された もので、今回の調査結果 に よれ

ば、南北約600m、 東西約300mの 大遺跡で、上野の小 丘全体が遺跡 と考 え られる。 また、時代別 に分布

も相違 してお り、時期 的な変遷 も把握で きた。

バイパス通過 によ り、現在 の雑木林は大 き く変化す るであろ うし、取 り付 け道路や住宅 な どの進 出によ

って遺跡 の保存が 困難になるこ とも予想 される。

C大 倉崎遺跡

古 くよ りその存在が知 られていた遺跡で、昭和22年 堤 防の土取 りに よって住居趾2軒 が発見 されている。

また、昭和45年 ・48年に も調査が行 われ、住居趾2軒 お よび土器 ・石 器が出土 してい る(高 橋 金井 中

島 ・1976)。報告文のなかで、諸磯b式 期 を細分 してその後半 に位置付けた。

遺跡は、美妙寺か ら常盤神社付近 まで を中心 とした範囲である。遺跡は、土取 り ・宅地 ・墓地 などによ

って破壊 されつつ あ り、今 回のバ イパス通過 によ りほ とん ど消滅 しようとしている。

3周 辺遺跡

遺跡の所在する常盤大倉崎 ・上野地区及び対岸の瑞穂地区にかけては、多くの遺跡が存在している。た
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だ分布 につ いては、必ず しも明確 に把握 しているわけではない。以下に明 らか な部分 につ いて時代別 に述

べ て行 くこ とにす る。

A先 土器時代

飯 山地方で最 も濃密 に分布が認め られてい る地域 であ る。発掘調査が なされている遺跡 は、太子林(21)、

関沢(22)が あ る(飯 山市教委1981望 月1982ab)。 また本事業に よって、昭和63年 に調査 した 日焼

(13)遺 跡では当該期 の良好 な石 器群 を検 出 し、屋株遺跡 で も若干出土 している(飯 山市教委1989)。 こ

のほか調査 はな されていないが、千苅(24)(中 島1982)を は じめ城 ノ前(28)、 木原(31) 、 北 竜 湖

(36)内 野(37)で も良好 な石 器が採集 されている(高 橋1980)。

以上 の遺跡 の立地 は、大部分 が千 曲川河岸 の段丘上に立地 してお り、千 曲川 と密接 な関係 を有 していた

こ とは想像 に難 くない。 また、北竜湖例 は湖沼周辺に立地 す る遺跡 の典型例 として注 目される。

B縄 文時代

縄文時代 に属す る遺跡で最 も古 い土器が採集 されてい るのは北竜湖遺跡(36)で あ る。湖岸 よ り表裏縄

文 ・押型文 ・条痕 文系土器 片が採集 され、草創期 ・早期 に位置づけ られ る(高 橋1980)。 道添遺跡(18)

で も条痕 文系土器が採集 されて いる。

前期 の遺跡では、今 回調査 した大倉崎遺跡以外は量的に も少 量の遺跡がほ とん どである。大倉崎遺跡に

近 い瀬 付遺跡(5)、 北竜湖 遺跡(36)、 宮 中遺跡(23)、 太子林遺跡(21)な どで出土 して いる。宮中

遺跡は、昭和53年 に市立東小学校建築 に ともない試掘調査 を行 い、諸磯b式 に比定 され る格子 目文土器が

出土 したが、遺:構は検 出 されなか った(飯 山市教委1979)。 また、太子林遺跡は昭和55年 に調査が行われ、

有尾式土器 片 と土墳 が検 出 されている(飯 山市教委1981)。

中期 の遺跡 では、 まず上 ノ原遺跡(17)が 挙 げ られる。調査は行 われていないが、舌状 台地 の縁辺か ら

大量に採集 されて いる。五領 ヶ台系 ・阿玉台系土器が若干認め られ るものの、 多 くは蓮華文 ・格子文な ど

を特徴 とす る北陸の新保 ・新崎式土器に比定 される土器が 多い(高 橋1980a)。 このほか宮 中では古 くか

ら土器片が 多 く採集 されている。

後期 では宮 中遺跡(23)が 重要であ る。昭和55年 の調査 によってわずか100m・ の範囲に23基 の石棺墓が

検 出され た。墓堤 内よ り浅鉢が伏せ た状態 で出土 し、 さらに浅鉢 の中か ら竹製の漆塗櫛 が出土 している。

他 の石棺墓 か らも碧玉 ・耳栓 状耳飾 りが 出土 してい る。周辺 よ り出土 した土器 よ り堀 ノ内～加曾利B式 期

に比定 し'てい る(高 橋1980b)。 なお北竜湖遺跡で も若干 出土 してい る。

晩期 の遺跡は、当該地区では確認 されていない。

C弥 生時代

稲作が開始 され た弥生時代 は、飯 山地方 では秋津 田草川尻遺跡 ・長峰丘陵上 の諸遺跡(7～10)が 著名

であ り、瑞穂地区では太型蛤刃石斧が単独 で採集 されていたにす ぎない。今 回の調査 に よって上野遺跡で

集落趾 を確認 できたこ とで常盤平の一部が水 田 として活用 され ていた ことが推定 される と同時に 、河東の

瑞穂地 区で も今後確 認される可能性 が高 い と考 えられ る。

なお、長峰丘陵上 の遺跡の うち分布 図に示 した遺跡 は、旧照里小学校遺跡(8)、 光明寺前遺 跡(9)、

照丘遺跡(10)の3遺 跡 であ る。調査が行われたのは照丘遺跡で、弥生 中期栗林式土器 ・建築用材 と推定

され る木製品等が出土 してい る(高 橋1962)。
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1:25,000往 郷

図7周 辺 遺 跡 分 布 図(1:25,000)

1.上 野2.大 倉 崎 館3.大 倉 崎4.大 倉 崎II5・ 瀬 附6・ 真 宗 寺7・ 岡 峰8・ 旧 照 里 小 学 校

9.光 明 寺 訪1q.照 丘11.上 野II .12.棉 尾 南 館 .13・ 日焼14・ 南 原15・ 堺 ノ沢16・ 屋 株

17.上 ノ原18.道 添19.水 出 ロ20.向 峰 古 墳 群21.太 子 林22.関 沢23・ 宮 中24・ 千 苅

25.犬 飼 館26.飯 綱 堂 古 墳27.猿 飼 田28.城 ノ 前29.神 戸 古 墳30.神 戸 城31.木 原

32.尾 崎33.寺 下34.南 竜 池35.小 菅 神 社 里 宮36.北 竜 湖37.内 野38.上 野 古 墳
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D古 墳:時代

三世紀末か ら七世 紀にか けて王 もし くはそれ につか えた豪族 た ちが大 きな墳丘 の墓 を造った時代 である。

上野古墳(38)・ 向峰古墳群(20)、 飯綱堂(狐 塚)古 墳(26)、 神戸古墳群(29)が 確認 され ている。

飯綱堂古墳では石室 が露呈 してお り、土師・器・鉄鎌が 出土 した とい う。 また、照丘遺跡 では円形周溝が検

出され・古墳の周溝 の可能i生が ある(高 橋1968)。 しか し、当該期の遺物が多 く出土す るような集落趾 と

推定 できる遺跡は発見 されてい ない。お そら く今後確認 され るであ ろう。

E古 代 ・中世

奈良時代以降をまとめて概観す る。現在までの ところ明確に奈良時代に比定できる遺跡は発見されてい

ない・平安時代の遺跡 では尾崎遺跡(32)、 屋株 遺跡(16)、 大倉崎II遺 跡が挙 げられ る。尾崎遺赫は、

圃場整備 によって無残 に も破壊 され て しまったが、多量 の土師器片が採 集 されている。屋株遺 跡は、昭和

63年 に調査が なされ、竪穴住居趾1軒 、土拡 が検 出され、須恵器杯 ・蓋、土師器圷 ・甕等 が出土 している。

年代 は9世 紀中～後半 におかれ る。大倉崎II遺 跡 は千曲川べ りの新期河岸段丘上 にあ り、やや小高 くなっ

ている。今 回調査 され た上野遺跡の平安期集落趾 との関係や生業 につ いて、注 目される立地環境 であ る。

平安 時代末か ら中世 にかけては判 然 としない部分 が多い。城館跡 は、大倉崎館跡(2) 、 柏 尾 南 館 跡

(12)・ 関沢館跡 、犬 飼 館 跡(25)、 神 戸 城 跡(30)な どが 確 認 され て い る。 大 倉 崎 館 跡 は前 年 度

及び今 回の調査 で明 らか になった部分が 多い。 また、集落遺跡は、現在 までの ところ調査 を行 っていない

し、 また確認 もされていない。 これ は、中世 の考古学 的調査が充分 に行 われ た経過 がないため であって、

今 後明確 になるであろ う。例 えば 、大倉崎地 区内で中世珠洲系陶器 の完形品が発見 され てお り、集落趾 の

存在 を裏付け る資料が 出は じめつつあ る。
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一15一





第2編 上野遺跡の調査





第1章 調査の方法 と経過

1調 査 方 法(図1・2)

調査対象地は、長 さ約400m、 幅12～15mで 面積 は約5000m2で あ る。当初 よ り遺跡の中心部 を縦断す る

との予測 をもち、全面が削平 され るこ とか ら出来るか ぎ り全面 を調査 す ることを計画 した。現 況は、南側

約100mは 畑地 であるが 、それ以外は雑 木林 となってお り、 また一部 には墓地 も造営 されていた。

グ リッ ト基本 ポイン トは、バ イパス建 設工事

用 ポイン トのNo.49+80とNo.49を 用い このライン

をY軸 とし、直角 に振 ってX軸 とした1グ リッ

ト間隔は、5mと し、座標軸は、第4象 限を使

用 した。呼称 はX軸 がA・B・C… とし、

Y軸 は1・2・3… とした。 また、Y軸 が

あ ま りに も長 くなるために、便宜 的に100m毎

に1区 か らV区 に分 割 した。 したが って、Y軸

は20で 次 の区に移 ることになる。 グ リッ トの呼

称 は、例 えばIII区C-5と い うよ うに した。(な

お、前年実施 した大倉崎館跡の地区は、本書 に

おいては今 次の グリッ トにあわせ てW区 として

報告す る。)

調査は、時間的な関係 もあ って表土 はすべ て

バ ックホー によって除去 した。残土処理 につい

ては、全面調査 の関係か ら調査 区外へ運搬す る

必要 があったが 、近隣地権者 に配慮 いただ き近

接 した場所 に搬 出す ることが できた。 この搬 出

作業 には、ベ ル トコンベ アー6台 を使用 して行

った。 また、一部の地 区で墓地お よび遺構 の認

め られ なか った箇所 があったために土置場 とし

た。

調査方法は、耕作土以下に包含される遺物に

つ いては、全 て ドッ ト化 しレベ ル を記録す るこ

ととし、遺構 内出土遺物は上 記作業 とともに微

細図 を作 成す るこ ととした。 また、ナ ンバー リ

ングは、遺構外 出土遺物 は グ リットナンバーを、

遺構 内は略記号 を付 して取 り上 げた。例 えば弥

生 時代1号 住居趾No.1は 、Y1住1と している。

ただ しこの方法は、遺存状態に よ り略 した遺構

も多い。

図1地 区割設定図1:3000
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2経 過

A調 査概要

(1)層 序(図3)

上野遺跡 の基本的な層序 は、上か ら暗灰色土(表 土)、 黒色土 、淡褐 色土(漸 移層)・ 黄色粘土(地 山)

とな る。暗灰色土(表 土)は 厚 さ約15～30cm。 黒色土は厚 さ15～50cmで 千 曲川寄 りの館跡近辺 で厚 い・黄

色粘土(地 山)は 厚 さ20～50cmで 、 その下はII区 よ り南部では:茶褐色 のか たい粒 を含む黄 色粘土層であり・

北部では黄 白色のシル トである。

遺構検 出面は淡褐色土層上面 である。遺構切 り込 み面 は壁面お よび畔の観察によれば・弥生 ・平安 時代

ともに黒色土 中だ と考 え るが実 際に肉眼で観察 して もその境 はよ くわか らない。

(2)遺 跡の概要

上野遺跡は上野丘陵全体 に またが る遺跡でそこを縦断す る今 回の発掘 では、先土器 ・縄文 ・弥生 ・古墳

・平安 ・中世 の各時代の遺構遺物が検出 され、各時代にわた る複合遺跡 であるこ とが判 明 した・

(a)先 土器時代(図4)

1区 ～V区 にかけて、5集 中地点 ・2礫 群 を検 出 している。集 中地点は、弥生 ・平安 時代 の遺構により・

掩乱 されている部分 が多い。礫群 はIII区において、2ヶ 所検 出されてい る。純粋 な厨房施 設 と考 えられ る

出土状態 であった。

出土 した石器 は、各地点で石 材や 組成に若干 の相違が認め られるが 、時期的に大 きな差は ない と考 えて

いる。器種別 では、尖頭器 ・掻 器 を中心 としている。石材 は、地 元産 の安 山岩のほか玉髄が 多用 され・ し

か も掻 器 との結びつ きが強 い。搬入 品 とも考 え られる。時期 的には 「横倉型」尖頭器 が出土 して いる とこ

ろか ら、先土器時代末期 に位置づ け られ る と思われる。玉髄製の掻器 もこれに伴 うものであ り・石刃 技法

の盛行 ・使用石材の変化等 につ いて重要 な指針 を与 えている・

(b)縄 文時代(図5)

縄文時代 に属す る明確 な遺構 は検 出 されていないが、遺構 の切 り合 い関係や ・小動物の落 し穴 とも考 え

られ るこ とか ら、合計13基 確認 されてい る 「溝状土拡」(MSK)を 当期の遺構 としておいた(MSK1～

13)a

出土遺物 も遺構に伴 うものはないが 、調査地全域か ら散在 して土器 ・石器 などがある・

土器 は南 隣 の大倉崎遺 跡 と同様 な前期後半の諸磯i様式の ものが 多い・

(c)弥 生時代(図6)

弥生時代は中期の竪穴住居7軒(Y1住 ～Y6住 ・Y8住)と 、後期 の竪穴住居1軒(Y7住)・ 掘立

柱建物2軒(SB6・SB7)、 木 口板 をもつ木棺墓(土 砿墓)群 などの遺構 と土器 ・石 器 ・勾玉 ・紡錘車 な

どの多量の遺物が検 出され てお り、当遺跡で も中心的な位置 を しめ る。

竪 穴住居は 中期の ものが 円形 で後期にな ると方形 となる。 中期 のものは 多数 の主柱穴が円形に配置 され

る大形 の もの(Y3・Y5・Y8住)と 、4本 ないし5本 の主柱穴 を もつ小形の もの(Y2・Y6住)が

あ る。

掘立柱建物 は弥生時代で ある とい う積極的な根拠 はないが、1間 ×5間(SB7)と い う構 造や 、SB6

・SB7周 辺 の出土土器が弥生時代 の ものにほぼ限 られてい ることか ら当期 に含めておいた。

木棺墓(土 拡墓)群 は弥生時代の墓制や 、集落 と墓域 にかかわ る資料 として重要 である・

土器 は、中期後半 の栗林式 に相 当す るもので、中には栗林1式 に遡 る可能性があ るもの もあ る・後期 の
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図2調 査 地 周 辺 の 地 形1:1500

一21一 一一22一



図3土 層模式図 1:60

土器は出土量 が少 ない。

石器 は太型蛤刃石斧 ・扁平 片刃石斧 ・石包丁な ど弥生時代 を特徴づけ る磨製石器の他 に打製石 器 も少な

か らず出土 している。

勾玉 は碧玉製 の小型品が1点 ある。

紡錘車 は未製 品を含め5点 あ り、 当地方 で も確実に紡織が行われていたこ とを裏づ けてい る。

(d)古 墳時代(図7)

古:墳時代 は前期 の竪 穴住居趾1軒(H9住)、 掘立柱建物1軒(SB5)と 同 じ く前期の方形周溝墓4基

(1号 ～4号 周溝墓)が 検 出され、それに伴 な う土器が出土 している。

古墳時代前期の遺跡 は飯 山地方で も発掘例が少な く、当遺跡は重要 であ る。

竪穴住居趾(H9住)は 残 りが良 く、出土 した土器 も良好 で、良好 な一括 資料 となった。土器はい わゆ

る北陸系の様相 を強 くもつ ものであ る。古墳文化成立 の一指標 となろう。
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方形周溝墓は正方 形に形 が整 え られ た もので、主体部 は検 出され なか ったが、周溝内 よ り供 献あ るいは

儀 式に使用 された と考 え られる土器が 出土 している。

掘 立柱建物(SB5)に ついては古墳時代前期 とす る積極 的な根拠 はないが、建物 周辺 で出土 す る土器

に古墳 時代前期の ものが 多いこ とか ら当期 に含めておいた。

(e)平 安時代(図8)

平安 時代 は、調査地の北部 と南部 で、竪穴住居趾10軒(H1～8・11・12住)と 、掘 立柱建物4軒(SB

1～4)と 、黒色土器お よび土師器の椀 が副葬 され た土拡墓群(SK19～23)が 検 出 され、それに伴 う多

量の土器や鉄製 品 ・ふ いご羽 口な どが出土 している。

この平安 時代 も当遺跡の 中心 的位 置 を占め る。

竪穴住居は方形 の ものだが、4本 の主柱 穴 をもつ ものはない。中には竪穴 内か ら竪 穴外へ延 び る溝 をも

つ もの(H3住)も ある。H11号 住居肚 では石組みの カマ ドが良好 な状態 で検出 された。

竪穴住居趾 は出土 した土器か ら平安 時代後期(10世 紀末～11世 紀)と 考 えられ るが、南部 の一群が よ り

古 い様相 を呈 し、北部 の一群(H11・12住)が よ り新 しい様相 を呈 している。

掘立柱建物(SB1～4)は 小形の建 物である。

土拡墓群は昨年度 の大倉崎館跡の調査で確 認され たもの(SK21～23)に 加 えて今年度 の補遺調査 で も

2基 が確認 され、後 に大倉崎館が造 られた上 野丘陵 の最高所 が、平安時代後期 には墓域 であったこ とが判

明 した。

竪 穴住居趾 出土土器 は、食器 は黒色土器椀 を主体 として、土師器椀 ・鉢 、灰粕 陶器 が少量 あ り、煮沸具

として土師器の甕 があ り、越後型 とされ る甕 を含んでいる。

また、出土土器の中には墨書 され た ものや 、転用硯があ る。

H11号 住居か ら出土 した鉄製鎌 は飯 山地方では初め ての出土である。

鍛冶 にかか わるもの として、ふ いご羽 口や鉄津が調査地南端部か ら出土 してい る。

(f)中 世以降

調査地北端には中世館跡の大倉崎館跡があ り、昨年度の橋台部分の調査

で未調査であった郭内堀西延長部分 と土塁の調査 を行い、郭内堀が外堀ま

でつきぬけていたことを再確認 し、土塁の構築方法等を確認した。

なお、バイパス路線部分の調査では当初、大倉崎館にかかわる中世の遺

構の存在が予想されたが、明確な遺構は検出されず、遺物も陶磁器類が少

量 と銭貨が1枚 散在的に出土したのみである。

B調 査 日誌抄

平 成 元 年

5月18日(木)

5月24日(水)

5月29日(月)

6月5日(月)

6月6日(火)

6月7日(水)～9日(金)

6月13日(火)

飯 山建設事務所 と現地協議 。発掘工程 等 を協議す る。

上野 ・大倉崎区長 を通 して、発掘作業員の募集開始。上野遺跡 よ り開始するこ ととする。

残土処理置場 の検討。調査会 開催。

調査区内の残木処理。

バ ックホーに よる表土除去 を開始(～9日)。

プ レハ ブハ ウス設置。器材搬 入。 グリッ ト杭打 ち作業開始(～13)。

9時 、調査 開始式開催。引 き続 きV区 南端 およびIV区14よ り作業開始。
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6月14日(水)～IV区B～D-13・14よ り先土器 時代尖頭器 、弥生時代住居趾 な ど検 出、確 認作業 を

行 う。

6月19日(月)～IV区B～D・15～17の 精査 。平安時代 の土器片が 多 く出土。先土器時代～平安 時代

の複合遺跡であ ることを確認。

6月22日(木)IV区B～D-13～17の 遺構確 認作業終 了。B～D-13の 遺物集 中箇所は時代的 に複合

していたが、方形周溝墓 であるこ とを確認(SD1)。 また、弥生時代住居趾 は、平安 時代 住居趾 と切 りあ

い関係 にあ り、それ ぞれH1・Y2、Y1・H2と した。 また、C-16を 中心 とした地 区にお いて、先土

器時代石器群が集 中して出土 した(の ちに第4地 点)。

市内新規採用教員研修視 察。

飯 山建設事務所用地課長 ほか来跡。

6月23日(金)IV区 出土遺;構調査続行 。V区 へ作業員移動。

6月27日(火)N区B～D-8・9検 出の落 ち込 み をセ クシ ョン帯 を残 し掘 り下げ。弥生 中期土器片、

石器 出土。住居趾 の存在 を予測 させ る。

6月29日(木)IV区 出土遺;構掘 り下げお よび実測開始。写真撮影 。V区 遺構確認作業続行。

6月30日(金)IV区B～D-8・9検 出の弥生時代住居趾 をY3と す る。その北側 にお いて 、平安時

代 と思われ る住居趾 を確認(の ちにH3～6)。

7月5日(水)V区1～8、 遺;構確認状態の写真撮 影完了。Y3を 取 り巻 くよ うに検出 され た方形周

溝墓(SD3)を 掘 り下 げる。

7月6日(木)V区C・D-6検 出の住居趾(H5)に お いて、床面 よ りゃや 浮いた状態 で黒色土器

杯2点 が重なった状態で出土。

7月7日(金)V区C・D-5・6検 出の方形周溝墓(SD3)掘 り下 げ着手。B～D-4・5出 土

先土器時代石器 出土地点精査(の ちに第5地 点)。

7月11日(火)

7月13日(木)

7月18日(火)

7月19日(水)

7月21日(金)

7月24日(月)～29旧(土)

7月27日(木)

7月29日(土)

7月31日(月)

8月2日(水)～4日(金)

8月7日(月)

16・17で 弥 生 時 代 円 形 住 居 趾 を確 認 。 掘 り下 げ る(Y5住)。

8月8日(火)～10日(木)III区2～5着 手 。III区 全 体 精 査 。Y5号 住 居 趾:、 遺 物 出 土 状 態 ・遺;構 写

真 撮 影 完 了 。D-7・8に お い て 住 居 趾 を確 認(H10住 の ち にY7住 と な る)。10日 市 文 化 財 審 議 会 委

員 視 察 。

8月11日(金)

8月12日 ～16日

8月17日(木)

lV区13～V区 清掃。柱穴群 な どの掘 り下げ。平面図等実測作業開始。

V区9～11着 手。

V区12～15拡 張。新 たに住居吐 を検 出す る(H7・H8)。

V区 全体写真撮影。ほぼIV～V区 の発掘 完了。実測作業 のみ残す。

戸狩小学校郷土 クラブ体験学習。

先土器時代第4地 点お よび各遺構平面図実測作業。

III区9よ り南へ着手す る。

小 島 ・早津両氏来跡。先土器時代 包含層 の調査並 びに丘陵の地 質調査 を行 う。

III区9以 降精査 。IV区11・12に おいて古墳時代 の住居趾:を確 認(H9)。

H9住 調査。III区9以 降精査続行 。

III区B-13お よびC-11で 先土器時代礫群 を確 認。清掃 ・写真撮影 を実施。B・C一

III区全体写真撮影。

休 み。

調査再開。III区全体測量(40分 の1)。II区 着手。
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8月21日(月)II区8～4ま で完了。G～1-5～7に おいて、礫 お よび石器群 を検 出(先 土器時代

第2地 点)。K-5で 磨製石斧 出土。

8月25日(金)II区 柱穴群等掘 り下げ完了。J・K-3・4で 確 認 された住居趾(H:11住)、 掘 り下

げ着手。1区 精査 開始。O・P-19で 住居趾確 認(H12住)a

8月28日(月)～30日(水)H11・12住 精査 。平面 図実測完 了。

市議会総務文教委 員視 察(29日)。

9月1日(金)～6日(水)1区 ・II区精査。全体平 面図作成作業。

9月8日(金)～18日(月)大 倉崎館跡の土塁調査着手。完 了10月5日(水)。

II区 の精査 および平面図作業。器材撤収。

9月19日(火)午 後3時 よ り調 査終了式並び に大倉崎遺跡 の調査開始式 を大倉崎公民館 にて行 う。大

倉崎館跡の補 遺調査 を残 し、上野遺跡発掘調査 の全部 を終了す る。
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図4先 土器時代地点分布図
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図5縄 支時代遺構分布図11800
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図6弥 生 時 代 遺 構 分布 図11800
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図7古 噴 時 代 遺 構分 布 図11800
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図8平 安 時 代 遺 構 分 布 図11800
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図9遺 構 実 測 図(1)1:160
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図10 遺構実測図(2) 1 160
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図11遺 構 実 測 図(3)1 160
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図12遺 構 実 測 図(4)1
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図13遺 構 実 測 図(5)1160
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図14遺 構 実 測 図(6)1160
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図15遺 構 実 測 図(7)1160
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図16遺 構 実 測 図(8)1160
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図17遺 構 実 測 図(9)1160
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図18遺 構 実 測 図(10)1160
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図19遺;構 実 測 図(11)1160
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図20遺;構 実 測 図(12)1
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第2章 先 土 器 時 代

1先 土器時代の調査

A調 査 概 観

先土器 時代 に属す る遺物 は、一部の地 点 を除いて各区 よ りまば らに出土 してお り、縄文時代以 降の構築

物 によ りかな り破壊 され ているこ とが伺 えた。以下 に便宜 的に分 けた区別毎 に概観す る(図21)。

(1)1区

大倉崎館跡の東側 に位 置す る地 区で、揚水路 が埋め られていた りかな り現状改変の認め られ る地 区であ

る。遺物 は平安 時代住居趾 お よび柱穴群の周辺 より散在的に出土 してお り、第1地 点 として報告 するが遺

物集 中地点 とは呼称 で きない出土状態 である。

(2)II区

バイパ ス道路が緩 く右に カーブす る地 区で、当該 時期 の遺物は二地点で集 中的に出土 し(第2・ 第3地

点)、 他 は各 グリッ トで単独に近 い出土状態であ った。1区 と同様に平安 時代 の遺構が存在 し、遺存状 態

は悪 い。

(3)III区

礫群 が2か 所 で発見 されている(第1・2礫 群)。この地点 は、後世掩乱 の免れた地区で、比較 的プ ライ

マ リー な出土状態であった。 また、尖頭器 が多 く出土 した グ リッ トが あったが、弥生時代住居吐 が構築 さ

れてお り、出土状態は不 明確 である。

(4)IV区

弥生 ・平安 時代住居趾 な どによって多 くの地 区で包含層が破壊 されているが、遺物集中地 点が1か 所確

認 されている(第4地 点)。また、後世構築物 周辺か らも多 く出土 したが 、石 器の材質が同 じこ とか らすべ

て第4地 点 として一括 して報告す る。

(4)V区

遺物集中地 点が1か 所発見 されているが、後世掩乱 を免れた小範 囲のため出土遺物 は少 い(第5地 点)。

なお、各遺構 包含層か ら も散在 的に出土 してい る。

以上、遺 物 集中箇所5地 点、礫群2か 所 、その他 グリッ ト出土 遺物 として散在 的に認め られた。遺物総

点数 は約400点 で、この うち トユールに認定 され る石器は約150点 である。地点によって 多少の比率 の違

いはあるが、製品の 占め る割合 が 多いのが特徴であ り、その例 として、玉髄製の石器 は、製品が100点 以

上 に対 し、剥片が数 点 しか認め られていない。

B層 序 と文 化 層(図22)

上野遺跡 の土層につ いては、小 島 ・早津両氏に よる詳細 な報告 が付編でなされているので、本稿 ではIV

区の標準層序 と遺物 の包含層 につ いて説明す るこ ととす る。

IV区 は、上野遺跡では比較的低 い位置にあ り、標 高320m付 近であ る。北上す るにつれ て徐々に標 高が

高 くな り、大倉崎館跡が最 も高 く、標高325.5mと なっている。

IV区 の標準層序は図22の とお りである。

第1層 暗灰色腐植 土層(耕 作土)層 厚12～18cm。
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図21先 土 器 時 代 地 点 分 布 図1:2000
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第II層 黒色土層 層厚12～18cmで 、 しまりの良 い土層で

ある。III層 との間には木の根な どの掩 乱層がブロ ック状に入

る(1層)。

第III層 黄褐 色土層(漸 移層)層 厚3～12cm。IV層 のソ

フ ト化 したもの と考 え られ、II層 漸移層 として とらえられる。

第IV'層 黄褐 色風化 テフ ラ層 層厚12cm。 緻 密なテフラ層

で、層厚 はほぼ一定 してい るが、V層 の クラ ックの落ち込 み

に深 く堆積 し、50cmも 深 く入 り込む場所 もある。

第V層 褐 色土層 層厚約50cm。 上 面がいわゆる亀 甲状 を

示 し、クラックの割 れ 目が認め られ る。砂 ・粘土質 で、乾燥

す ると非常に固い。

第VI層 褐 色砂 質粘土 層 層厚20cm以 上。砂 を含 み、ボ『ロ

ボ ロとして柔 らかい。

先土器 時代石器群 は、III層上 面か ら出土す る。IV層 か ら出

土す るのは稀 で、多 くはIII層お よびII層 か らの 出土である。

図22層 序(1:20)

第4地 点以外の石器群の 出土状態 も、II層 直下 と考 えられるので、層位的には各地 点出土層準 に相違 は認

め られ ない。

2調 査結果

A遺 物の出土状態

(1)1区

第1地 点(図23)

1区P～R-18・19出 土地区 をい う。石器総点数 は11点 で、出土層準はII層 お よびIII層であ る・一部 の

石器 は、平安 時代住居趾(H12住)覆 土 よりの出土で、全体 的にかな り後世 の撹・乱 を受けた場所 である・

石器 は、ナ イフ形石器 ・掻 器 ・刃器状剥 片等が出土 してお り、安 山岩のほか に玉髄が用 い られてい るの

が注 目され る。

(2)II区(図24～26)

(a)第2地 点(図25)

II区G・H-6・7に 位 置 し、一部調査区外に伸び る と推定 される。 出土層準 はIII層上 面。分布規模は、

12m×3mで 細長 い形態 を示す。出土石器は、総点数62点 で他 に礫 が約10点 まば らに出土 してい る・使 用

石材は安 山岩が 多く、同一母岩 と考 え られ る剥 片が多 く出土 している。 また黒曜石 は、分布 の西端に まと

まってお り、石材別 では分離 され る可能性が残 される。石器は剥 片が多 く、製品は黒曜石製の特徴的 な彫

器が 出土 してい る。

(b)第3地 点(図26)

II区G・H-9・10に 位置 し、後世柱 穴群 によって破壊 されてい る部分 が多い。出土層準はIII層上面で

あ る。分布規模 は8m×5mで 、平面形態は楕円形である。石器総数は約20点 と少い。器種別 では石錐 ・

石核 が各1点 出土 してい るが、他 は剥片類 である。石核 と同一母岩の剥 片が多い。なお、本地点 出土剥片

とD-15出 土剥 片が接合 している。接合 距離は約35mで ある。
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(c)II区 グ リッ ト出土(図24)

II区 にお いて単独 に近 い形で出土 した地 区が い くつかあ る。 これ らは、後世 の掩乱 によ り原位置 を動 い

た と思 われ る石器が 多 く、 多 くが黒色土層 出土で あった。

K-4・5か らは、数 点 まとまって出土 して いる。特徴 的な石器 では、磨製石斧が出土 してい るが、縄

文草創期的な石器 である。 また剥 片は、第3地 点出土剥 片の石材が似 ている。

D●F-13お よびD-17で は単独 で各1点 出土 している。 いずれ も黒曜石 製で、その うち1点 は見事 な

尖頭器であ る。

(3)III区(図27～29)

(a)第1礫 群(図28)

C-11に 位置す る・2・6m×1・4m規 模 をもつ。礫 は約70個 で構成 してお り、重な りあ うこ とは殆 どなく、

平面的に広が る。完形礫 は少量 で、多 くは破損礫 で また火熱 を受 けている もの も多い。破損礫 の うちい く

つかは接合 して いる。なお、石器 は2点 礫群 の端部 で出土 しているのみ であ る。

(b)第2礫 群(図29)

B・C-15に 位置す る。2.4m×2mの ほぼ円形 プランを呈す。両端 に人頭大の大 きな石 を配 している

が 、他は拳 大の礫約130点 で構成 され る。木 の根が入 り込んで礫 が持 ち上 げ られていたが 、上下 に重 なる

部分が 多い。また、礫 は火熱に よる と思われる赤色化 した ものが多い。

石器は、礫 と混在す る形で12点 出土 しているが、厨房 に関係す る と考 えられ る石器が 多いのが注 目され

る。

(c)グ リッ ト出土(図27)

C一 ・9・10で 尖頭器 が5点 出土 している。弥生時代住居趾(Y6住)の:構 築 によ り分布状態 は不明確 で

あったが 、集中地 点 として考 え られ る。

B-14で も黒曜石製 の掻 器等が5点 出土 している。調査地 区西端 のため分布 は明 らかにできなかったが、

第2礫 群 に近接 してお り同時性 が考 えられる。 なお、C-12で ナ イフ形石器 が出土 してい る。

(4)IV区

第4地 点(図30・31)

C・D-16・17を 中心 として検 出され た。中心部 の範囲は、10m×6mで あ るが、出土範囲は25m×10

mに 及ぶ。弥生 ・平安 時代遺 構によ り中心部 より掩拝 された ものか 、幾つかの地点分布に別 れていた もの

かは判 然 としない。器種 ・石材 も同様であ り、同時期所産 として一括 して よいだろ う。出土層準 も相違 な

く、III層上面が生活面 と考 えられ る。

中心部は、平安時代の柱穴群 に よって多少掩 乱 を受 けているものの、多 くの石器群 のま とま りがほぼ現

位置 と考 えられる出土状態 を示 していた。出土石器 は、掻 器が圧倒 的に多 く、尖頭器 ・ナ イフ形石器が各

1点 出土 している。石核 も安 山岩製が2点 出土 し、それに伴 う剥 片 も若干検出 されている。石質 は、玉髄

が 多 く、それ らは掻器 が 占め る。 そのほかの石材 としては、安 山岩 も製 品は少 ないが一定量 あ り、黒 曜石

も約10点 存在す る。

(5)V区(図32・33)

(a)第5地 点(図33)

B・C-5に 位置す る。周囲が掩乱 を受けていたの と、調査 区西端部 のため、5m×2.5mの 小範 囲に

約35点 検 出 された。本地 区の出土層準 はIII層中に入 ってお り、他地点 よ り多少 のレベル差が認め られた。

出土遺物 は全 て安 山岩製 で、尖頭器 ・掻器 な どが含 まれる。

(b)グ リッ ト出土(図32)
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図23第1地 点 遺 物 分 布 図(1:80)
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図2411区 遺物 分 布 図(1:160)
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図25第2地 点 遺 物 分 布 図(1:80)
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図26第3地 点 遺 物 分 布 図(1:80)
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図27111区 遺 物 分 布 図(1:160)
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図281号 礫群遺物分布図(1:20)
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.図292号 礫群遺物分布図(1:20)
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図30第4地 点 遺 物 分 布 図(1:160)

一55一



図31第4地 点集中部遺物分布図(1:80)

一56一



図32V区 遺 物 分 布 図(1:320)
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図33第5地 点 遺 物 分 布 図(180)
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図32の ように後世 の遺構 内よ りの出土であ り、二次 的移動 を受 けた出土状態であ る。玉髄 ・黒 曜石製 の

掻器が 多い。これ らの掻 器 は、第4地 点出土石器 と等 しい。

B出 土 遺 物

(1)石 器 形態(図34)

石器名称(器 種)に つ いては、技術形態 ・機能 形態 の別 によって多少の差 異が ある。本稿 では両者の混

在 した石 器名称 としたが 、この点 については概 念 とともに今後検討すべ き課題 と考 えて いる。

出土 した石器(tool)に は、尖頭器 ・掻器 ・彫器 ・ナ イフ形石器 ・石錐 ・磨製石斧 ・敲石 ・小剥 離痕 の

ある剥片 などがある。他 に石核 ・剥片 ・砕 片な ども検 出されて いる。以下、各器種別に説明 を加 え る。

(a)尖 頭器

「槍先 」に使用 した と考 え られ る石器で、剥片 の両面 あるいは半両面に加工 を施 し、端部が尖頭状 にな

るよ うに細部加工 を施 した もの である。本遺跡 では、III区グ リッ ト及びIV区(第4地 点)・V区(第5地

点)で 計11点 出土 している。

形態的には、木葉形 で最大幅が胴 中央部 よ りやや下に ある 「横 倉型」 と呼ばれ る尖頭器 で、5cm以 上8

cm未 満の 中形(A、 類)と5cm未 満の小形(A,類)が ある。 また、A,類 に似 るが左右非対称 の形態 を示すB

類 、柳葉形のC類 が ある。石材 には安 山岩 が最 も多 く、1点 黒曜石製 が出土 している。

(b)掻 器

剥 片の長軸上 の端部 に急斜度調整で刃部 を設け たエ ン ド・ス クレイパー と呼ばれる石器が大部分 を占め

る(A類)。 細部分類 の検討 を行 っていないので、刃部再 生に よる形態変化 も考 え られ るが、基部側 を意識

的に尖頭状に したA類 の亜種(A、 類)、 刃部が尖頭状 とな る(A2類)、 ノッチ状 を呈す る(B類)が 少量

認め られ る。 また、両側 に刃部 をもつ複 刃掻 器(B類)も 数 点ある。

掻 器総数は約60点 で、1～ †区の各地 点 ・グ リッ トよ り出土 している。石材 は、玉髄が圧倒的 に多 く、

他 に黒曜石 ・安 山岩が使用 されてい る。玉髄の 多用は本遺跡 の大 きな特徴のひ とつ として考 え られるだろ

う。

(c)彫 器

剥片の縁辺 に樋状剥離 を施 して、刃部作 出を行 った と考 え られ るもので、II区 ・V区 よ り各1点 出土 し

ている。

(d)ナ イフ形石器

ブランテ ィング加工 によって素材 を調整加 工 した石器 である。III区 ・IV区(第4地 点)よ り各1点 出土

している。

(e)錐

錐 状の突出 した刃部 をもつ石器 で、 ドリルの機能 を想定 した もの。第3・4地 点よ り計3点 出土 してい

る。

(f)磨 製石斧

本時期 に含め られ るか微妙 ではあるが、II区 グリッ トよ り出土 した磨製の斧形石器であ る。'

(9)敲 石 ・磨石

礫の端部 に潰 れ痕 をもつ もので、ハ ンマーの用途が考 えられ る。敲石お よびす り潰 して面が扁平 になった

もの を磨石 とす る。特に第2礫 群 において 多 く出土 してい る。

(h)小 剥離痕のあ る剥片

目的的剥 片 ・調整剥 片 を問わず 、使用による と思われ る小剥離痕のあ る剥片 を指す 。肉眼に よるため黒
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図34'先 土 器 時代 石 器 形 態 分 類 図(1:3)
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曜石製が 多い。本稿 のなかでは剥 片の項 に一括 してい る。

(2)出 土遺物(図35～68)

区 と地点の名称 は前項で も触 れたが 、1区 ～V区 は100m毎 に便宜的 に分割 した もので、地点 の名称 は

特 に集 中 して石 器が出土 した場所 に与 えた。 したがって、 グリッ トで単独に近 い出土状態の石器 は 区グ

リッ ト出土 と呼称 した。以下 にその概要 を示 し、その順序 で出土石器の説明 を行 うこ ととす る。

1区 一 第1地 点

II区 一 第2地 点

一 第3地 点

一各 グリッ ト出土

III区 一 第1礫 群

一 第2礫 群

一各 グリッ ト出土

IV区 一第4地 点

V区 一第5地 点

一各 グ リッ ト出土

(a)1区

第1地 点(図37～39・PL30)

ナ イフ形石 器(1)

H12号 住居趾覆土か ち出土 した ものである。風化面はオ レンジ色 を した奇麗な玉髄 を用 いてお り、やや

寸詰 ま りで左右非対称の二側縁加工 品である。

掻 器(2～4)

2は 刃部 がやや尖頭状 とな っている。3は 母指状 に近 い形態 で、長 さは3.8cmと 小 型である。4は やや

分厚い剥 片であるためか、左側縁 には表 ・裏 両面 よ り二次加工が施 されている。 また、基部側は折 り取 ら

れてい る。石材 は全て玉 髄が用 い られ ている。

剥 片(5～10)

5は 玉髄製 で、多方向か ら剥離 されてい る。一一部 に表皮 を残 してお り、打面作 出剥片 とも考 え られる。

7は 石核 の上端か ら下端 まで突 き抜けた剥 片 と考 え られ、全長12.2cmを 測 る。縁辺 には小剥 離痕が認め ら

れtoolと して用い られたものであろう。玉髄製 である。8は 安 山岩製の刃器状剥片で、下端部 は折 り取 ら

れている'。打面は調 整されていない。g・10も 安 山岩製で、10は 稜 部 よ り剥離 されてお り、石核稜つ き剥

片 と思 われ る。

(b)II区(図40～46・PL30・31)

K-4・5グ リッ ト(11～12)

図示 した2点 以外数点安 山岩製の剥片が出土 している。

剥片(11)

表皮 を残すチ ャー ト製の剥片で、やや湾曲す る。打面調整 された石核 よ り作出 され ている。

磨 製石斧(12)

ハ ンレイ岩 を用 いてい る。表 ・裏面 とも丁寧 に磨かれているが 、縄文 時代の それに比べ艶はな い。基部

側 ・両側縁 には剥離痕 が認め られ るが、 これは磨かれ る以前 の剥離 と考 え られ る。 したが って、正 式には

斧 形刃部磨製石器 とすべ きか もしれない。
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第2地 点(13～21)

彫器(13)

両面加工の尖頭器状石器 をブ ランク として用 い、下端部は左側 に3回 、上端部両側 は斜めに各1回 の樋

状剥 離が行 われてい る。形状 は、左側縁がほぼ直線的な彫刻 刀面 を形成 し、平面形は斜角彫刻 刀 と呼称 さ

れ る形態 を示すが、両 面加工 品 を使用す る点は 男女倉型彫器 の範 疇に含 め られ るだ ろう。

=剥片(14～20)

14の み黒曜石製で、他 は安 山岩製であ る。14は 細部加工 が若干 認め られるが、剥片剥離以前 の石核調 整

時の もの と考 え られ る。15～20は 接合 関係 にはないが、同一母岩 か ら剥離 されたもので、石核 自体か な り

大型 であった と思 われ,る。15は 打面調整の施 された横 長剥 片であ る。16も 打面調整が施 されてい るが、正

面左側縁 には 自然面 を残す。17は 打面及び下端 に 自然面 を残 してお り、石核調整時の最初 の剥 片であろう。

18は 多方 向か らの剥離面 を有 し、形状か らも目的的剥片 とは考 えられない。

くぼみ石(21)

前記15～20の 安 山岩 の剥 片集 中部か らの出土 で、同一一時期 と考 えられ る出土状況で ある。石 質は花w岩

で、正 面に2か 所 、裏面 に1か 所 の くぼみが認め られる。上 ・下端は敲 き潰 されてお り、敲石 の用途 も共

有 した もの と推定 され る。花闘岩は第2礫 群 中か らも出土 している。

J-7グ リッ ト(22)

1点 単独 で出土 した玉髄製の剥片である。基部側 は稜部 よ り折れてい るが、現存長12.7cmを 測 る大型品

である。正面左側 には小剥離痕が認め られる。

第3地 点(23～36)

錐(23)

黒曜石製 で、先端部 に加工 を施 して尖頭状 の錐 に仕上 げている。左縁辺 は小剥離痕 をとどめ るが、 自然

面 を残 し細部加工は施 されていない。右縁辺 は先端部のみ加工 が加 え られ 、稜部 および縁辺 よ り細部調整

が施 される。基部側 は、打面 ・バ ルブが2回 の剥離に よって取 り除か れている。

掻器(25)

チ ャー ト製 の掻 器であ る。正 面はほ とん ど自然面 を残 し、端部 の一部分 に急斜度調整 を施 し刃部 を作出

して いる。裏 面は摂理面であ り、二次加工は施 されていないが、ほぼ平坦 な面 となっている。

剥片(24・26～32、34～36)

脈岩 ・チ ャー ト ・ハ ンレイ岩 を用いている。32はD-15出 土資料 との接合資料であるが、段 階的 な工程

のある接合関係 ではな く、1点 の石核調整剥片が折 れた ものであ る。なお、全ての資料は 、打面調整の施

された剥片であ る。

石核(33)

円筒状 を呈す る小形 の石刃石核 である。下端か らの剥離が行われてい るが、 目的剥 片の剥離面 は認め ら

れず、調整剥離のみ と考 え られ る。基本的には、上端か らの単_.__.方向か らの剥片作 出であった と推定 され

る。本資料 と同一母岩 と考 え られる剥片は、24・26・27・32で あ るが、接合 しなか った。

F-14・D-14・D-17グ リッ ト(37～39)

尖頭器(37)

黒曜石製 の木葉形尖頭器で、F-14よ り単独 で検 出 された。現存長4.4cmで 小型品である。:最大幅は 、

胴部中央 よ りやや下にあ る。調 整加工は、特 に裏面に細部加工が施 されている。

掻 器(38)

やや茶色 を呈す黒曜石製で、打面の一部に 自然面 を残 している。先端部側 は、正面か らの細部加工 を施
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して刃部 としている ところか ら、尖頭状 の掻器 と考 えている。

剥片(39)

不純物 を含 まない黒色 の黒曜石 を用いてい る。

(c)III区(図47～51・PL32・33)

C-9・10・12グ リッ ト(40～45)

尖頭器(40～44)

40は 自然面 を残す横長 の剥 片 を素材 とし、周辺に若干 の細部加工 を施 して尖頭器 とした ものである。41

も横長 の剥片 を用い、40よ り入念に細部加工が施 されている。43は 尖頭器の破損 品 と思 われ る。44は 裏面

側 は先端部のみ調整が施 されているが 、他は第一 次剥離面 をとどめ る。 なお、42は 両縁辺にフ ァシ ッ トを

有す る小型の尖頭器 で、樋状剥離 を行 った後細部調整が施 されて いる。

以上の尖頭器は全 て安 山岩が用 いられてい る。42の みC-9、 他はC-10よ り出土 した ものであ'る。

ナ イフ形石器(45)

長 さ2.4cmと 小 型の黒曜石製ナ イフ形石器 である。横長状の剥 片 を素材 とし、切 り出 し状 のナ イフ形石

器 に仕上げてい る。C-12よ り単独 出土 している。

第1号 礫群(46・47)

削器(46)

先端部左側縁 に細部加工 を施 したサ イ ド ・スクレイパー で、ノ ッチ状にえ ぐれて いるために、挟 入石器

としたほ うが妥当か もしれない。チャー ト製。

剥 片(47)

脈岩製 であるが、一見頁岩 と変 わ らない。裏 面基部側 に小剥 離痕 が認め られ る。

B-14・D-14グ リッ ト(48～53)

掻器(48～52)

48は ほぼ全面に急斜度調整 を施 し、 ラウン ド ・スクレイパー に近 い形態 を呈 している。49は やや薄型で＼

先端部 を中心に刃部が作 出されてい るが、形状は円形に近 い。50は エ ン ド・ス クレイパ ーで、刃部 は弧状

を呈 してい る。51は 幅広の掻 器であ る。両端部 に刃部が作 出され てお り、複刃掻 器 と考 え られ る。52は 先

端部が欠損 しているために、削器の可能性 も残 るが、50と 同形態のエ ン ド ・ス クレイパー と考 え掻 器 とし

た。以上の掻器 は全 て黒曜石 製で、52がD-14で 他 はB-14よ り出土 している。

剥片(53)

石刃状 の形 の整 った剥 片であ る。裏面に小剥離痕が認め られ る。石材 は黒曜石。

第2号 礫群(54～66)

掻器(54)

不定形 な剥片 を素材 とし、第一次剥 離面の基部側 に刃部 を作 出 してい る。

剥片(55～57・62)

55は 縁辺に小剥離痕が ある。55は 打面調整剥片であろ う。 ともに黒曜石 を用いている。57は 安 山岩の剥

片で 、基部側 は欠損 してい る。62は 横長 の剥片である。打面部に調 整加工が加 え られ 、お そら く剥 片剥 離

以後 と考 え られるこ とか ら、あ るいは、打製石斧 とした可能性 がある。

敲石 ・磨石(58～61・63～66)

58は 砂岩 を用 い、頭部 が扁平 に磨 られてい る。 その周辺 には敲打痕が認め られ、両者 の機能 を もつ もの

と考 え られる。59は ハ ンマー の機能 を有す るものであ ろう。赤色化 してお り、礫群 中のなか で火熱 を受け

た もの と思 われ る。60は 花w岩 質の礫 で明瞭 な使用痕跡 は認め られない。61は 磨石 であろ う。63・64は 典
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型的な敲 石で、両者 は接合 す る。約19cmの 細長 い石 を半割 し、折 れ面 を丁寧 にたたき潰 して、2個 体 の敲

石 を作 り出 してい る。65は 破損品であるが 、同様の石 材が数 点出土 してお り、磨石 として使用 された もの

と考え られ る。66は 大型の敲石 で、機能部 に数 回の調整剥離 を加 えて、尖頭状 の刃部 を作 り出 してい る。

(d)IV区

第4地 点(図52～64・PL33～35)

尖頭器(67～70)

全部 で4点 出土 してい る。集 中部 よ り出土 したのは70の みであって、他はやや 離れて出土 している。67・

69は 時期不詳(お そら く弥生時代 か平安時代)の 土拡確 認面 よ りの出土 であって二次的に移動 した もの と

考 えられる出土状態で あった。

67は 優 美な木葉形の尖頭器で ある。最大幅 をやや胴部下半にお き、 しもぶ くれの形態 を呈す。調整剥離 曜

は特に裏 面が平坦 な剥離 によって覆わ る。68は 先端部 を欠損 し、基部側 も若干欠けてい る。やや軟質 の頁

岩 を用い、現存長4.4cm、 幅1.9cmの 柳葉形 を呈す。69は やや 幅広 の木葉形尖頭器であ るが 、長 さは5cm

とやや小型であ る。最大幅が胴部 中央の下 にある点は67と 等 しいが、形状 的にはやや角張 ってい る。70は

安 山岩製での小 型品である。基部側は左右 非対称 となっているが、二次加工 を観察す る限 り加工 時の失敗

に よる もの と思われ、意識 的には69例 の ような形状 を目的 とした ものであろ う。

ナイフ形石器(71)

唯一1点 出土 してい る。基部側 と先端部左側 縁にブランティング加工 を施 した ものであ る。玉 髄製。

金筐(72・108・109)

72は 黒曜石製 の縦長剥片 を用い、先端部左側 縁に細部加工 を施 して刃部 を作 出 してい る。108は 当初 ノ

ッチ ド・ス クレイパー と考 えたが、刃部 の形態 を考慮 して錐 としてお く。玉 髄製 である。'109は 黒曜石 製

で、やは り錐 と考 え られる。

掻 器(73～106)

第4地 点 で最 も多量 に出土 した器種 である。73～90・106が 玉髄製で あ り、黒曜石は91～96、 安 山岩 が

101～105で 、玉髄が60%を 占めて いる。

玉髄製の掻 器は、長 さ7～5cm、 幅2～5cm内 にあ り、標準 的な形態は、長 さ5.5cm、 幅3cmの エ ン ド

・ス クレイパーであ る。刃部形態 はやや 円弧状 となるものが基本 で、刃部再 生によって形状の変化 は幾つ

かの資料 に認め られ る。76・77・83・90な どはその例 と思われ る。黒曜石製掻器は、資料的に少 な く統計 的

な数値 は出せ ないが、93・94例 のよ うに玉 髄製掻器 と相違 しない。安 山岩製掻器 は、長 さ5cm以 上、幅5cm

以上あ り'、明 らか に玉髄製掻 器 より大型 となっている。刃部形態は102・105例 の ように尖頭状 にな ってい

る例が存在す る。

剥片(110～128)

110～114は 使用痕 と思 われ る小剥離痕 を有す る剥 片で、全て黒曜石 である。いずれ も両縁辺 の一部に認

め られ るものであるが 、114例 の ように連続的に認め られ る もの もある。125は 大型 の剥片で ある。

石核(129～130)

安 山岩製の石核 が2点 出土 している。129は 円筒状 を呈す るが、打面は一か所に限 られ てい る・130は

両設打面 を有す る石核 で、いずれ も所謂石 刃石核 であ る。

敲石(131)

長 さ16.6cmを 測 る大型品で、ハ ンマー と磨石の両方の機能 を備 えた石器 であ る。

(e)V区(図65～68・PL36)

第5地 点(132～143)
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尖頭器(132)

石鎌状 の尖頭器で、長 さ4.1cmを 測 る。調 整剥離 は縁辺周縁のみで、全面 を剥離面で覆 っては いない。

i掻器(133～136)

133は あるいは石核か もしれない。134は 小型の複刃掻器 である。135・136は やや大 きめの 円形掻 器 に

似た形態 を呈す る。以上 の掻器 は全 て安 山岩製であ る。

剥 片(137～139・141～143)

いず れ も不定形な剥片 で、合計7点 出土 してい る。142お よび143の2点 は接合 してい る。いずれ も安 山

岩製 である。

各グ リ'ット出土(144～155)

V区 の各 グ リッ トおよび遺構覆土か ら出土 した資料 をま とめて報告す る。

掻器(144～155・153)

144・145は 細身のエ ン ド ・スクレイパーで、144は 先端部のみ急斜 度調整が加 え られ刃部が作 出されて

いる。145は さらに基部側 に も調整加工 が施 され る。146は 刃部 を欠 くが 、掻器 とした。147は 刃部が最

大幅 となる特徴 的な形態 を呈 してい る。150・151は 黒曜石 製で他 は玉髄が用い られてい る。

周多器(155)

玉髄製で、裏面側 に第一次剥離面にたい して斜めに樋状剥離が行 われている。基部側 は二 次加工 が加 え

られ 、細身の基部 を作 り出 してい る。

剥片(152・154)

いずれ も玉髄製であ る。本遺跡において玉髄の剥 片は少 ない。
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図35各 区 出土 先 土 器 時 代 主 要 石 器 一 覧(1)(13)
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図36各 区 出 土 先 土 器 時代 主 要 石 器 一 覧(2)(13)
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図37先 土 器 時 代 の 石 器1(1145)1区(第1地 点)
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図38先 土器 時 代 の石 器2(45)1区(第1地 点)

一69一



図39先 土 器 時 代 の 石 器3(45)1区(第1地 点)
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図40先 土器時代の石器4(45) II区(11・12各 グ リ ッ ト ・13～15第2地 点)
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図41先 土 器 時代 の 石 器5(45)II区(第2地 点)

一72一



図42先 土 器 時 代 の石 器6(45).II区(第2地 点)
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図43先 土 器 時 代 の 石 器7(45)II区(21第2地 点 ・22J-7)
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図44先 土 器 時代 の 石 器8(45)II区(第3地 点)
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図45先 土 器 時代 の石 器9(45)II区(第3地 点)
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図46先 土 器 時 代 の石 器10(45)II区(36第3地 点 ・37～39各 グ リッ ト)
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図47先 土 器 時 代 の石 器11(4:5) III区(40・41・43・44C-1042C-945C-12)
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図48先 土 器 時 代 の石 器12(45)III区(46・471号 礫 群48～53B-14)
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図49先 土 器 時代 の 石 器13(45)III区(2号 礫 群)
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図50先 土 器 時 代 の石 器14(45)III区(2号 礫 群)
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図51先 土 器 時代 の 石 器15(45)III区(2号 礫 群)
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図52先 土 器 時代 の 石 器16(45)IV区(第4地 点)
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図53先 土 器 時 代 の石 器17(45)IV区(第4地 点)
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図54先 土 器 時代 の 石 器18(45)IV区(第4地 点)
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図55先 土 器 時 代 の石 器19(4 .5)IV区(第4地 点)
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図56先 土 器 時代 の 石 器20(45)IV区(第4地 点)
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図57先 土 器 時 代 の 石 器21(45)IV区(第4地 点)
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図58先 土 器 時代 の 石 器22(45)IV区(第4地 点)
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図59先 土 器 時 代 の 石 器23(45)IV区(第4地 点)

一90一



図60先 土 器 時 代 の石 器24(45)IV区(第4地 点)
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図61先 土 器 時 代 の石 器25(45)IV区(第4地 点)

一92一



図62先 土 器 時 代 の石 器26(4:5)IV区(第4地 点)
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図63先 土 器 時 代 の石 器27(45)IV区(第4地 点)

一94一



図64先 土 器 時 代 の石 器28(45)IV区(第4地 点)
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図65先 土 器 時 代 の 石 器29(45)V区(第5地 点)
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図66先 土器 時 代 の石 器30(45)V区(第5地 点)
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図67先 土 器 時代 の 石 器31(45)V区(143第5地 点)
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図68先 土 器 時 代 の 石 器32(45)V区
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番号 石 器 名 地点 石 質 長さ
cm

幅
cm

厚さ
cm

重 量
g

破損 備 考 石器固体番号

1 ナイフ形石器 1 玉 髄 2.9 1.2 0.6 1.5 H12住1

2 掻 器 1 玉 髄 4.9 3.5 1.0 13.3 H12住1

3 掻 器 1 玉 髄 3.8 2.9 1.2 12.8 IQ182

4 掻 ・器 1 玉 髄 4.7 3.6 2.0 27.0 IQ-183

5 刃器状剥片 1 玉 髄 5.2 3.8 1.8 25.7 IQ181

6 刃器状剥片 1 頁 岩 5.0 2.1 0.9 6.5 IQ-192

7 刃器状剥片 1 頁 岩 12.5 5.0 1.7 48.7 IR-191

8 刃器状剥片 1 安 山 岩 11.5 4.5 1.8 85.6 IK-183

9 刃器状剥片 1 安 山 岩 6.9 4.6 1.7 47.0 0 IQ-191

10 剥 片 1 安 山 岩 7.3 3.2 3.2 61.3 0 IR-181

11 剥 片 II区 チ ャ ー ト 6.8 2.3 1.4 17.2 0 IIK-41

12 磨 製 石 斧 II区 結冒片岩 8.4 3.9 1.5 85.8 IIK-5

13 彫 器 2 黒 曜 石 4.3 2.6 1.2 10.0 IIG-77

14 剥 片 2 黒 曜 石 4.4 3.0 1.5 12.4 IIG-79

15 剥 片 2 安 山 岩 5.4 9.5 2.7 108.9 IIH-58

16 剥 片 2 安 山 岩 9.3 6.8 2.5 160.4 IIH-69

17 剥 片 2 安 山 岩 11.1 4.7 2.5 84.9 IIH-64

18 剥 片 2 安 山 岩 9.5 6.1 1.8 109.9 IIH-625

19 剥 片 2 安 山 岩 5.7 7.1 2.5 93.0 IIH-614

20 剥 片 2 安 山 岩 5.8 4.0 1.7 42.4 IIH-63

21 くぼ み 石 2
→+^μ4w

化 岡 石 8.9 6.3 3.8 326.7 IIH-610

22 剥 片 II区 玉 髄 12.7 6.6 2.5 14.2 III-7

23 石 錐 3 黒 曜 石 4.1 2.4 1.5 5.7 IIG-94

24 剥 片 3 脈 岩 2.6 3.5 0.6 3.9 IIH-95

25 掻 器 3 チ ャ ー ト 5.1 5.1 1.7 47.7 IIG95

26 剥 片 3 脈 岩 3.9 2.1 0.7 4.7 IIH-102

27 剥 片 3 脈 岩 4.2 3.8 0.9 9.3 IIH-97

28 剥 片 3 チ ャ,___ト 3.4 3.0 0.6 3.3 IIG-102

29 剥 片 3 チ ャ ー ト 3.3 2.4 0.6 4.0 }同 一母岩 IIH105

30 剥 片 3 チ ャ ー ト 2.8 3.7 1.0 7.8 IIH105

31 剥 片 3 チ ャ ー ト 2.4 1.6 0.7 3.2 IIH107

表1先 土 器 時 代 石 器 計 測 表(1)
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番号 石 器 名 地点 石 質 長さ
cm

幅
cm

厚さ
cm

重 量
g

破損 備 考 石器固体番号

32 剥 片 3 脈 岩 7.0 6.6 1.1 29.5 接合資料 IIH-92十D-15

33 石 核 3 脈 岩 4.4 4.3 3.5 84.8 IIG-96

34 剥 片 3 硬質脈岩 8.0 3.3 1.4 25.4 IIH-91

35 剥 片 3 チ ャ ー ト 6.9 2.2 1.5 16.4 IIH-104

36 剥 片 3 硬質脈岩 8.6 4.7 1.5 30.0 IIH-103

37 尖 頭 器 II区 黒 曜 石 4.4 2.8 1.2 12.2 IIF-141

38 掻 器 II区 黒 曜 石 3.9 4.2 1.1 11.4 IID-14

39 剥 片 II区 黒 曜 石 5.5 3.2 1.5 19.3 IID-171

40 尖 頭 器 III区 安 山 岩 7.1 3.5 1.5 25.7 IIIC-10

41 尖 頭 器 III区 安 山 岩 5.5 3.1 1.2 18.5 IIIC-10

42 尖 頭 器 III区 安 山 岩 4.2 2.2 0.8 6.0 IIIC-9

43 尖 頭 器 III区 安 山 岩 5.2 4.3 1.3 25.0 IIIC-10

44 尖 頭 器 III区 安 山 岩 6.0 3.5 1.0 17.6 IIIC-10

45 ナイフ形石器 III区 黒 曜 石 2.4 1.5 0.7 1.7 IIIC-12

46 扶 入 石 器 1礫 チ ャ ー ト 8.0 2.0 1.5 13.6 IIIC-1166

47 剥 片 1礫 脈 岩 7.6 2.8 1.7 19.4 IIIC-1134

48 掻 器 III区 黒 曜 石 3.4 3.0 1.8 11.8 IIIB-14

49 掻 器 III区 黒 曜 石 3.6 3.3 0.9 8.9 IIIB-14

50 掻 器 III区 黒 曜 石 3.9 2.6 0.9 7.1 IIIB-14

51 掻 器 III区 黒 曜 石 2.3 3.2 0.6 3.3 NB-15

52 掻 器? III区 黒 曜 石 3.6 2.6 1.0 6.4 O IIID-14

53 刃器状剥片 III区 黒 曜 石 6.6 2.0 1.8 9.4 O 小剥離痕 IIIB-14

54 掻 器 2礫 黒 曜 石 4.2 3.0 1.9 13.6 III礫群7

55 剥 片 2礫 黒 曜 石 5.5 4.2 1.5 19.9 小剥離痕 III礫群100

56 剥 片 2礫 黒 曜 石 2.5 3.5 1.1 6.7 III礫群126

57 剥 片 2礫 安 山 岩 4.2 5.3 0.8 12.9 0 III礫群24

58 磨 石 2礫 砂 岩 6.9 6.1 3.7 155.9 III礫群133

59 敲 石 2礫 砂 岩 7.7 5.3 3.8 174.1 O III礫群9

60 磨 石 2礫
一F-r一一一 山w

化 岡 石 5.2 5.0 3.8 114.8 0 III礫群22

61 磨 石 2礫 砂 岩 3.9 2.9 1.4 20.6 III礫群134

62 剥 片 2礫 安 山 岩 10.8 6.6 1.9 87.7 (石斧?) III礫群77

表2先 土 器 時 代 石 器 計 測 表(2)
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番号 石 器 名 地点 石 質 長さ
cm

幅
cm

厚 さ
cm

重 量
g

破損 備 考 石器固体番号

63 敲 石 2礫 砂 岩 8.1 5.6 4.3 314.5 (石斧?) III礫 群106

64 敲 石 2礫 砂 岩 9.8 5.8 4.2 387.8 III礫群45

65 磨 石 2礫 砂 岩 2.8 4.0 2.5 25.2 III礫群54

66 ノ＼ ン マ ー 2礫 砂 岩 16.1 8.4 6.0 1048.4 III礫群55

67 尖 頭 ・器 4 安 山 岩 8.8 2.9 1.1 19.9 NB-131

68 尖 頭 器 4 頁 岩 4.4 1.9 0.8 23.6 NC-13

69 尖 頭 器 4 黒 曜 石 5.0 2.8 1.0 8.9 NB-141

70 尖 頭 ・器 4 安 山 岩 4.8 2.5 1.2 13.6 NC171

71 ナイフ形石・器 4 玉 髄 6.1 2.0 0.9 9.9 ND-174

72 石 錐 4 黒 曜 石 5.6 2.3 1.3 8.8 NC-16

73 掻 器 4 玉 髄 6.2 3.0 1.8 21.9 小剥離痕 ND-163

74 掻 器 4 玉 髄 5.7 3.1 1.2 17.5 NC-1670

75 掻 器 4 玉 髄 5.6 3.0 1.7 27.9 NC-1613

76 掻 器 4 玉 髄 4.7 3.4 1.3 22.2 NC-142

7? 掻 器 4 玉 髄 5.6 3.2 1.7 23.6 NSK5

78 i掻 器 4 玉 髄 5.3 3.8 1.7 26.6 NC-1618

79 掻 器 4 玉 髄 6.5 3.4 1.0 20.5 NB-151

80 掻 ・器 4 玉 髄 5.4 3.4 1.6 24.7 NC-1632

81 掻 器 4 玉 髄 4.8 4.1 1.0 16.0 ND-1722

82 掻 器 4 玉 髄 4.8 2.4 1.9 17.3 NC1629

83 掻 器 4 玉 髄 5.1 3.1 1.7 18.3 ND-175

84 掻 器 4 玉 髄 4.1 2.1 1.0 7.6 NC-1735

85 掻 器 4 玉 髄 5.9 2.1 1.2 15.1 NC-1632

86 掻 器 4 玉 髄 4.4 3.0 1.4 15.8 NB-153

8? 掻 器 4 玉 髄 4.2 2.5 1.2 8.5 NC-1673

88 掻 器 4 玉 髄 5.4 3.0 1.0 13.5 NC-17

89 掻 器 4 玉 髄 4.1 3.0 0.9 13.8 0 NC-16

80 掻 器 4 黒 曜 石 4.5 2.5 1.1 10.6 NC-161

91 掻 器 4 玉 髄 4.9 4.2 1.9 34.0 NC-16102

92 掻 器 4 黒 曜 石 4.1 3.4 1.5 15.5 ND162B

93 掻 器 4 黒 曜 石 4.6 2.6 0.9 9.6 NC-1722

表3先 土器時代石器計測表(3)
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番号 石 器 名 地点 石 質 長さ
cm

幅
cm

厚さ
cm

重 量
g

破損 備 考 石器固体番号

94 掻 器 4 黒 曜 石 4.9 2.5 1.6 12.9 NC1642

95 掻 器 4 黒 曜 石 3.9 4.1 1.0 12.2 IVC-1740

96 掻 器 4 黒 曜 石 3.3 2.9 1.0 7.2 O NC151

97 掻 器 4 頁 岩 3.3 3.7 1.1 6.9 0 IVB-157十D16

98 掻 器 4 頁 岩 4.8 2.7 0.5 7.9 NB-16

99 掻 器 4 頁 岩 2.2 3.5 1.2 8.2 O NC17

100 剥 片 4 安 山 岩 4.3 3.8 1.3 21.0 ? NC1638

101 掻 器 4 安 山 岩 6.0 4.2 1.2 32.2 ? }接合 NC-174

102 掻 器 4 安 山 岩 7.9 5.0 2.0 62.5 NC1719

103 掻 器 4 安 山 岩 5.4 3.6 1.3 35.5 NC199

104 掻 器 4 安 山 岩 5.1 4.1 1.2 27.1 NC-173

105 掻 器 4 安 山 岩 6.3 3.9 1.4 30.9 NC1622

106 掻 器 4 玉 髄 8.0 2.8 1.1 23.7 NC-165

107 剥 片 4 黒 曜 石 3.5 3.1 1.2 8.2 O 小剥離痕 NC-1660

108 掻 器 4 玉 髄 2.8 3.2 1.0 8.6 NC-1720

109 石 錐 4 黒 曜 石 4.0 2.5 0.6 3.1 NC-1683

110 剥 片 4 黒 曜 石 4.8 2.5 1.2 7.3 0 小剥離痕 ND-177

111 剥 片 4 黒 曜 石 2.1 1.6 0.6 1.6 小剥離痕 NC-175

112 剥 片 4 黒 曜 石 4.7 2.5 1.7 小剥離痕 ND-16

113 剥 片 4 黒 曜 石 3.1 3.9 0.7 5.9 小剥離痕 ND-1611

114 剥 片 4 黒 曜 石 3.8 2.4 1.0 6.9 0 小剥離痕 ND-181

115 剥 片 4 黒 曜 石 2.7 2.3 0.7 3.7 0 小剥離痕 ND-1721

116 剥 片 4 玉 髄 4.6 1.5 0.4 2.6 NB155

117 剥 片 4 安 山 岩 5.9 3.2 1.3 16.7 NC-1690

118 剥 片 4 安 山 岩 5.6 3.7 1.6 26.8 NC-1619

119 剥 片 4 黒 曜 石 2.9 2.6 0.9 5.7 NC-1626

120 剥 片 4 安 山 岩 3.8 3.0 1.0 8.3 0 NC-1632

121 剥 片 4 安 山 岩 4.9 3.4 1.1 19.2 NB155

122 剥 片 4 安 山 岩 4.3 2.2 0.8 6.5 0 NC-1632

123 剥 片 4 安 山 岩 3.0 2.9 1.3 9.9 0 NC-16103

124 剥 片 4 黒 曜 石 3.1 1.4 0.7 2.5 0 NC-1729

表4先 土 器 時 代石 器 計 測 表(4)
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番号 石 器 名 地点 石 質 長さ
cm

幅
cm

厚 さ
cm

重 量
g

破損 備 考 石器固体番号

125 剥 片 4 安 山 岩 11.6 10.1 2.1 225.3 NC-1649

126 剥 片 4 安 山 岩 5.2 3.4 1.0 12.1 NC-1620

127 剥 片 4 安 山 岩 4.4 3.6 0.9 11.6 NC-1635

128 剥 片 4 安 山 岩 4.8 3.6 1.2 16.1 NC-1624

129 石 核 4 安 山 岩 6.6 6.2 3.9 171.1 NC-1637

130 石 核 4 安 山 岩 8.0 6.1 4.4 221.6 NC-1619

131 ハ ン マ ー 4 砂 岩 16.6 6.5 6.0 922.5 ND-141

132 尖 頭 器 5 安 山 岩 4.1 2.2 0.7 4.2 未製品 VB-511

133 掻 器 5 安 山 岩 5.7 5.4 3.0 81.7 VB-59

134 掻 器 5 安 山 岩 3.3 2.5 1.1 8.8 VB513

135 掻 器 5 安 山 岩 5.0 4.7 1.4 46.2 VC-58

136 掻 器 5 安 山 岩 5.4 5.6 2.1 68.1 VC-5

137 剥 片 5 安 山 岩 3.3 4.6 0.6 10.8 VB-52

138 剥 片 5 安 山 岩 6.6 2.5 1.5 18.9 VB-5

139 剥 片 5 安 山 岩 6.4 3.5 2.3 42.4 未製品 VB-5

140 磨 石 5 砂 岩 11.0 5.7 2.1 159.4 VC-510

141 剥 片 5 安 山 岩 5.1 4.2 2.3 37.3 VC-53

142 剥 片 5 安 山 岩 8.7 6.7 3.9 193.9 VC-523

143 5 安 山 岩剥 片

144 掻 器 V区 玉 髄 6.2 1.9 1.1 12.6 SD3

145 掻 器 V区 玉 髄 6.3 2.5 1.1 14.7 VD-7

146 掻 器 V区 玉 髄 4.6 3.0 1.3 14.2 O VD-11

147 掻 器 V区 玉 髄 4.0 3.6 0.9 11.2 H5住

148 掻 器 V区 玉 髄 6.0 2.4 1.3 12.9 VB7

149 掻 器 V区 玉 髄 2.7 3.3 0.6 6.3 0 VD-5

150 掻'器 V区 黒 曜 石 3.6 2.2 1.2 10.7 VD-7

151 掻 器 V区 黒 曜 石 3.7 2.9 1.5 12.0 H4住

152 剥 片 V区 玉 髄 5.7 2.6 0.9 7.9 SD3

153 掻 器 V区 玉 髄 4.5 2.9 1.2 18.1 Y3住

154 彫 器 V区 玉 髄 4.0 1.4 1.2 5.8 VC-8

155 彫 器 V区 玉 髄 6.3 2.6 1.3 18.8 VD-11

表5先 土器 時 代 石 器 計 測 表(5)
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第3章 縄 文 時 代

1遺 構

A概 要

今 回の調査 に よって、確実 に縄文時代 に位 置づ け られ る遺構は存在 しない。各 区にお いて2列 な いし3

列 に並んだ溝状土砿が計17基 検 出されて いる。 これ らの溝状土砿 は、『Tピ ッ ト』 『溝状 ピッ ト』 など とも

呼称 されて いるものであ る。本遺:構内よ りの出土遺物 は全 く無か ったが、本稿 では以下の理 由に よ り縄文

時代 の遺構 としてお く。

-
⊥

9
臼

つ
」

4

F
O

中世 の遺構に切 られてい る。(大 倉崎館跡内の14・16・17号 溝状土砿)

平安時代の住居趾(H12住)に 切 られて いる(1号 溝状土砿)。

方形 周溝墓(SD1)に 切 られ る(13号 溝状土砿)。 臨

弥生時代住居趾(Y6住)と 新 旧関係 ははっき りしないが、切 られてい る可能i生が ある。

溝状土砿 はほぼ方位が一致 してお り、検 出された17基 が一 時期 に構築 された可能 性が高 く、上記の

切 りあい関係にある遺構の時代より全基 とも古い可能性がある。

B溝 状 土砿(図69・70)

(1)1号 溝 状 土 砿(図69・MSK1)

1区 、O・P-19に 位 置 し 、H12号 住 居 趾 に 切 ら れ る 。340cm×30cmを 測 り、 確 認 面 か らの 深 さ(以 下

「深 さ」 と い う)は114cmで あ る
。

(2)2・3号 溝 状 土:拡(図69・MSK2・MSK3)

II区 、G-11に 並 列 して 位 置 す る 。2号 溝 状 土 拡 は360cm×40cm、 深 さ60cmを 測 る 。3号 溝 状 土 拡 は 、

320cm×25cm、 深 さ60cmで 、2号 よ り細 い 。 両 者 の 距 離 は 約3mで 、 方 位 もN10.Eで ほ ぼ 一一致 す る 。

(3)4・5号 溝 状 土 拡(図69・MSK4・MSK5)

II区 、C～E-17に 位 置 し 、 約6.5m離 れ て 並 列 す る 。4号 溝 状 土 拡 は 、190cm×30cm、 深 さ60cm。5

号 溝 状 土 拡 は 、340cm×40cm、 深 さ95cmを 測 る 。4号 例 は 小 形 で あ る 。

(4)6・7・8号 溝 状 土 ±広(図69・MSK6・MSK7・MSK8)

III区 、B～D-3・4に 並 行 し て 構 築 さ れ て い る 。6号 と7号 、7号 と8号 と の 距 離 は そ れ ぞ れ2.8m、

3.6mで あ る 。 規 模 は ほ ぼ 同 様 で 、270cm×30～40cm、 深 さ80～100cmで あ る 。8号 溝 状 土 拡 の 縦 断 面 の 観

察 を行 っ た が 、 覆 土 は 分 離 す る こ とが 難 し く、 一 層 と考 え ら れ た 。 た だ 端 部 に は 壁 の 崩 れ と考 え ら れ る イ'

層 を分 離 で き た 。 人 為 的 埋 土 は な く、 狭 い 遺 構 で あ る の で 、 比 較 的 短 期 間 で 埋 没 し た の で は あ る ま い か ・

(5)9号 溝 状 土 拡(図69・MSK9)

III区 、B-9に 位 置 し 、Y6号 住 居 趾 に 一 部 重 な る が 、 切 り合 い 関 係 は 明 確 で な い 。 調 査 区 西 端 に あ る

た め 一 基 の み で 存 在 し て い た か ど うか は 不 明 で あ る。 規 模 は 、340cm×40cm、 深 さ は110cmを 測 る 。

(6)10・11号 溝 状 土 拡(図69・MSK10・MSK11)

III区、C・D-13・14に 並 列 して い る 。11号 は 調 査 区 外 へ 延 び る た め 規 模 は 不 明 で あ る ・10号 は ・370cm

×50cmで 、 深 さ は70cmを 測 る 。10・11号 間 は 約8m離 れ て い る が 、 方 位 はN20.Eで 一 致 す る 。

(7)12号 溝 状 土 ±広(図69・MSK12)
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図69溝 状 土:砿1:80
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III区、C-19に 位 置 し 、SB5に 近 接 す る 。

380cm×20cm、 深 さ60cmを 測 る 。

(8)13号 溝 状 土 ±広(図69・MSK13)

IV区 、B-13に 位 置 し 、1号 方 形 周=溝墓(S

D1)に 切 られ て い る 。 規 模 は 、394cm×28cm

で 、 深 さ は100cmを 測 る 。

(9)14号 溝 状 土 拡(図70・MSK14)

VI区(大 倉 崎 館 跡 内)の 補 遺 調 査 に よ る 。

内 堀 に よ っ て ほ と ん ど破 壊 さ れ て い た 。 本 地 区

周 辺 に は 、 前 年 度 の 調 査 に よ っ て3基 検 出 さ れ

て い る(SKO6～08)。 今 回 の 調 査 に よ っ て 、多

くの 類 例 が 検 出 さ れ た の で 、 遺 構 番 号 を 統 一 す

る こ と に し た 。 す な わ ち 、SKO6をMSK17、

SKO7をMSK16、SKO8をMSK15と す る 。

(図70)。

2遺 物

図70溝 状 土 拡MSK14～17位 置 図1:550

今回の調査 に よって 出土 した縄文 時代 の遺物 は、土器のみで僅か であった。 これ らの土器は、遺構に と

もなって出土 した ものはな く、特に大倉崎館跡 内土塁下 層お よびW区1号 方形周溝墓周辺 よ りの 出土であ

った。 したが って、以下 に文様別に分類 し、一括 して報告 す ることとす る。

(1)縄 文時代前期の土器(図71・1～17)

(a)第1類(1)

コンパ ス文 を特徴 とす る土器 で、1個 体分 のみ出土 してい る。小突起の連続する小波状 口縁 を有す る、

口縁部がやや内湾す る深鉢 である。 口唇部 直下 に半裁竹管 を用いて平行沈線 を2列2条 め ぐら し、 その間

及び下位 にコンパス文 が2条 付 されて いる。胴部 は、半裁竹管に よる平行沈線が縦位お よび斜位に施文 さ

れている。胎土 は赤褐 色 を呈 し、焼成は良い。

(b)第2類(2・3)

2・3は 同一一個 体 と思われ る。内湾す る平縁 の深鉢形土器 で、 口縁部 に有節の平行竹管文が付 され、胴

部以下 が単節斜縄文 となる文様構成 をとるものである。胎土 ・焼成は良い。

(c)第3類(4～8)

縄文のみが文様 として付 され るものを一括 した。器形 はやや外反す る口縁 を呈す る もの(4・5・8)

とほぼ まっす ぐに立 ち上が る もの とが ある。 口縁部 の形態 も波状 口縁 となる例(4・6・8)と 、平縁の

もの二者があ る。なお 、6・7は 斜 縄文 であ るが 、他 は羽状縄文が施文 されている。本類は、黒褐 色 を

呈 し焼成 も良 くない。

(d)第4類(9・10)

半戴竹管に よ り、平行沈線 の施 された土器 であ る。9の 下段 はその上 に右開 きの半戴竹管が連続 して刺

突され ている。

(e)第5類(11・12)

浮線 文 の施 された土器 を本類 とした。胎土 に砂粒 を含み、焼成は悪い。

(f)第6類(13)
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図71縄 文 時 代 の 土 器13
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無文の有孔浅鉢形土器 である。 口縁部が強 く屈 曲 し、 口唇部 は不明である が直立す るもの と考 え られ る。

孔は破 片部分 では1か 所 のみ で少 ないもの と思われる。胎土 は緻 密で、表 面は よ く整形 されて いる。

(g)第7類(14)

羽状の集合沈線文 を もつ ものである。胎色はやや 白っぽ く、焼成は良い。

(h)第8類(15～17)

結節隆帯文 をもつ一群 である。15は さ らに貝殼状突起 をともない、16は2個___.対 の ボタン状 突起 を伴 う。

焼成 は総 じて良好 である。

以上、出土点数 は僅か であったが 、文様構 成には多 くの類が存在 している。 これ らの土器の編年 的な位

置づけ について、少 し触 れるこ ととす る。

1・2類 とした コンパ ス文や有節並行沈線な どに よって代表 とされ る文様 は、関東地方の黒 浜式に比定

される。長野県においては、有尾式が並行 す るとされる。標式遺跡に近接 している本遺跡で、有尾式 と相

違す る文様構 成は1・2点 のみでは推定 もで きないが 、興味 あることである。4～6類 は、竹管文 ・浮線

文 ・無文の有孔浅鉢形土器 で、諸磯b式 土器の特徴 を具備 してい る。7・8類 は、羽状 の集合 沈線 ・結節

隆帯文 で、諸磯c式 に比定 され よう。 なお、3類 とした縄文のみの土器 は、斜縄文の組合せ に よる羽状縄

文土器が 多いので、諸磯a式 以 降のb段 階に伴 うものであろう と思われる。

(2)中 期 ・後期の土器(図71・18・19)

各1点 のみの出土 であ る。18は 中期 中葉の土器 で、渦巻文 ・隆起線文 ・蓮華文 に よって構成 されて いる。

19は 無文地に隆帯 を貼 りつ け、その上に刻 み 目を施 している。後期 の所産であろ う。
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第4章 弥 生 時 代

1遺 構

今 回の調査 に よって発 見 された弥生時代 の遺;構は、III・IV区 及びW区(大 倉崎館跡下層)を 中心 に竪穴

住居趾8軒 、掘建柱建物趾4軒 、土拡7基 であ る。いず れ も平安時代 の遺構 な どによって破壊 を受けて い

る ものが 多 く、遺存状態 はか な らず しも良 くない。

A竪 穴住居吐

竪穴住居趾 は、Y1～8の8軒 確 認 されている。 ただ しY4住 は、IV区D-11の 調査 区隅 において住居

趾周溝 と思 われる一部 を確認 したにす ぎず、弥生時代の竪穴住 居趾 と断定はで きない。

(1)Y1号 住居趾(Y1住 ・図72)

IV区D・E-13・14で 検 出され る。一部調査 区外にかか り、H2号 住居趾 に切 られ る。遺;構は周溝、柱

穴の一部 の確認 で、周溝は途中で切 れる。柱穴はPi・P3が 斜めに掘 り込 まれてい る。PZは 深 さ5icmを 測 る。

遺物 は周溝 内よ り、弥生 中期 の破 片が 出土 して いる。 また、PZ覆 土上部 よ り勾玉が検 出されてい る。

(2)Y2号 住居趾(Y2住 ・図73)

IV区D-14を 中心に検 出 された。H1住 ・SB3に 切 られ る。規模 は径約4.5mの 円形プラ ンを呈す る

もの と推定 され、西側 に小 さな周溝がめ ぐる。壁 の立 ち上が りはほ とん ど確認で きず、確認面か らの深 さ

(以下 『深 さ』とい う)は 、6cmに す ぎない。主柱 穴はPi・PZ・P3・Pqの4本 と思われる。ほぼ 中央 に位置

す るP5は 、深 さ18cmを はか り、本住居趾に伴 う土拡 と考 えられ る。

遺物 は、H1住 に切 られているために、土 師器 と混在 して出土 しているが、主柱穴 ・土拡 を中心 として、

弥生時代 中期 の土器 片が 出土 している。

(3)Y3号 住居趾(Y3住 ・図74)

V区C・D-7・8よ り検 出され る。東北側 を方形周溝墓(SD3)に よって切 られ、東南側 の立 ち上

が りは確 認で きなか った。

規模 は径約6.5mの 円形プ ランを呈す る もの と推定 され、壁 は不明である。周溝は2～3本 検 出され、

柱穴 も2重 になる箇所が あった。調査所見 では、P5～P8な どの外側 に位置す る柱 穴が容易 に検 出され、内

側のPi3"'Pisな どは黒 色の貼床状 の下部 よ り検 出 されているこ とな どか ら、周溝 とともに家屋の拡張に よ

るもの と推定 され る。 なお、ほぼ中央 に位置す る土拡 であるP23は 、H2号 住居趾 の構造 と等 しい。

遺物 は、周溝上 よ り完形の甕形土器(図81・7)が 出土 してい る。また、覆土 中よ り、土器 ・石器 が多

量に出土 している。

(4)Y5号 住居趾(Y5住 ・図75)

III区C・D-7・8に 位置す る。規模 は、6.6～7mの 楕 円形 プランを呈す。周溝は5～10cmの 深 さで全

周 をめ ぐる。柱穴は合計26検 出されたが、中央のPzsは 土拡 としての機能 をもつ もの と考 え られ る。

焼土 は2か 所で検 出 され、両者 とも炉体 と考 えられ る。 また、東北隅の周溝際 よ り炭化材が検 出されて

いる。

遺物は床面及び覆土か ら中期 土器片等 多 く検 出 されている。

(5)Y6号 住居趾(Y6住 ・図76)

III区C-10を 中心 として検出 された。切 株 ・木根等 によってプランを明確 に検 出す ることは出来なか っ
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図72Y1号 住 居 趾160
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図73Y2号 住 居 趾160
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図74Y3号 住 居 趾160
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図75Y5号 住 居 趾160
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図76Y6号 住 居:趾:1:60

た。 また、東側 を9号 溝状土拡(MSK9)重 なってい るが、切 り合 いの新 旧関係 は確 認出来て いない。

規模 は、約5mの 円形 プランを呈す ると思 われ る。柱 穴は、住居趾 中央の浅 い土拡Ps以 外、9本 確認 さ

れている0焼 土な ど炉 と考 え られ る施 設は確認 できなか った。 また、床面 も軟弱 であつた。

遺物 は、覆土 よ り弥生 中期土器片が 多 く出土 して いる。

(6)Y7号 住居趾(Y7住 ・図77)

III区D-7・8に おいて検 出され た。Y1～8住 までの住居趾 はほ とん どIII層中まで掘 り込 んで床面 と

していないのにた いして、本住居趾 はわずかであるが掘 り込 んで構築 している。規模 ・形態は、5.0×4.7

mの 隅丸方形プ ランを呈 してい る。

主柱穴 は、Pi～Pqの4本 柱 と思 われ、PlとPqの 間 には炉(P7)が 存在 している。P5とPsも しくはPiiは 入

り口部 の柱穴 と考 えられ る。床面 はほぼ平坦 であるが、貼床 は認 め られ ない。

(7)Y8号 住居趾(Y8住 ・図78)

VI区(大 倉崎館跡)の 補遺調査 によ り、土塁上 にか ろ うじて残 っていたのが検 出された。西 ・南側 は、

外堀 ・内堀 によってそれ ぞれ掘削 され 、残存 していない。

規模 ・形態 は、径約7mの 円形プラン と推定 され る。壁面下の周溝 は部分 的に切 れて構築 されている。
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図77Y7号 住 居 趾160

炉 と考 えられ る焼土 は2か 所に認め られ 、内1か 所 には甕形土器が検 出 されて いる。貼床は、 中央の土拡

(Ps)の 周辺 に部分的に認め られ る。
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図78Y8号 住 居 趾160
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B掘 建柱建物吐

弥生時代に位置づ け られ る明確 な根拠 はないが、弥生時代 の竪 穴住居趾 に接 してお り、平安期 の遺構 と

は離 れて存在 してい るために弥生 時代 の掘建柱建 物趾 として2軒 報告す る。

6号 掘建柱建物趾(SB6・ 図79)

III区、SB7の 南 に接す るB-13・14に おいて検 出 される。調査区外に伸 び るため規模 等は不 明である。

7号 掘建柱建物趾(SB7・ 図79)

III区Y6号 住居趾 の南4m、C-12を 中心 に位置す る。1問 ×5間 で、柱 間寸法は、桁行が250cm、 梁

行は140～180cmで ある。深 さは約30cmで 深 くない。 なお、P13は本遺構 に伴 うものであ るのか はっ き りしな

い 。

(1)土 坑

弥生時代に比定 され る土拡 は、III区B・C-6・7に おいて検 出され た、土拡墓 あるいは木棺 墓 と推定

される もので ある。

図79掘 立 柱 建 物SB6、SB7
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11号 土拡(SK11・ 図80)

上層において、弥生 中期土器片がやや まとまって出土 したため に精査 したが、掘 り込 み確認面 は浅 く・

皿状で あった。

12号 土拡(SK12・ 図80)

土拡の掘 り込みははっ き りしなか ったが 、木 口痕 と木棺 の掘 り込みが わずかに検 出 された。 木口間隔は

150cmで 、木棺 の短軸 は約70cmで ある。木 口痕 は、長軸 は80cm、 短軸25cm、 深 さ38cmで あ る。

13号 土拡(SK13・ 図80)

SK12と ほぼ同方位 を とる。長軸137cm、 短軸62cm、 深 さ30cmを 測 る。拡底 は平坦 で、壁 の立ち上 が り

ははっ きり してい る。

14号 土拡(SK14・ 図80)

土拡群 のなかに位 置す るため、土拡 としたが、黄褐 色土掘 り込 みが浅 いため、不 明確 である。

15号 土拡(SK15・ 図80)

SK12と 同様木 口痕のみ確認 されてい る。木 口痕の間隔は、75cmで 、SK12例 の半分 であ る。方位 はS

K12・13に 直交す る。

16号 土拡(SK16・ 図80)

木 口痕 と類似 したピ ッ トのみの検 出であるが 、SK12例 と方位 が同 じこ とか ら、 これ を積極 的に木 口痕

とした。間隔は約140cmで ある。

図80弥 生時代土拡墓 1:50
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2遺 物

A土 器

弥生時代 の土・器は、各竪穴住居趾 を中心 にIII・IV・V・VI区 で多 く出土 してお り、中で もIII区とV区 が

多い。

年代 的には中期後半の ものが大半で後期 に下 る ものは少 ない。

竪穴住居 出土 品は、住居趾検 出面か らの掘 り込 みが10～15cmと 浅いこ とや、他の遺構 と重複 してい るも

のが 多い:ことな どか ら量的 には多 くない。Y1号 住居趾 ・Y4号 住居趾 出土品は少片のみのため図示 して

いない。

また、各地 区出土品につ いては、大破片 をを中心 にピ ックア ップ した もの を図示 した もので、おおよそ

の年代や特色が うかが える ものの、詳細 な分類 ・検討 は課題 として残 されてい る。

(1)住 居趾出土土器

Y1号 住居趾 出土土器 図示 していないが、 口唇部 に縄文 をめ ぐらす甕片や 、縄文 を地文 と し太 いヘ ラ

描 直線文や弧状文 をめ ぐらす壺 片な ど中期後半の特徴 をもつ土器片が、周溝 内な どか ら出土 して いる。

Y2号 住居趾出土土器(図81・1～6)1は 広 口壺 で、Pqの 上 面 か ら全体 の4分 の1周 ほ どが まと

まって出土 して いる。文様 は 口唇部 に縄文 をめ ぐらせ 、頸部 に刺突文、胴上半部に櫛描 の直線文 と鋸歯文

をめ ぐらす。調整は内外面 ともに粗 いハケ。色調は全体 に黒ず んでい る。プロポー ション、文様 ともに飯

山地方 では初めての ものであ る。

2・3は 甕の 口縁部 片で、2は 口唇部に縄文 をめ ぐらせ 、胴部に櫛描 の羽状文 をもつ 。3は 胴部 に断続

した櫛描波状文 をもつ。

4は 小型の壺で胴下半 に縄文 を地文 とす るヘ ラ描 の重 山形文 をもつ。

5は 壺胴部で文様 をもたない。 内外面 ともハ ケ調整 だが、内面のハ ケは条線が見 えない板ナデ状であ る。

1と 同 じくPq上 面 か ら出土 して お り色調 、器形 ともによ く似 て きるので1と 同一個体 の可能 性があ るが 、

鋸歯文が ないこ と、原体 のちが うハケがあるこ とか ら別に しておいた。

6は 甕 で5同 様P5上 面 か ら出土 して い る。胴部上半に櫛描羽状文 をもつ。調整は内外面 ともに粗 いハ

ケ。外面上半分には一面 に煤が付着 している。

他 に図示 していないが 、縄文 を地文 として太 いヘ ラ描沈線 を帯状にめ ぐらす壺片、ヘ ラ描波状文の間 を

櫛描沈線で うめ る壺片、ヘ ラ描重弧文の間に連続す る刺突文 をうめ る壺 片、櫛描羽状文 と刺突文 をもつ甕片

な どが ある。

Y3号 住居趾 出土土器(図81・7～14)7は 完形の甕 で、住居趾南西端で1個 体分が横位 でつぶれた

形 で出土 している。 口唇部は波状 をな し縄文 をめ ぐらす 。胴上半部 は5ケ 所の櫛描垂下文 を不等間隔に配

した後に、その間を櫛描平行 線文 と波状文 として うめ、その下に刺 突文 をめ ぐらす。調整は外面はハ ケの

後ヘ ラ ミガキ、内面 はヘ ラ ミガキない しナデであ る。胴外面上半に煤が付着 している。

8～10は 鉢 で、いずれ も口唇部 に縄文 をめ ぐらせ 、頸部 と胴部 に太 いヘ ラ描 の直線文 ・重 弧文 ・波状文

をめ ぐらす 。8は 重弧文の頂 点に円形浮文 を貼 りつ け刺突文 をめ ぐらす。 また、頸部に小孔(残 存%周 で

一ケ所確認)を もつ。10は 縄文 を地文 としている。調整は8が 内外面 ともヘ ラ ミガ キ、9・10は 内外面 と

もにハ ケ。

11は 口唇部 に刺突文 をめ ぐらす甕ない し鉢 の口縁部。

12・13は 小型の壺 の頸部 で、12は 刻 目突帯文 と縄文 を地文 とす るヘ ラ描沈線文 をもち、13は 櫛状具 に よ
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図81弥 生時代の土器(1) 14
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る刺突文 をめ ぐらす。

14は 蓋 で、天井部 にヘ ラ描 沈線 と縄文 と刺突文 を組み合 わせ た 「十」字形の文様 をもち、周縁 に2つ 並

ぶ小孔 を もつ。

他 に図示 していないが 、ヘ ラ描直線文の間 を縄文 と櫛描文 とで交互に うめ る壺頸部片 、中を櫛描文 で う

め る垂下文 をもつ壺頸部片 、胴部 にヘ ラ描重 弧文 の間に縄文 と連続す る刺突文 とを交互 に うめ る壺片 、波

状の 口唇部に縄文 と刻 目文 をめ ぐらせ 、胴部 に櫛描羽状文 を もつ甕片な どが ある。

Y4号 住居趾 出土土器 図示 して いないが甕胴部片数点が 出土 してい る。

Y5号 住居趾 出土土器(図82・15)15は 甕 で、南隅の周溝内か らほぼ一個体 分がつぶれた形で石 斧 と

ともに出土 している。 口縁部が直立 ぎみに立 ちあが り、全体 的に扁平 な感がす る甕 で、胴上半 に粗雑 な櫛

描羽状文 をもつ。調整は外面 と内面上半 はナデ で、内面下 半はハ ケ。外面に煤 が付着 している。

他 に壺底部がP2とP3の 間の床 面か ら出土 しているほかに、刻 目突帯 を もつ壺頸部 片、口唇部 に緬文胴部

に櫛描羽状文 をもつ甕 片、櫛描 波状文 と刺突文 をもつ甕 片な どが少量 ある。

Y6号 住居趾 出土土器(図82・16～20)Y6号 住居趾 は主柱穴5ケ 所 と中央 ピ ッ トのみの確 認で、壁

の落 ち込みは確 認 されていないためか 、混入品 も含 まれている。

16は 壺体部で文様 はない。調整 は外面はハ ケのちヘ ラ ミガキ、内面は下半がハケ上 半がハ ケのちナデ。

胎土 は灰 白色で他 と異なる。 また、形態は壺 だが外面 の所々に煤が付着 して いる。

17は 口唇部 に縄文 をもつ甕 口縁部であ る。他 に図示 して いないが櫛描羽状文 をもつ ものが ある。

18は 全面磨滅 の著 しい小壷 で、形はいびつ である。弥生時代 に含め て良 いかわか らない。混入品 として

お く。

19・20は 混 入品で、19は 二重 口縁の甕 、20は 器台の裾部 で、古墳時代 の ものである。

他に図示 していないが、ヘ ラ描沈線文 と刺突文 をもつ壺片 な どが ある。

Y7号 住居趾出土土器(図82・21・22)Y7号 住居趾 も出土土器は ごく少 な く、図示 した2点 のほか

に十数 片が あるにす ぎない。21は 中央北辺寄 りの床面か ら出土 し、22は 中央やや 南寄 りの床面上5cmか ら

出土 している。

21は 赤彩の小壺 で、内外面 ともにて いねいなヘ ラ ミガキを施 した上 に赤彩 されている。ほぼ完形品。

22は 鉢 あるいは高杯 の圷 部 で、内外面 ともヘ ラ ミガキののち赤彩 されてい る。

Y8号 住居趾 出土土器(図82・23～27)23は 受け 口状 の 口縁部 をもつ甕 で、口縁外面にヘ ラ描波状文

を、頸部にヘ ラ描直線文 ない し櫛描直線文 をめ ぐらす。外面 に煤がつ く。

24は 白唇部 に縄文 、頸部に櫛描簾状文 、胴部に断続す る櫛描波状文 をめ ぐらす甕 である。調整 は外面が

ハケ、内面はハ ケのの ち縦の粗 いヘ ラ ミガキを施す 。外面 に煤が付 く。

25は つ まみを もつ蓋で、調 整は外面がハケ、内面 はナデ。

26～28は 壷胴下半部で、26・27が 中央 ピッ トの西 、28は 中央 ピッ ト東の焼床上 でいずれ も胴下半 のみが

まとまって出土 してい る。調整 はいずれ も内外面 ともにハ ケ調整 だが、27は 底部外面に斜 方向のヘ ラ ミガ

キ を加 え、28は 外面全体 に縦 の粗 いヘ ラ ミガキ・を加Z.て い る。

他 に図示 していないが26～28と よ く似た壺 の底部が住居趾東端か ら出土 している。

小結 以上 の住居趾 出土土器の うち、Y7号 住居趾 のみが後期 と考 え られ るほかは、中期後半の中にお

さまる もの と考 える。 そ してY1・2・3号 住居趾 がやや古 い様相 をもち、Y5・6・8号 住居趾 はやや

新 しい様相 をもつ もの と考 える。つ まり調査地南半部 のIV・V区 の住居趾が古い様相 をもち、調査地北半

部のIII・VI区 の住居趾 がやや新 しい様相 を もつ といえる。

(2)遺 構外 出土土器(図83・29～47)
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図82弥 生 時代 の 土 器(2)
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図83弥 生 時 代 の 土 器(3)14
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29・31・34は 縄文 を地文 とし、太 いヘ ラ描沈線で直線文 ・波状文 ・弧文 を描 く壷で、29は 刺突文 を、34

は櫛描直線文 を間に うめ てい る。32は 口唇部に縄文 をめ ぐらす。29・32はIIIB-6区 、31・34はIVC-13

区出土。

30は 縄文 を囲む太いヘ ラ描 沈線文 を 「工」字文風に配 した鉢 で、頸部 にはヘ ラ描直線文 と連 続刺突文 を

め ぐらす。WC-13区 出土。

33・35・37～40・44・45は 口唇部 に縄文 をめ ぐらせ 、胴部に櫛描 の羽状文 をめ ぐらす甕で、 口頸部は短

く屈 曲す る。33がIIIC-11、34がVB-10、37がIIIB-12、38がIIID-20、39がIIID-14、40・44がIIIB

-11 、45がWC-13区 出土。

41は 鉢で ていね いなヘ ラ ミガキが施 されてお り、口唇部 に突起がある。IIIB-11区 出土。

42・43は 赤彩の高圷で ある。 いずれ もIIIC-6区 出土。

46は 小 型の甕 で、外面 はハ ケお よび ミガキ、内面 は ミガキでて いねいに調整 されて いる。外面に一一部煤

付着。IIID-6区 出土。

47は 蓋で天井部 はヘ ラ沈線 で中心に円 を描 いた後 に放射状 に直線文 を描 いている。 また周縁 の相対 す る

2ケ 所に並列す る2孔 が あいている。同様例 が長野市松節120住 居趾 、長野市牟礼バ イパスD地 点で出土

している。IIIC-9区 出土 。

36は 後期 の赤彩 の壺 で、頸部 に櫛描 きに よる 「T」 字文 を6ケ 所施す 。IIID-11区 か ら約%個 体分 が ま

とまって出土 してい る。

小結 以上の土器 の うち、42・43・36が 後期 に降るほか は、中期 後半 と考 える。 中で も29～31・34は 中

期後半で も古相の栗林1式 の様相 を呈す る。

また、甕 に櫛 描羽状文 が盛行す るのは本遺跡の特色 であろ う。

畿 内 千 曲 川 流 域 飯 山 地 方

前期 第1様 式 新 (新 諏 訪 町1) 噛

中

期

第2新 式 (新 諏 訪 町II)

第3様 式

古 新 諏 訪 町III(荒 山)

新
栗 林1 小 境

栗 林II 鍛 冶 田D地 点

第4様 式 百 瀬 鍛 冶 田C地 点

後

期

第5様 式

吉 田 田 草 川 尻1

箱 清 水 田 草 川 尻II

御 屋 敷 十

柳 町?

文 献1134号23ペ ー ジ表1お よび文献2よ り作 成
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B石 器 ・石製 品

(a)概 要(図84～ 図87・ 表7)

弥生時代 の石器 ・石製 品は、竪穴住居趾 を中心 に出土 している。特 に著 し く出土 した遺構はY3号 住居

趾覆土か らである。安 山岩製 の剥片が 中心 を占める。 なお、出土量の割に定 型的な石器が少な いの も特色

で、Y3号 住居趾 では盛 んに石器製作 を行 ったに もかか わ らず 、定型的な石器 はほ とん ど残 さなか った。

この こ とは、時期的に も石器製作の あ り方に変化が 出て きた時期 とも考 え られる。

弥生時代 の石器 につ いては もとよ り定型的 な ものは少 なか ったが、今 回の調査に よって剥片石器 がか な

り普遍的に作 られ、使用 されて いた ことが窺 える。以下に説明 を加 えてい く。

(b)石 鎌(1～4)

弥生 時代の遺構 に伴 って出土 した ものはないが、形態的に弥生時代 の所産 と考 え られ る。1～3な 、 し

っか りとした茎が作 られてい る。4は 舌部が丁寧に作 られ、両頭尖頭器に も似 た形態 を とる。

(c)石 錐(5)

石鎌 に も似 るが、基部側 には加工か施 されず、三角形の刃部形態をとるため錐 とした。Y2号 住居趾の出土。

(d)磨 製石斧(6～12)

6・7・8は 、重量 のある太型磨製石 斧 と呼 ばれ る もので、 いずれ も破損品であ る。6は 欠損 した後 も、

再使用 した痕跡が認め られ る。9・10は 扁平 の片刃石 斧で、両側縁 のほぼ中央には使用 による と思われ る

摩滅痕 が著 しい。12は 磨製石斧 とは呼べ ないが 、磨 いてあ りクサ ビ状 の磨製石器 である。

(e)打 製石 器(13～31)

名称 としては具体 的に挙げ ることがで きないために、総称 として用 いた。

13・20な どは横長の剥 片の鋭い端部 を刃部 としているので、細かな刃部作 出は行 っていない。名称 とし

ては横 刃形石 器あ るいは石 包丁の用途 も考 えられ る。14・18は 縦長剥 片 をサ イ ド・ス クレイパー として用

いた ものであろう。15・16・17・24は やや重 量のある石器 で、打製石斧 的な機能 が考 え られ る。 なお、26

は図では縦長になってい るが、13例 のように横刃形石 器 と思われ る。

(f)く ぼみ石 ・ハ ンマ ー(33～38)

33は 縄文時代 の くぼ み石 とは形態が相違す る。34～38は 手 頃な楕 円礫 を用 い、長軸の端部 にたた き打痕

を明瞭に とどめる。36は 正面 に も線状 の擦痕が認め られ る。

(g)石 弾(40)

ほぼ球状 に仕上げて いる。

(h)石 錘(41)

安 山岩 の扁平礫 を用い、両端部 に加工 を施 して石錘 に してい る。

(i)浮.子(42・43)

両方 とも孔は認め られないが、デ イサイ トの軽石 を用いてい る。

(j)石 包丁(44・45)

44は 、IV区C-19ピ ッ ト上面 よ り検 出され たもので、優 品である。ほぼ全面が丁寧 に磨かれ てお り、刃

部は両刃状 な っている。基部側ほぼ中央 に1孔 穿 たれている。

45は 遺跡 周辺調査 によって採集 された ものである。44例 と同様全面が磨かれている。2孔 穿 たれている。

(k)勾 玉(46)

Y1号 住 に属す るピッ トの覆土上部 よ り出土 した。緑色 を呈 す碧玉製 である。推定1.2cmの 非常 に小 さ

な もので、孔が穿たれ る部分 よ り欠失 している。
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図84弥 生 時 代 の石 器(1)12、13
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図85弥 生 時 代 の石 器(2)
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図86弥 生時代の石器(3)
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図87弥 生 時 代 の 石 器(4)・ 石 製 品13、12、11

-131一



番号 石 器 名 石 質 長 さcm 幅cm 厚 さcm 重量9 破損 備 考 石器固体番号

1 石 鍬 安 山 岩 2.8 1.5 0.5 1.6 H3住

2 石III-' 黒 曜 石 2.7 1.7 0.5 1.4 SX1-112

3 石 鎌 安 山 岩 316 1.8 0.8 3.0 SD3

4 石1 安 山 岩 6.2 2.0 1.0 8.5 D-17

5 石 錐 安 山 岩 5.3 1.8 1.2 10.0 HlY2住

6 磨製石斧 蛇 紋 岩 16.2 7.4 4.7 942.7 0 Y3住 一1

7 磨製石斧 蛇 紋 岩 12.8 6.9 4.8 693.1 0 ND-12

8 磨製石斧 蛇 紋 岩 5.3 6.5 4.3 229.6 0 IIIC-10

9 磨製片刃石斧 蛇 紋 岩 12.5 7.9 2.2 384.3 両側縁磨滅 Y5住

10 磨製石斧 蛇 紋 岩 13.8 6.3 3.2 439.1 0 IIID-7

11 磨製石斧 蛇 紋 岩 5.2 3.7 1.2 75.5 0 VC一 ・10

12 磨製石器 不 明 4.0 1.6 0.7 17.2 VI

13 打製石器 安 山 岩 4.8 12.2 1.4 223.9 Y5住

14 打製石器 安 山 岩 12.6 9.2 3.0 256.1 Y3住20

15 打製石器 安 山 岩 13.4 6.4 3.5 290.9 Y3住3

16 打製石器 安 山 岩 14.0 8.4 2.5 272.8 Y5住

17 打製石器 安 山 岩 6.6 5.2 2.3 232.1 IIID-11

18 打製石器 安 山 岩 7.8 3.8 1.7 124.9 VE-8

19 打製石器 安 山 岩 5.2 4.0 2.0 161.5 Y3住79

20 打製石器 安 山 岩 4.45 8.5 1.3 38.5 Y5住

21 打製石器 安 山 岩 5.3 4.1 2.2 194.0 VE-8

22 打製石器 安 山 岩 9.9 5.55 2.4 127.1 Y3住19

23 打製石器 安 山 岩 5.4 3.5 1.6 66.3 IIIC-11

24 打製石器 安 山 岩 5.8 3.2 1.6 89.0 VB-8

25 打製石器 安 山 岩 10.4 7.1 3.35 238.0 Y5住

26 打製石器 安 山 岩 6.75 13.7 2.2 173.6 Y5住

27 打製石器 安 山 岩 5.5 3.9 1.3 994.9 B-12

28 打製石器 安 山 岩 5.75 5.4 2.1 75.8 Y3住333

29 打製石器 安 山 岩 4.4 5.04 1.45 25.2 Y3住

30 打製石器 安 山 岩 6.7 6.0 2.8 78.9 Y3住

31 打製石器 安 山 岩 4.9 3.3 2.1 78.9 Y3住

32 打製石器 安 山 岩 6.2 3.2 2.3 67.5 Y3住326

33 くぼみ石 砂 岩 7.6 7.1 5.4 262.1 NB-13

34 ノ＼ン マ ー 4.2 2.9 2.6 133.5 IIIC-10

35 ハ ンマ ー 一
6.1 5.2 4.5 182.8 0 Y3住

36 ハ ン マ ー 7.7 4.5 2.8 432.1 0 IIID-12

37 ハ ン マ ー 14.0 6.2 4.0 423.5 IIID-13

38 ハ ン マ ー 一 3.6 5.9 3.1 87.7 0 VC-9

39 磨 石 一 12.3 4.2 2.6 182.4 VC-10

40 石 弾 6.3 6.0 5.3 968.0 Y6住

41 石 錘 安 山 岩 7.1 5.1 1.7 228.1 IIID-20

42 浮 子 デ イサイ ト 6.0 5.55 1.4 55.0 O III-5

43 浮 子 デイサ イ ト 4.4 4.9 4.0 18.2 0 Y3住

44 磨製石庖丁 13.4 4.8 1.0 78.4 IVC-19ピ ッ ト

45 磨製石庖丁 10.6 5.8 1.1 72.2 O 表 採

表7弥 生時代石器計測表
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C土 製 品(図88)

土製品 として紡錘車お よび そ

の未製 品が ある。古:墳時代 前期

のH9号 住居お よび3号 方形周

溝墓周溝か らの出土 品 も含 めて、

すべて弥生土器 を用 いているの

でここで説明す るこ ととす る。

1・2は 未製 品で、 中央の孔

をあけ るに両側か ら開けて いる

こ とが よ くわか る。 しか も一方

か ら深 く、他方か らは浅 くあけ

てい るようだ。1はY8号 住居

趾出 土 、19.9.g。2はH9号 住

居趾 出土、19.89。

3・4・5は 製品でいずれ も

土器片 を転用 してお り、

図88紡 錘 車12

3は 甕胴部、4は 赤彩 の壺か 、5は 口唇 に縄文 をめ ぐらす甕 口縁部片 を転用 して

いる・ また孔のあけ方 も3・4は 両面穿 孔 と考 え られ るが、5は 片面穿孔 と考 え られる。3・4はVI区(大

倉崎館跡土塁下層)出 土 で、3が13.99、4が6.89。5は3号 方形周溝墓 ぐSD3)出 土、7.99。
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第5章 古 墳 時 代

1遺 構

古墳時代に属 す る遺構 は、竪 穴住居趾1軒 、掘建柱建物趾1、 方形周溝墓4基 である。このほか 時期が

はっ きりしな い土拡 があ り、本時期 に含め られ る可能性 のあ る遺 構 も存在 して いる。

A竪 穴住居祉

H9号 住居趾(図89・H9住)

IV区C・D-9、III層 上面において検 出され る。北側 に墓地跡が あったため、周辺 を拡張 で きなか った

が、比較的遺構の稀{な 地 区で ある。

規模 は、4.9×4.2mの 長方形プ ランを呈 し、北側の短辺 の一部が破壊 を受けている。床面 は、黄褐色土

に しっか り掘 り込 まれ 、約30cmを 測 る。周溝 は、北側 部分 を除 き壁下 をめ ぐる。柱穴 はほぼ 中央 に2検 出

され、深 さはそれ ぞれ35cm、20cmと 比較 的浅 い。床面はほぼ平坦 で堅緻 であるが、貼床 は認め られ なか っ

た。

覆土は、5層 認め られ 、 自然堆積 の状況 を呈 して いる。

遺物は、略 完形 ・破片土器が ま とま りをもって 出土 してい るが、床面 よ り約10cm上 位 で出土 して いる。

B掘 建柱建物吐

第5号 掘建柱建物趾(図90・SB5)

古墳時代 住居趾(H9住)に 近接す ること、付近 よ り若干の古墳時代土器片が出土 したこ とによ り、本

時期 に属す る遺構 として報告す る。

III区B～D・19・20に おいて検 出された。

用水路が埋 め られてい るため不明な部分 が多いが

柱 間寸法 は桁行2.8m、 梁行1.2～1.8mで ある。

不規則な配列 であるが、1軒 ×5軒 と推 定 され る。

C方 形周溝墓

W区 ・'V区お よびVI区(大 倉崎館跡下層)よ り検 出された方形周溝 で、計4基 存在 してい る。いずれ も

主体部 は検 出されなか ったが、方形周溝墓 として取 り扱 う。時期 に関 しては、2・4号 方形周溝墓 よ り略

完形土器が 出土 してい ることに より、全て古墳時代前期 の所産 とした。

1号 方形周溝墓(図17・90・SD1)

IV区B・C-12・13に おいて、III層上面で検 出された。西 ・北溝 の一部が調査 区外へ延 びるため調査 で

きていない。 また、南溝西隅において溝状 土拡(MSK13)を 切 る。

検 出で きた部分にお いては、ブ リッチ部 は認 られて いない。中軸 の全長は溝 を入れて10mほ どである。

東溝の全長 は7.6m、 最 大幅は1.3m、 深 さ38cmを 測 る。南溝はやや深 く50cmで ある。壁は、溝底 までほぼ

直線的に急斜 に掘 り込 まれてい る。溝底の幅は約60cmで あ る。

遺物 は、覆土 中よ り小破片が出土 したのみであった。

2号 方形周溝墓(図19・SD2)

V区B～D-2・3に おいて、III層で検 出され た。掘 り込みが浅 いために、周溝上部 のほ とん どが欠失
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H9住

図89H9号 住 居 趾1:60
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SB5

図91方 形周溝墓周溝土層図140
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している。

中軸 の全長 は約8.6m、 溝の幅約1.3m、 深 さ20cmで ある。形状は、検 出面 にお いては東に開 口す るコの

字状 を呈 し、東側 は独 立 した1本 の溝が構築 されて いる。ただ し、溝下部 の構造であ るため、本来の形状

であったか ど うか不 明であ る。周溝内側 にはピッ トな ど認め られ るが、本遺構に伴 うものであ るかわかや

ない。また、主体部 と思われ る遺構 は認め られない。

3号 方形周溝墓(図20・90・SD3)

V区B～D-7～10に おいて検 出され た大型の方形周溝墓 である。北溝でY3号 住居趾 を切 る。西南溝

コーナーは調査 区外のため調査 で きなか った。

中軸 は13.6m測 り、SD2と ほぼ方位 を同 じ くす る。溝 の幅 は、北 ・南溝でそれぞれ150cmを 測 る。壁

は上部 でやや なだ らか に下部 で急斜 で溝底 とな るが、西溝 では上部 よ り急斜 で溝底に至 る。溝底は西溝で約

80cmの 平坦 な面 を作 るが 、南 、北 ・東溝はやや 湾曲 している。

本遺構が発見 された地 区は、旧地主の小出大 映氏 によれば 、墳丘の ように盛 り上が っていた とい う。

遺物は土師器壺形土器が 、南溝のほぼ中央部 において、溝底 よ り口縁部 を上に して潰れて検 出 されてい

る。

4号 方形周溝墓(図9・SD5)

VI区 、大倉崎館跡 の補遺調査 によ り、土塁下層 よ り___.部検 出 した ものである。

西北 コーナー より西溝 の____部お よび北 東コーナー を検出 したのみで、他は調査地 区外 であった り、居館

造営の際に破壊 されて いる。規模 は東西 の中軸 は約16mと な る。西 溝 の上 面 の幅 は約2.6m、 溝底で1.6

m、 壁は急斜 となって いる。

遺物は、北東 コーナー よ り有段 口縁 をもつ土師器壺 形土器1個 体分が、散乱 した状態で検 出 されている。

2遺 物

古墳 時代 の土器は良好な一 括資料 としてH9号 住居 出土 品が ある。 また方形周溝墓 周溝か ら略完形 品が

出土 しているほかに、III区 を中心 に遺構外か らも出土 している。

(1)竪 穴住 居 ・方 形周溝墓 出土土器

H9号 住居出土土器(図92・1～15)1は 卵形 の胴部 に短 くゆ るやか に屈曲するD縁 部がつ き、 口縁端

部 が横ナデ によって端面 をな し上下にやや 肥厚す る甕 で、いわゆ る越後系の甕 と呼ばれ るものであ る。調

整は外面がハケ、内面はヘ ラケズ リに よって器壁 を薄 く仕 上げたのち、胴中半以上 をナデてい る。ほぼ完

形 品。

2～4は 球 形に近 い卵形 の胴部に短 く 「く」の字形に屈 曲す る立 ちあが りの長 い有段 口縁がつ く甕 で、

いわゆる北陸系の甕 と呼 ばれ る ものであ る。 口縁部の形態に2種 あ り、上方 に垂直に近 く立 ちあが る もの

(2)と 、外に開 くもの(3・4)が ある。.調整はいずれ も外面 はハケ、内面はヘ ラケズ リで、口縁部は

内外面 とも横 ナデである。

5～7は 短 く 「く」の字形に屈 曲す る立 ちあが りの短 い有段 口縁 をもつ甕であ る。 いわ ゆ る東海 系 の

「S」 字 口縁 台付甕 に類似 してい るが
、その ものでな く有段 口縁の立ちあが りがやや長 く厚 さも厚 い こと

や、胴内面 をヘ ラケズ リしてい るこ と、台部分 の出土 をみ ないことか ら、北陸系の口縁部の立ちあが りが

短い もの として とらえた方が良いか もしれない。

8・9は 肩 の張 った胴部 と頸部が短 い有段 口縁 をもつ壺だが、8の 胴外面全体 に煤が付 いてお り用途は

甕か もしれ ない。調整は外面がハ ケ、内面がヘ ラケズ リ。有段 口縁 の壺は畿 内の布留式の影響下 で成立す
　 　　

るといわれて いるが、その形 態は各地方 ごとに特色 をもつ。当遺跡例は新潟県西 山町高塩B遺 跡 ・同三条
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市狐崎遺跡 ・同長岡市横 山遺跡な どに類例が ある。

10は 大 きく開 く有段 口縁 をもつ壺 の 口縁部 と思 われ るが有段 口縁 の屈 曲部 は下方 に肥厚 させ 突帯状 をな

してい る。

11～13は 小型の高圷 な いし器台であ るが 、11は 圷 部 と考 える部分 に小孔が あ り何かの脚か もしれない。

12・12は 内外面 ともにて いね いなヘ ラ ミガキが施 され 、色調 も明 るい榿色 を呈 し、いわゆ る小 型精 製土器

群 を意識 して作 られ た ものか もしれない。

14・15は やや扁平 な胴部か ら細 く直立 ぎみに立 ちあが る長 い有段 の 口頸部 と脚 台を もつ、加 賀 を中心 と

して北陸地方 に分布す る 「月影式」 を象徴 す る 「小型飾壺」の 口縁部(14)と 胴部(15)と 思われ る。14

は内外面9ともに、15は 外面 に赤彩 され る。15は 刻 み 目をもつ三本の突帯がめ ぐる。調整は14が でいねいな

ナデ 、15は 外面が ミガキ、内面 はナデ。

4号 方形周溝墓(SD5)出 土土器(図93・16・17)16は 周溝北辺の北 東角 よりの約2m範 囲内か ら

ほぼ1個 体分が散乱 して出土 した。外方 に長 く開 く有段 口縁 をもつ壺で、頸は短 く、胴は球 形に近 い。 口

縁部 は稜が鋭角的であ る。調 整は 口頸部が横ナデ。胴部 はハ ケ。越後 を含む北 陸系 の壺 と思われ る。

17は 周溝西辺 中央部底 面か ら上半分 の半周分が出土 した。 ゆるやかに外反す る短 い口縁部 を もつ甕で、

内外面 ともに磨滅がはげ しい。越後系か。

2号 方形周溝墓(SD2)出 土 土器(図93・18)18は 単純 に外反す る口縁部 をもつ壺 で、周溝南辺中央

で口を上 に してつぶれた拾好で約1個 体分 出土 した。調整は外面がハ ケ、内面は石 の動 きが 目立たないハ

ケ状のケズ リと思 われ る。胴部は球 形に近 く、16に 比べ 底部 は突 出せず小 さい。

(2)遺 構外 出土土器(図93・19～31)

遺構外出土品はIII区 を中心 にIV・V区 で少量 あるが、十分 な分類 を して図示 した ものではな い。

19～22は 越後 系の甕 で、口縁端部に横 ナデ を加 えて面 をもたせ ている。調整は外面 はハ ケだが、内面は

ケズ リの もの(22)と ハ ケの もの(19・20)が ある。

23・24は 器台お よび高杯脚部 と思 われ るもので、両方 とも磨 滅が はげ しい。

25～30は 有段 口縁 の甕 で、27・29が 東海系のS字 口縁甕に類似 した もので、他は北陸系の もの と思われ

る。30は 口縁外面に擬 凹線 をめ ぐらす いわゆ る月影式 の甕で ある。胴 内面の調整は25・26が ヘ ラケ ズ リ、

他 はナデあるいはハ ケであ る。,

31は有段 口縁をもつ小型の鉢で、内外面 ともにていねいにヘ ラミガキされる。月影式の影響 をうけたものか。

(3)小 結

当遺跡 の古墳時代の土器は、越後 を含む北陸系の土器が主体 をな している といってよい。 それは 口縁部

の形態や 、内面 のヘ ラケ ズ リ手法 の盛行 によ く表われている。

そして弥生 時代後期 の箱清水式の系 譜 をもつ土器 はほ とん どみ とめ られない。

また、H9号 住居趾 の12・13を 小 型・器台ないし高圷 と考 えれば、古墳祭式 に強 くかか わる とされ る小型

精製土器 をもつ こ ととなる。

以上の こ とを考 える と、当遺跡の古墳 時代 の土器は 『長野県史』 のII期 古段階に相 当す るもの と考 える。

注1『 新潟県史』資料編1原 始 ・古代1983図 版5357・10

2同 上図版5271

3同 上図版5314

引用参考文献

坂井秀弥 「古墳出現期の新潟県」 『第5回 三県シンポジウム古墳出現期の地域性』1984

『漆町遺跡1』 石川県立埋蔵文化財センター1986

『長野県史』考古資料編全1巻41988
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H9住

図92古:墳 時 代 の土 器(1)1:4
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図93古 墳:時代 の 土 器(2)
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第6章 平 安 時 代

1遺 構

平安 時代 に属す る遺構 は、調査区北側 のVI区 ・1区 ・II区の一群(以 下 『北群』)と 、南側 のIV区 ・V区

の一群(以 下 『南群』)と にま とまってい る。その距離 は約250mで あって、時期的 もし くは集 落内の単位

集団に分離 で きる可能性が ある。

北群 には、竪穴住居趾2軒(H11・12住)、VI区 の大倉崎館跡下層 よ り検 出され た土拡墓群(前 年 調査分

を含め4基)が ある。南群 は、竪穴住居趾8軒(H1～H8住)、 掘建柱建物趾4軒 が ある。このほか土拡

の幾つ かは、本時期に含め られ るの も存在す るか もしれない。

図94H1号 住 居 趾160
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A竪 穴住居吐

(1)H1号 住居趾(図94・H1住)

南群 、IV区C・D-15区 に位置 し、Y2号 住居趾 を切 り、3号 掘建柱建物趾(SB3)に 切 られ ている・

表土 よ り浅 い ところに構築 され ていたために、壁 はほ とん ど不明 である。

4.10m×3.80mの 長方形 プラ ンを呈す る と思われる。カマ ドは東南 コーナーに構築 され るが 、袖石 な ど

無 く焼土のみ認め られた。柱 穴は、ほぼ 中央及び西南隅 に土拡状 のピ ッ トが認め られ るが ・主柱 穴 と思 わ

れ るものは検出 されていない。床面は軟弱 で、貼床等はな されていない。

遺物 は＼覆土中 よ り黒色土器 ・土師器 な どが 出土 してい る・

(2)H2号 住居 趾(図95・H2住)

南群 、IV区D・E-14区 、H1号 住居趾 の北東 に近接す る位置にあ り、Y1号 住居趾 を切 る・東約 半分

が調査区外に延 る。規模 は4.40m×3.50mの 長方形 プラン と推定 され る。壁 はなだらかな傾斜 で床 面に続

くが 、西 ・北側 の壁下 には周溝がめ ぐってい る。

カマ ドは東南隅の焼土 の認 られる部分 と思われ るが 、施設等 はない。柱 穴 も西側 の周溝部分に1か 所 あ

るのみで、主柱穴は発見 されなかった。床面は平坦 で、堅緻 である・

図95H2号 住 居趾1:60
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(3)H3号 住居趾(図96・H3住)

南群 、V区C・D-3・4に 位 置 し、2号 方形周溝墓 を切 る。規模 は、4.50m×4.10mの 長 方形プ ラン

を呈 し、住居趾 外に溝が延 び る。東 ・西 ・北側の立 ちあが りは急斜 な壁 となっているが、南側 は なだ らか

に立ちあが る。西壁下 よ りL字 状 に東側 の住居趾外へ延び る溝は本住居吐 に伴 うもので、焼土 、炭 を多量

に含 む。特に西壁下 の部分 は、底 面 ・壁 まで焼けて いる。柱 穴は小 さな浅 いピ ッ トが多 く、主柱 穴 と考 え

られる ものはない。カマ ドは、東南隅 に近 い南壁に構 築 されている。粘土 ・小破礫 が認 られるが 、破壊 さ

れた状況 であった。床面 は平坦 で、堅緻 である。

遺物 は、黒色土器 ・灰粕 陶器 ・土師器 など出土 してい る。

(4)H'4号 住居趾(図97・H4住)

南群 、V区B・c5・6に 位置 し、西南部分 は調査 区外の ため検 出出来なか った。規模 は、4.10m×

3.80mと やや 小型の住居趾 で、平面 はほぼ長 方形プ ランを呈す。耕作が深・いため に壁はほ とん ど検 出で き

図96H3号 住 居 趾160
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なかった。 カマ ドは、東南 コーナー寄 りの東壁 にあ り、焼土のみが検 出 されている。柱穴 は、P2・Pqが 最

もしっか りしてお り、深 さは約20cmを 測 る。

遺物は、黒色土器圷 、土師器圷 ・甕が 出土 して いる。

(5)H5号 住居趾(図97・H5住)

南群 、V区C・D-6、H5号 住居趾 の東4mに 位 置す る。一辺約4mの やや膨 らみ を もった方形 プラ

ンを呈す。東側 は、斜面 の関係 で掘 り込み面 を確 認で きなか った。東壁 を除 く三辺 には壁下 に周溝がめ ぐ

る。カマ ドは東南 コー ナーにあ り、構築材の石 が散 乱 していた。また、覆土中に焼土 ・粘土が認め られ・

カマ ド破壊が行われた痕 跡 と尽われる。柱穴は3か 所に認め られるが ・Pi・P2は 深 さが約30cmあ り・ しっ

か りしている。床面 もほぼ平坦で、堅緻 である。

遺物 は、カマ ド西側 の南壁周溝寄 りの地点 で、床面 よ りわずか浮いたレベル よ り、墨書土器2点 が伏せ

た状態で重ね られて 出土 して いる。(カ マ ド廃棄 に伴 う祭祀 的な行為 に関係す るか もしれない。)そ の他 、

土師器杯 ・甕が 出土 して いる。

(6)H6住 居趾(図97・H6住)

南群 、V区D・E-10に おいて検 出された。黒色土が厚 いために検 出面 ではほ とん ど壁 が不 明であった・

規模 は、3.40m×3.20mで 、ほぼ方形プ ランを呈す る。周溝は西辺 壁下 のみ構築 されてい る。Pigは周溝に

付属す る ものであ るか不 明であ る。カマ ドは、焼土1・2が その可能性 がある。 ただ し、いずれ も焼土 ・

炭 のみで、若干の掘 り込 みが認め られて いるが、他 に構築物 は認め られなか った。柱穴は、主柱 穴 とな る

ものは認め られな いが、P3・Ps'P15は 住居趾の ほぼ 中央 を通 り、H3・H5号 住居趾例の ように、1本 な

い し2本 で竪穴部分 を支 えていたのか もしれない。 一

遺物 は、黒色土器 ・土師・器 ・灰粕 陶器 などが 出土 してお り、土師器杯形土器 の底部調 整は手持 ちヘ ラケ .

ズ リであ る。

(7)H7号 住居趾(図99・H7住)

南群 、V区C-12・13に 位置す る。約半分の調査で、全体 を確認 できていない。本地区は、かつて地 な

らしを行 ってたお り、表土 より1m以 上地下 に包含 されていた。検 出された部分 は西壁 ・南壁で、北 ・東

辺 は不明で ある。プラ ンは、長方形 を呈 し、西南 コーナー を中心 とした部分に周溝がめ ぐる。床面は平坦

であるが、や や軟 弱であ る。

遺物 は、土師器圷 ・甕 な ど出土 して いるが、いずれ も小片で実測可能 な土器 は1点 のみであ った・

(8)H9号 住居趾(図99・H9住)

南群 、調 査区の最 南端 に位 置 し、千曲川新規 河岸段丘面 に急傾斜 で至 る直前にあたる。大型機械 で土地

改良 を行 った と思 われ、南北に約15cm間 隔、幅30cmで 溝状 に掘削 されてお り、遺構 もか な り破壊 を受けて

いた。プランは明確で ないが、柱 穴は、かな り深い例 もあ りそれぞれ しっか りしている。 また西 ・北 コー

ナーに焼土が ある。 これ をカマ ドとす るには、他 の平安 時代 カマ ドと正反対の位 置にあるこ ともあ り、や

や疑問であ る。住居趾覆土か らブイ ゴの羽 口、鉄津 な ど鍛冶 に関す る遺物が 出土 しているこ とか ら、本焼

土は鍛 冶遺構 に関係す る と見 たほ うが妥 当か もしれない。なお 、焼土部分 はわずかに掘 り込 まれて いるが・

他に構築 された痕跡 は認め られ なかった。

(9)H11号 住居趾(図100・H11住)

北群、II区K-3・4区 に位置す る。3.60m×3.50mの ほぼ方形プ ラン を呈 し、深 さは確認面 よ り12cm

を測 る。 ピッ トはほぼ中央に深 さ18cmの ピッ ト(Pl)お よび径 は小 さいが、深 さ60cmを 測 るピ ッ ト2本 が

ある。 また、焼土 を伴 うPq・P5は 、柱 穴 とは考 え られず作業用 の土拡 と思われ る。床面 は平坦 で堅緻 であ

る。 カマ ドは、東南 コーナー にあ り、石 組みカマ ドであった。構造は、入頭大の扁平 な石 をやや掘 り込ん
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図97H4・5号 住 居 趾160
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図98H6号 住 居 趾160
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図99H7・8号 住 居 趾1:60
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図100H11号 住 居 趾160130
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でコの字形に組 み立 ててお り、カマ ド内面は使用に よって煤

及び火熱に よ り赤褐色 をお びている。

なお、掘 り方 は、一部 にお いて検 出 されてい る。か な り凹

凸があった と思 われ、凹地 に黄褐 色土 を置 き平坦 な床面 を作

っている。

遺物 は、黒色土器 ・土師器 ・灰粕 陶器 な ど出土 しているが、

他 に灰粕陶器椀の転用硯や 、鉄製 鎌 も出土 した。

⑩H12号 住居趾(図101・H12住)

北群 、'1区O・P-19に おいて検 出され た。H11号 住居趾:

の北30mに 位 置 し、1号 溝状遺構 を切 って いる。規模 は一一辺

2.90mの 小 型の方形 プランを呈 し、深 さは19cmを 測 る。主柱

穴 は認め られず、土拡 と考 え られ るPl・PZが ある。床面は平

坦であ るが、やや軟弱 である。

遺物 は、黒色土器 ・土師器な ど存在す るが 、黒色土器杯 の

器高の浅 い土器が 目立つ。

B掘 建柱建物吐
図101H12号 住 居 趾1:60

掘建柱建物趾 は南群 において4軒 検出 されているが 、他に も推 定 される遺構が存在 している。本稿では

充分 な検討 を加 える余裕が なか ったので、今後 の課題 としてお く。

(1)1号 掘建柱建物吐(図102・SB1)

南群 、V区D・E-5・6に おいて検 出され た柱穴群 である。調査区外に延 びるため規模 については不

明である。Pi～P5の 柱 列については、間隔1.5～1.7mで 並 んでいるが、Ps・P7の 列は全体 が不 明であるた

め、掘建柱建物趾 にな るか どうか微妙 である。

本遺構が 、H5号 住居趾 に束接 して いることか ら、棚列にな る可能性 も残 されている。

遺物 は、柱穴 よ り土 師器 片をわずかに検 出 している。

(2)2号 掘建柱建物趾(図102・SB2)

南群 、V区D・E-3・4に おいて検 出 され た。1号 掘建柱建物趾 と同様 に調査区外にかか るため 、全

体 につV>て は不 明である。

P2～P5は 、柱 間寸法が1.5～1.9mで あるが、Plと の間隔は2.9mと 広 い間隔にな っている。本遺構 はH

3号 住居趾 の東 に近接 してお り、このあ り方はH5住 とSB1の 関係 と同様であ るこ とか ら、やは り柱列

の可能性 も残 されてい る。

遺物 は、Pqよ り土師器 片が 出土 して いる。

(3)3号 掘建柱建物趾(図103・SB3)

南群、IV区C・D-13・14に 位置 し、Y2号 住居趾 、H1号 住居趾 を切 る。

規模 は、4号 掘建柱建物趾 との関係 もあ り、は っき りしないが、2間 ×2問 の建物 と思われ 、柱間寸法

は1.5～1.7mで ある。掘 り方は30～50cmの 長方形で、1・2号 掘建柱建物趾 と相違す る。

(4)4号 掘建柱建物趾(図103・SB4)

南群 、IV区C・D-15・16に お いて検出 され、3号 掘建柱建;物趾の南に接 している。

規模 な、2間 ×2間 の建物 と思 われ るが、はっ きりしない。柱間寸法は1.40～2.00mで ある。Plよ り土
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図102掘 立 柱 建 物SB1、SB2
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図103掘 立 柱 建 物SB3・SB41:80

師 器 片 が 出 土 して い る 。

C土 砿 墓

19号 土拡(図104・SK19)

共献 された と考 え られる遺物 の出土状態に より、明 らかに土拡墓 であろう。北群 、VI区(大 倉崎館跡郭

内)よ り検出 された。内掘 によって北側 を破壊 され、南側 は方形周溝墓 を切 っている。規模 は、長軸が破

壊 されで いるためにはっ きりしないが、150cm程 ×75cmの 長方形 を呈す るもの と思われる。深 さは、確認

面 よ り約45cmを 測 り、壁 は急斜に掘 り込 まれて いる。拡底 は平坦で、特別 な施設は認め られ なか った。な

お 、主軸 はN7.Wで ある。

遺物は、長軸 の南 ・西隅 よ り、拡底 より約25～30cm上 位の レベ ル より黒色土器 ・土師器4点 が出土 して

いる。拡底 中央部 に向か ってず り落ちるよ うな状 態であ り、木棺 外にあった遺物が朽 ちることに よって中

にずれた と考 えるのが妥 当であろ う。

なお、前年度調査実施 の大倉崎館跡の調査 のなか で、平安 時代 の土拡墓 と考 えられ る土拡が3基 検 出さ

れている(図104)。 今 回の土拡墓 め発見に よ り遺構番 号 を図の通 り今次の番号 と続け ることに変更 した。

22号 土拡 の遺物 出土状 態は、今 回の検出土拡墓 の遺物出土状態 と似て いる。21・22号 土拡 との相違は、お

そ ら く棺 内 ・棺外 との差 が出土状態に表われているのではないか。

このほか土拡墓状 の遺構 に、20号 土拡 がある。遺物は全 く出土せ ず時期判定で きないこ とと、土拡墓 と

考 え られ る他の遺構 より大型で あることによ り、今 回は除外 して いる。

一151一



図104平 安 時代 土 砿 墓1125
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2遺 物

A土 器

平安時代の土器は竪 穴住居趾 お よび土拡 出土品のみ を報告す る。遺構外 出土品 も量的には少 な くないが、

遺構 出土 品 と基本的に等 しい。

(1)H1号 住居趾 出土 土器(表8・ 図105)
く　 ユ　

黒色土器椀 、土 師器椀 ・甕 、灰粕陶器椀 ない し皿 ・瓶が ある。

黒色土器椀 は深 くて体部が 内湾 し底部 をヘ ラケズ リす る もの(1)と 、体部が直線的で底部 に糸切 り痕

を残す もの(3)と が ある。 なお3に は 口縁部 に油膜状の ものが付着 している。灯明皿 として使 われたの

か。

土師器椀(4)は 浅 い形態の もので糸切 り痕 を残 してい る。

土師器甕 は大型 品(5)と 小型品(6・7)と が あ り、いずれ もロ クロ成形 される。5は 口縁端部がや

や 内傾 し、胴下半 にヘ ラケズ リが加 え られる。7は 底部 外面 に糸切 り痕が残 る。

灰粕 陶器 は椀 ないし皿 と思われ る小 片 と、瓶 の肩部小 片が ある。

(2)H2号 住居趾 出土 土器(表8・ 図105)

黒色土器椀、土師器椀 ・甕 、灰粕陶器椀があ る。

黒色土器椀 は大型の もの(8)が あ り、体部 は大 きく開 いて いる。底部 は糸切 り痕残す。

土 師器椀は底部 片で糸切 り痕 を残す。

土師器甕(10・11)は 、内湾 ぎみに立 ちあが り端部がやや 外方 に外反す る口縁部 をもつ。

灰粕陶器椀(9)は 口縁部の小片であ る。施粕方法は よ くわか らない。

(3)H3号 住居趾 出土土器(表8・ 図105)

黒色土器椀 ・皿 、土師器椀 ・甕 ・小型鉢 、灰粕 陶器皿が ある。

黒色土器椀 は高台の付かない もの(12～16)と 、高台の付 くもの(17)と が あ り、高 台のつか ない もの

はいずれ も口径13.Ocm前 後の もので体部は内湾す る。底部調整は ロク『ロケズ リの もの(12)と 糸切 り痕 の

残 るもの とが ある。

黒色土器皿(18)は 高台が付 くもの と思われる。

土 師器椀(21～23)は 頸部 の横ナデが強いためか 口縁部が2段 に見 えるもので、口縁端部 は丸 くお さめ

る。21・'22は 外面のヘ ラケズ リが肩部 に まで及んで いる。

小型鉢(19)は 内湾 ぎみの体部 と高台状 をなす底部 をもつ もの で、外面にハケが施 され る。混入 品の可

能性が高い。

灰粕 陶器皿(20)は 、ほぼ完形品で出土 した。粕 は漬け掛け されてお り、高台は三ケ 月形。見込みに重

ね焼 きの痕跡が残 る。東濃大原2号 窯式期 の もの と思 われ る。

(4)H4号 住居趾 出土 土器(表8・ 図106)

黒色土器椀 、土師器椀 ・甕が ある。

黒色土器椀は 口径16.5cmの もの(24)と 、口径12.Ocm前 後 の もの とがある。 いずれ も体部は 内湾す る。

底部調整は25が ヘ ラケズ リ、24・26は 糸切 り痕 が残 る。

土師器椀(27・28)も 体部が内湾す る形態の ものである。27は 糸切 り痕 を残す。ただ し28は 内面がやや

黒 く、黒色土器 の黒色処理の甘い ものか もしれない。

土師器甕(29～31)は 口縁部 が2段 になるもので、端部はやや 外側 に肥厚 する。体部 外面下半 にヘ ラケ

一153一



図105平 安 時 代 の 土 器(1)14
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図106平 安 時 代 の 土 器(2)14
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ズ リを施す。底は丸底にな る。

また、図示 して いないが小型で平底 の甕 の底部 と口縁部片があ る。

(5)H5号 住居趾出土土器(表8・ 図106)

黒色土器椀 、土師器椀 ・甕 ・小型甕 があ る。

黒色土器椀(32～36)は いずれ も口径12～13cm前 後 の もので、体部 が内湾す る もの(32～34)と 直線的

な もの(35・36)が ある。底部調整は34が ヘ ラケズ リ、32・33は 糸切 り痕 を残す 。なお、32・33に は墨書
　 　　

が あ り、32は 長野市 立博物館 で赤外線 カメラで判読 していただいた(PL51)が 何 とい う字 なのか はよ く

わか らない。

土 師器椀(37～40)は 口径15.6cmの もの(37)と 、 口径12～13cmの もの(38～40)が ある。体部 は内湾

す るも の(37・38)と 、直線的な もの(39)と 、浅 く内湾す るもの(40)と があ る・底部調整 は37が ロ ク

ロケズ リ、38が ヘ ラケズ リ、39は 糸切 り痕 を残す。

土師器甕(41～46)は 口径24～26cm前 後 の もの(42～44)と 、 口径19cm前 後の もの(45・46)と 、口径

12cmの 小型甕(41)が ある。 いずれ も口縁部 は肩 の強 い横ナデに よって2段 に見 えるもので、 口縁端部 は

内傾す るいわゆ る越後型 の もの(42)と 、丸 くお さめ る ものがあ る。胴部外面下半は図示 されている42だ

けでな く他 もヘ ラケズ リされ るもの であろう。

(6)H6号 住居趾 出土土器(表8・9・ 図107)

黒色土器椀、土師器椀 ・甕 、灰粕陶器椀、須恵器壺 がある。

黒色土器椀(47～49)は 口径12cm前 後の もの(47)と9.5cmの もの(48)々 ミある。体部は47が やや直線

的であ るほか は内湾す る ものであ る。底調整 は48が ヘ ラケズ リ.47・49が 糸切 り痕 を残す。なお図示 して

いない底部 片 をみ る と、ヘ ラケ ズ リが1、 ロ クロケ ズ リが1、 糸切 り痕 を残す ものが4、 高台が付 くもの.

1で ある。 また48の 口縁部 には油膜状 の ものが付着 してい る。

土師器椀(50・51)は 高 台のつかない もの(51)と 、高台のつ くもの(50)が ある。底調整は51が ヘ ラ

ケズ リで、他 図示 していない ものが2点 あ り2点 とも糸切 り痕 を残す。

土師器小型甕(52・53)は 「く」の字形に口縁部が屈曲す る薄手の もので、 ロクロ成形 されてい る。

土師器甕(54～59)は 、 口端端部が内傾 するいわゆる越後型の甕(54)の 他 、頸部 の強 いナデに よ り口

縁部が2段 の よ うに見え るもの(55～59)が あ る。後者は胴下半 にヘ ラケ ズ リを施す。

灰粕 陶器椀(60～62)は 口径14cmの もの(60)と17cm前 後の もの(61・62)が ある。施粕方法はいずれ

も漬 け掛 けである。 口縁端部 は外方 に引き出されている。

(7)H'7号 住居趾出土土器(表9・ 図107)

図示 した63の 他 も小片が少量あ るにす ぎない。63は 土師器椀で、やや突 出す る底部 と浅 い内湾す る体部

とをもち、 口縁端部 は外方 に丸 く肥厚す る。底部は糸切 り痕 をその まま残す。

(8)H8号 住居趾 出土土器(表9・ 図107)

黒色土器椀 、土 師器甕 、灰粕陶器椀 ・瓶 ・須恵器瓶 ・大甕 ・壺がある。

黒色土器(64～68)は いずれ も口径13.Ocm前 後の もので、体部が内湾す る もの(64・66・67)と 、やや

直線的で 口縁部が外反す る もの(65)と が ある。底部調 整は64が ロクロケズ リ、65・66は 磨滅が ひ どく不

明。

土師器甕(69)は 小型甕 である。他に図示 していないが普通 の甕 もあ る。

灰粕陶器椀(70)は 漬 け掛 けされて いる。 また図示 していないが灰粕 陶器瓶 の肩部片 もある。

須恵器 は、図示 した もの(71)は 壷 ない し瓶 の底部だが、他 に甕、瓶 等の破片が ある・

(9)H11号 住居 趾出土土器(表9・ 図108)
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図107平 安 時 代 の 土 器(3)14
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98

図108平 安 時代 の 土 器(4)
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図109平 安 時代 の 土 ・器(5)14
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黒色土器椀 、土 師器椀 ・鉢 ・甕 、灰粕陶器椀 ・瓶、須恵器壺 ない し瓶 ・甕が ある。

黒色土器椀 は図示 した もの を含 めて13個 体 あ り、口径15cmの もの(72)と 、13cm前 後の もの(73・74・

76～80)と 、11cm前 後の もの(75)が あ り、それ ぞれ1・7・2個 である。体部 の形態は基本的には内湾す

るものであるが、直線的な もの(80)も ある。 口縁端部は外側 につ まみ出 し灰粕陶器 の よ うに な る もの

(72～74)と そ うでない ものがあ る。底部調整 は73と 図示 していない1点 を含めて2点 がヘ ラケ ズ リ、7

点が糸切 り痕 をその まま残 し、2点 が磨滅 のため不明であ る。

なお、74・75に は 口縁部に油膜状 の ものが付着 して いる。

土 師器椀(81～83)は 土師器椀 としたが 、黒色土器の黒色処理が甘 い ものない し、二次的な火 をうけて

炭素 が とんだ ものか も しれ ない。81は 口縁端部が外に肥厚す る。 口径 は黒色土器椀 よ りやや小 さめの12.2

～13 .Ocmで ある。底部調整は81が 不 明、82が 糸切 り痕 を残す 。

土師器鉢(84～88)は この住居趾 だけに見 られ る もので、84は 口縁部が 内湾 し、他 は 口縁部が 外反す る。

口径 は15.4～17.Ocm。 ロクロ成形 されている。

土師器小型甕(89・90)は 口縁部が内湾す る もの(89)と 外反 し端面 を もつ もの(90)と が ある。

土師器甕(91～95)は 口縁端 部が内傾 し、胴部が砲 弾形のいわゆる越後型の もの(91)と 、頸部 の強 い

横ナデに よって 口縁部が2段 にな るもの(92～94)、 単純に外反す る もの(95)が ある。

灰粕 陶器 には椀(96・97)、 瓶(99)が あ り、椀 はいずれ も漬 け掛 けで、口縁部は外側 につ まみ 出され て

いる。97は 転用硯 で、見込み一面に磨痕が あ り墨が付いている。瓶(99)は ハ ケ塗 りされ たもので、 ビー

ドロ状 に粕が流れて いる。99はH12号 住居 出土の破片 と接合 した。

須恵器 には壺 ないし瓶 の底部(98)と 、甕体部片があ る。

⑩H12号 住居 趾出土土器(表10・ 図109)

黒色土器椀 、土師器椀 ・甕 ・灰粕 陶器小壺 ・瓶があ る。

黒色土器椀 は9個 体 あ り、高台 をもつ もの(106)が1点 ある。他は いずれ も高 台の付 かない もので、 口

径は13cm前 後 で他の住居趾 出土品に比べ る と扁平であ る。底調整は確 認で きた もの6点 すべ てが糸切 り痕

をその まま残す。

土師器椀(108)は2個 体 あ り、いず れ も小 さな突出 した底 をもつ。底調整 は糸切 り痕 をそのまま残す。

土師器甕(109～111)は 、 口縁部が2段 にな るもの(109・110)と 、頸部が不明瞭な もの(111)が ある。

107は 小型甕 と思われ る。

灰粕 陶器 には小壺(112)と 、瓶 の胴部片があ り、瓶胴部片はH11号 住居 出土品 と接合 した。

α1)SK1出 土土器(表10・ 図109)

黒色土器椀 、土師器椀 ・鍋 ・甕 がある。

黒色土器椀(113)は やや 深い形 態の もので底部 は糸切 り痕 がその まま残 る。

土師器鍋(114)は 口縁端部 が内傾す る越後型の ものである。胴部 外面 はヘ ラケズ リされ る。甕(115・116)

は 口縁部が2段 に見 えるもので116は 口縁端部 がやや肥厚す る。

土 師器椀 は図示 して いないが、底部片が2個 体 あ りいずれ もヘ ラケズ リされている。

(12)SK19出 土土器(表10・ 図109)

SK19は 土拡墓 であ り、出土 した4点 は副葬 品である。黒色土器椀3と 土師器椀1が あ る。黒色土器椀

(117・118・120)は 高台の付 くもの と付かない ものが ある。底部調整は117・118と もに 『ロクロケズ リで、、

120は 高 台をつけ るためのナデである。117は 外面 に もヘ ラ ミガキを施 してい る。

土師器椀(119)は 残 りの状態が悪 い。黒色土器 の内面の黒色が とんだ ものか もしれない。底部 は糸切 り

痕 をそのまま残す。
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㈹ 小 結

平安時代 の遺構出土土器 は、供膳形態 では黒色土器椀 を主体 としてお り、 そこに少量の土師器椀や灰粕

陶器椀が加 わ る。須 恵器 の杯 はない。

黒色土器椀 は15cm以 上 の もの と、13cm前 後の もの、11cm前 後 の もの と大 きさに3種 あ り、13cm前 後の も

のはヘ ラケズ リや ロクロケズ リされ る ものが13cmよ り少 し小 さ く、糸切 り痕 を残す ものは13cmよ りやや 大

き くな り、浅 くなる傾 向が ある。 ちなみにロ クロケズ リされ るSK19出 土品では口径12 .6cmで 器高は4.2～

4.5cm、 糸切 り痕の残 るH12号 住居出土品では口径12 .8～14.Ocmで 器 高は3.3～4.Ocmと な る。

今 この傾向 を年代 的傾 向 とみれば、H1・2・3・5・8号 住居趾 、SK1、SK19が 古 く、H11・12

号住居趾が新 しい様相 をもつ といえる。

絶体年代では、少量なが ら各住居趾 に1～2点 あ る灰粕 陶器椀が、漬け掛けで三 ケ月形の高台 をもつ こ

とか ら折戸53号 窯鵡(東 濃大 原2号 窯式)と すれば、1・世紀末 一11世 紀代 の職 が与 えられ る.'

煮沸形態では土 師器甕が主体 である。 口縁部 が頸部 の強 いナデに よって2段 に見 えるものが 多いが 、越

後型 とされ る口縁端部が 内傾 し胴部が砲 弾形 をなす もの も少量あ る。

いずれに して も、今 回出土 した土器は、平安時代後期(10世 紀末 ～11世 紀)の 土器群 といえよ う。飯 山
く　　　

編年では長者清水、鍛冶田A段 階から鍛冶田ρ段階にかけての土器群 となる。

-
⊥

9
白

注

注

注2

注1

年代 観 につ いて は笹 沢浩 「古代 の土器」 『長 野 県史』 考古 資料 編全1巻41988に 従 っ た。

望 月静雄 ・高 橋 桂 「平安 時代 の土 器編年 につ いて」 『長野 県飯 山市 旭町 遺跡群 北 原遺跡IV』 飯 山市教 育委 貝会

1985

赤 外線 カ メラに よ る判 読 にあ た っては長 野市 立博物 館 山 口 明 氏 にお世 話 にな った。 その 時に は 「塵 」

の くず し字 では ないか との こ とで あっ た。

土師器 と黒色土 器 につ い ては 、 「平安 時代 の 食器 の変遷 は須 恵器 ・黒 色土器 ・灰粕 陶器 とロク ロ成 形の 土師 器

の消長 で示 され る もの で あ り、 この変 化 こそが 平安 時代 の土器 の変 遷 で もあ る」(笹 沢浩 「古代 の土 器」r長

野 県 史』 考 古 資料編 全1巻41988)に 従 い、形 態は 同一 で も内面 の黒色 処理 が な され て いない もの を土 師器 と

し、黒 色処理 が な され てい る もの を黒 色土器 として呼 び わけ た。 しか し実際 には 内面 の遺存状 態 が悪 い ものや 、

黒 色処理 が 完全 で ない もの につ いては 識別が むず か しい。今 回 も黒 色の破 片 とまった く黒色 でな い破 片 とが接

合 した事 例 が ある。

また、土 師器 ・黒色 土器 の椀 あ るい は圷 の名称 につ いて も、椀 と杯 の 区別 が 明 らか で ない ため今 回 は椀 と呼

ん でお くこ とと した。 平安 時代 の土 器の 詳細 な分類 につ いて は今 後の課 題 であ る。
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黒色土器

H1号 住居趾

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀

1 12.8 4.5 5.6 ヘ ラケ ズ リ 残90%

2 11.6 4.1 一 一

3 11.3 3.9 5.5 糸切 り残 る
口縁に油膜状品付着
残95%

13.0 一 一 一

一 一 一 ヘ ラケ ズ リ

土 師 器

椀 4 12.4 3.5 6.1 ヘ ラケ ズ リ 残90%

甕

5 25.0 一 一 一 口縁端内傾

6 13.6 一 一 一 小型甕

7 一 一 6.6 糸切 り残 る 11

灰 紬陶器

椀 ない し皿片1、 瓶 肩 部 片1

黒色土器

H2号 住居趾

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀
8 15.7 5.1 6.0 糸切 り残 る 残25%

他2個 体以上

土 師 器

椀 2個 体 あ り、 うち1個 は糸切 り残 る

甕
10 30.8 一 一 一 口縁部2段

11 22.6 一 一 一 11

灰粕陶器

椀
914.2

一

1旛 由方法不明

他に皿片1片

黒色土器

H3号 住居:吐

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀

12 12.9 4.7 5.7 ロ クロケズ リ 残90%

13 13.6 一 一 一 口縁部片

14 13.6 一 一 一 11

15 13.0 一 一 一 //

16 13.8 一 一 一 11

17 一 6.2 一 一 高台付

一 一 一 一 糸切 り残 る

皿 18 13.8 一 一 一

土 師 器

椀 一 一 一 4.8 糸切 り残 る

甕

21 一 一 一 一 口縁部2段

22 一 一 一 一 n

23 一 一 一 一 11

灰粕陶器

皿2015.03.0 7.0 漬け掛け

黒色土器

H4号 住居趾

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀

24 16.5 5.5 6.2 糸切 り残 る 残50%

25 12.0 4.0 5.5 ヘ ラケ ズ リ 残90%

26 12.4 4.2 5.0 糸切 り残 る 残40%

一 一 一 一 ヘ ラケ ズ リ 底部片

土 師 器

椀
27 14.2 4.6 5.2 糸切 り残 る

28 15.3 一 一 一

甕

29 22.2 一 一 一 口縁部2段

30 25.4 一 一 一 //

31 21.4 一 一 一 //

他に小型甕片1

黒色土器

H5号 住居趾

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀

32 12.5 5.1 4.8 糸切 り残 る 完形墨書あり

33 13.0 4.7 5.8 ヘ ラ ケズ リ 完形墨書あり

34 12.5 4.3 5.5 ヘ ラ ケズ リ 残50%

35 12.8 一 一 一

36 13.0 一 一 一

一 一 一 一 ヘ ラ ケズ リ

土 師 器

椀

37 15.6 5.1 6.8 ロ クロケズ リ

38 12.4 4.7 5.4 ヘ ラケ ズ リ

39 13.2 4.5 6.4 不 明 磨滅著 しい

40 13.4 一 一 一

一 一 一 一 ヘ ラケ ズ リ

甕

41 12.0 一 一 一 小型甕

42 23.8 一 一 一 口縁端部内傾

43 26.6 一 一 一

44 25.2 一 一 一

45 18.6 一 一 一

46 19.8 一 一 一

黒色土器

H6号 住居趾

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀

47 12.2 4.0 5.7 糸切 り残 る

48 9.8 3.6 3.8 ヘ ラケ ズ リ 口縁に油膜状品付着

49 一 一 5.7 糸切 り残 る

一 一 一 一 ヘ ラケ ズ リ

一 一 一 一 ロクロケズ リ

一 一 一 一 糸切 り残 る

一 一 一 一 11

一 一 一 一 11

一 一 一 一 11

一 一 一 一 一 高台付

表8平 安時代土器計測表(1)(表 中数字 単位cm)
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土 師 器

H6号 住居趾

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀

50 一 一 6.5 一 高台付

51 11.6 3.6 4.6 ヘ ラケ ズ リ

一 一 一 一
糸切 り残 る

一 一 一 一 11

甕

52 14.0 一 一 一 小型甕

53 12.8 一 一 一 11

54 23.6 一 一 一 口縁端部内傾

55 36.6 一 一 一 口縁部2段

56 21.6 一 一 一 //

57 25.4 一 一 一 11

.58 21.6 一 一 一 //

59 18.8 一 一 一
//

灰粕陶器

椀

60 14.0 4.7 6.6 一 一 漬け掛け

61 16.8 一 一 一 一 11

62 17.8 一 一 一 一 11

土 師 器

H7号 住居趾

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀 63 11.8 3.4 4.5 糸切 り残 る 底突出

黒色土器

H8号 住居趾

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀

64 13.0 5.0 6.0 ロ クロケズ リ

65 11.9 4.1 5.1 不 明 磨滅著しい 完形

66 12.6 4.3 5.0 不 明 11

67 12.4 一 一 一

68 一 一 6 糸切 り残 る

土 師 器

甕
69113.6一 ■ 一

レJ・型 甕

他2個 体以上

灰粕陶器

椀

17・1■ ■7
・31一 障 け掛け

他に瓶肩部片1

須 恵 器

瓶
71一 一9.4一

他 に甕 片 ・瓶 片が あ る

黒色土器

H11号 住居趾

器形 図番号 ロ径 器高 底径 底 調 整 備 考'

椀

72 15.0 4.8 5.6 糸切り残る 完形

73 13.2 4.6 6.0 ヘ ラケ ズ リ 完形

74 13.1 4.2 6.0 不 明 完形
口縁部に油膜状品付着

75 11.6 5.0 5.0 // 11
11

76 13.6 4.0 5.0 糸切 り残 る

77 13.2 3.9 5.7 11

78 13.4 3.9 5.3 //

79 13.0 3.8 5.4 11 完形

80 13.0 3.9 6.8 //

一 一 一 一 ヘ ラケズ リ

一 一 一 一 糸切 り残る 高台突出

土 師 器

椀

81 12.4 4.3 5.8 糸切 り残る

82 12.2 4.0 5.6 不 明

83 13.0 一 一 一

一 一 一 6.4 指によるナデ?

鉢

84 17.4 一
7

一 口縁部内湾

85 17.6 一 一 一 口縁部外反

86 18.0 一 一 一 //

87 16.8 一 一 一 11

88 15.4 一 一 }

11

甕

89 12.6 一 一 一 小型甕

90 15.8 一 一 一 口縁 「く」字 形

91 22.4 22.4 一
胴 径23.8 完形 口縁端部内傾

92 19.0 一 一 一 口縁部2段

93 18.8 一 一 一 //

94 23.6 一 一 一 11

95 22.2 } 一 一

一 一 一 一 一 91と 同形 同大

一 一 一 一 一 底部片

灰紬陶器

椀
96 14.0 4.5 6.6 一 漬け掛け

97 一 一 7.8 一 漬け掛け 転用硯

瓶 99 一 一 9.3 一 ハケ塗 り

H:12住 片 と接合

須 恵 器

991-1-117.01一

瓶
他に甕胴部片あり

表9平 安時代土器計測表(2)(表 中数字 単位cm)
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黒色土器

H12号 住居趾

器形 図番号 ロ径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀

100 13.3 3.7 5.2 糸切 り残 る 完形

101 13.8 3.8 6.2 11 11

102 13.2 4.0 5.0 11 11

103 12.8 3.3 4.9 11

104 13.4 一 一 一

105 14.0 一 一 一

106 一 一 7.2 一 高台付

一 一 一 一 糸切り残る

一 一 一 一 11

土 師 器

108 13.8 3.8 5.2 糸切 り残 る 底突出

一 一 一 一 11

甕

107 一 一 5.9 糸切 り残 る 小型甕

109 22.6 一 一 一 口縁部2段

110 23.6 一 一 一 11

111 25.2 一 一 一 11

灰粕陶器

小壺
5.0

他に瓶胴部片がありH11号 住居出土品(99)と 接合 した

黒色土器

SK1

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀 113 12.8 4.4 5.6 糸切 り残る

土 師 器

椀
一 一 一 一 ヘ ラケ ズ リ

一 一 一 一 11

鍋 114 30.8 一 一 一 口縁端部内傾

甕
115 23.4 一 一 一 口縁部2段

116 24.6 一 一 一 11

黒色土器

SK19

器形 図番号 口径 器高 底径 底 調 整 備 考

椀

117 11.6 4.5 5.6 ロクロケズ リ 残80%

118 12.6 4.2 5.6 ロクロケズ リ 完形

120 14.8 5.4 6.8 一 完形

土 師 器

椀 119112・94・1「5・6綱 り残 る 残95%

表10平 安時代土器計測表(3)(表 中数字 単位cm)

番号 石 器 名 材 質 長 さcm 幅cm 厚 さcm 重量9 破損 備 考 石器固体番号

1 砥 石 頁 岩 11.0 4.2 3.0 227.1 H11住79

2 砥 .石 頁 岩 15.2 5.2 3.9 28.0 0 H8住

3 編 物 石 粉 岩 10.9 3.8 2.9 417.6 H8住

4 編 物 石 砂 岩 14.1 3.9 3.0 158.2 H12住6

5 編 物 石 砂 岩 4.8 2.6 1.8 216.7 H8住

6 編 物 石 砂 岩 18.0 5.7 4.2 613.9 H12住53

7 編 物 石 砂 岩 14.8 5.3 4.5 463.4 H11住2

8 カマ ド支脚? 砂 岩 15.6 6.8 5.5 700.5 スス付着 H8住

9 不明石製品 泥 岩 5.3 3.0 3.0 58.8 磨 製 H9住

10 浮 石
軽 石

(デ イサ イ ト) 6.8 6.2 4.5 X3.1 H8住

11 浮 石
軽 石

(デ イサ イ ト) 11.0 3.9 8.1 99.5

12 土 錘 土 製 6.2 2.6 2.4 37.5 VC-11

13 羽 口 土 製 5.9 7.5 3.9 96.8 0 V

14 羽 口 土 製 4.4 5.8 2.5 36.6 0 V

15 鎌 鉄 製 22.0 一 0.4 68.1 0 H11住

16 鎌 鉄 製 6.9
一

0.3 15.7 O H8住

17 塾 鉄 製 6.8 1.9 1.2 34.0 O

18 金 具 鉄 製 3.6 2.8 0.2 8.4 四角の孔

19 釘 鉄 製 4.0 0.7 0.5 6.5 0 IIIB-2

20 鉄 津 鉄 9.5 7.2 4.5 172.7 アメ状 V

表11平 安 時 代 石 製 品 ・土 製 品 ・鉄 製 品計 測 表
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B石 製 品(図110・ 表11)

各住居趾 お よび遺構 外 よ り該期 の石製 品が い くつか検 出 されてい る。

(a)砥 石(1・2)

1はH11号 住居趾 よ り出土 した もので、頁岩製の仕上砥 である。正面お よび裏面 には、使用痕 と思 われ

る線条痕 が認め られ る。2も 頁岩製 である。破損 品であるが 、使用に よ りずい分 と小形 となっ ている。

(b)編 物石(3～7)

明確 な使用痕跡 は認め られ ないが、全体 的に磨滅 して いる。重量に もバ ラツキがあ り、すべ てが本類 に

含 まれ るとは限らないだ ろ う。

(c)カ マ ド支脚(8)

煤が付着 してお り、いかに もカマ ド支脚 に使用 された と考 え られる ものであ る。下端 は欠けて いるが、

ほぼ平坦 な面 となっている。 また赤化 も認め られ ヒビ割 れが ある。

(d)磨 石

H9住 よ り出土 した泥岩製 の磨石で ある。青色 を してお り、全面が磨かれ ている。先端部 は鋭 く円錐状

になっている。磨石 としたが、特殊な用途 であった と思われ る。

(e)浮 子(10・11)

孔は認め られ ないが、軽石 を利用 した浮子 であろう。

C土 製 品

12は 土錐 であ る。13・14はV区 南端 よ り比較 的多 く出土 した フ≧ ゴ羽 口片 で、H8号 住居趾 に関係す る

もの と思われ る。先端部 は熱 によ り熔 変 している。

D鉄 製 品

(a)鎌(15・16)

飯 山市 で発見 され るのは初 めてである。15は 基部 ・刃部 とも欠損 しているため身部長 は不明 であるが、

約20cmと 思われ る。刃部 の柄 に対す る角度は約50.、比較的細身、薄手 である。16は 小形の鎌 で、基部側 の

み残存す る。折 り返 し部分が認め られ、基部 の長 さは約6 .5cmを 測 る。

(b)そ の他

17は 塾 と考 え られ る鉄製品 で、長方体 を呈 し、先端部分が細 くやや曲 っている。18は 、薄 い孔 のある鉄

製品であ るが 、用途 は不明。19は 、断面方形の鉄釘 である。頭部が折 り曲ってい る。20は 、V区 南端にお

いて・ブイ ゴ羽 口等 とともに出土 した鉄澤であ る。 多 くが凹凸が激 しい粗雑 で 多孔質の残澤で あったが、

本例 のみ一部 に飴状 を呈 して流動性 を もった鉄澤 である。
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図110 平安時代の石製品 土製品 ・鉄製品
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第7章 大倉崎館跡の補遺調査

大倉崎館跡 は昨年度末調査 であった郭 内堀 の東延長部分 と土塁 の調査 を行 った。これにつ いては昨年度

の発掘調査途 中で館跡 の保存 問題が提起 されたので、現状破壊 となるため土塁 の断ち割 りや土塁下層遺構

の調査 を行 わなか った。 しか し計画 どお り道路 が通 ることがや むを得ないこ ととなったため、今年度に調

査す ることとなった。調査時 にはすでに橋 台 と橋 台工事用進入路 によって東 ・北側が削 られてお り、土塁

部分だけが突 出 した状態 であった。

(1)郭 内堀の調査(図112)

郭内堀 は昨年度 の調査 で、ある時期 には外堀 までつ きぬけてお り、その後土塁 として東端部 が埋 め戻 さ

れた ことが確認 されて いたが、今年 度はその埋め戻 され た所 を発掘 した。

埋 め戻 され た所は 、南側は その まま傾斜 して いるが北側は2段 になってお り、上段 はゆるやか に傾斜 し

てい る。

埋 め土 は基本的に黄色粘 土ない し黒色土の混 じった黄色粘土 を水平 に積 み重 ねて土塁 として いるが、下

層には外堀 までつ きぬけていた時期 に堆積 した と思われ るシル ト質の土が両側 に認め られた。

底面 は東側 でやや 高 く、途中で段 をもって20cm程 下 が りあ とは西端 までほぼ水平 である。幅は上端 で8.4

m、 底 で1.6～2.Om。
　 ユ　

この郭 内堀については性格 が未 だはっき りしないが、入口兼通路 とす る考 え方 もあ る。底面 の高さが ち

ょうど外側の高 さにほぼ等 しいこ とを考 えれば、通路説 も・興味 ある説である。 しか し、後 に西端が土塁 と

して埋め られた後 も郭 内部分 は使 われてい るか ら、通路 であった として も後に性格 が変 わった といえる。

(2)土 塁の調査(図113)

土塁 は2ケ 所で断ち割 り、盛 り土の状態 を観察 した。Bで は途 中に松根油採集 の際 と思 われ る掩 乱拡 が

あってやや不 明瞭だが 、Aで は土塁の盛土 の状態が良 くわか る。

土塁の構築方法 を盛土 の状態か ら類推すれば 、まず土塁構築予定線上の黒色土 を約30cmほ ど掘 り下 げて

か ら、 その上 に外堀側か ら黄色粘 土お よび黒色土の混 じった黄色粘土 を30cmぐ らいつ つ層 をなす ように積

み上げ、最後 に郭側 に黄色粘土 を水平 に積んで いる。積 まれている土は基本的に黄色粘土 なので、おそ ら

く外堀 を掘 った土 を使用 したのであろ う。 そ うとすれば、外堀 を掘 るの と併行 して土塁が構築 され たもの

と考 えられる。

(3)出 土遺物

今年度 の調査 では館にかかわ る遺物 は、越前系 と思 われ る甕体部 片が1片 郭 内堀埋土 中か ら出土 したの

みである。今 回掲載 した図(114～116)は 昨年度調査 出土品であ る。

注1今 清水 陽光 氏 ご教 示 。氏 に よれ ば千葉 県 国付 台遺跡 に 同様 例 が あって 、そ こで も当遺跡 同様 に郭 の 中央 に郭 内

堀状 に通 路が あ るそ うで あ る。
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図111大 倉 崎 館 跡 調 査 地 実 測 図1250
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図112郭 内堀 土 層 図1:60

図113土 塁断面土層図 1:60
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411図 888年 出 土 遺 物(1)輸 入 磁 器1:4

白磁1～7・23・26・29青 磁8～22・24・25・27・28
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図11588年 出 土 遺 物(2)1:4

輸 入磁 器 ・国 産 陶器

青 磁30・31美 濃瀬 戸 系 陶 器32～41 瓦質火炉42
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図11688年 出土 遺 物(3)1:8

珠 洲 系43～50越 前 系51

拓 本 は1:2
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第8章 結 曇五
ロロ

遺跡の所在する丘陵地帯は、古墳、大倉崎館趾、弥生時代中期の太形蛤刃石斧の出土地 として古 くか ら

知 られている。地元飯山市立常盤小学校に現在も上野遺跡出土の石器類が保存されている。

昭和40年代後半、飯山地方にも圃場整備事業等開発の波がお しよせ幾多の貴重な遺跡が無残に も破壊さ

れていった。そこで、少 しでも遺跡の破壊 を防こうと飯山北高等学校地歴部が、飯水岳北地域の遺跡分布

図の作成にとりかかった。分布図作成のために各地域をくまな く踏査 しつづけた。たまたま常盤地区を担

当した太田文雄氏は、上野遺跡で玉髄製の掻器数点を採集し、先土器時代の遺跡地であることも判明した。

図117上 野遺跡採集の掻器 ・彫器(12)

更に大倉崎館趾 の西北の溜 池付近か ら平安 時代 の土師器 を採 集 し、本遺跡が先土器時代 、縄文時代、弥

生 時代 、古墳時代 、中世 の各時代 にまたが る重要 な遺跡 として認知 されるに いたったの である。

このよ うな重要 な遺跡 が所在す る丘陵のほぼ丘頂部 を縦断 して国道117号 線のバ イパス道路 が敷 設 され

るこ ととな った。そのため私達 は、昭和64年 度 に橋台部分 にあたる大倉崎館趾 の調査 を行 った。このこ と

の是非や保 存運動 につ いては、 「小沼湯滝バ イパス関係遺跡調査報告1」 の報告書で触 れてあるので省略

す るが、 多大 な成果 をあげた反面、当地方 に とって重要かつ稀少価値 のある中世城館趾 の主要部分が、永

久に消え去 って しまった悲 しみ を忘 れ去 るこ とがで きない。地域開発 とひ きか えに市民共有の大切 な文化

財 を失 って しまったか らであ る。

発掘調査=は、飯山地 方特 有のむ し暑 さがは じまる6月13日 か ら秋風の たつ9月19日 までの約3ケ 月間に

わたって行 った。調査 の結果予期以上の成果が あった。以下 各時代 ご とに簡単 に記述 してゆこ う。

1.先 土器 時代

石器は、尖頭器 、掻 器 、彫器、ナイフ形石器、石錐 、磨製石 斧、剥 片等バ ラエテ ィに富んでお り、出土

点数 も多い。 第1区 か ら第5区 の各区にまたがってお り、集中 して出土 した地 点はご く僅かであ り、大部

分は まば らに出土 した。恐 ら く縄文時代以降の住居趾 、建物趾 造成 のために破壊 されたため と思 われる。

それほ ど本丘陵が、千曲川に面 した人々の生活 の場 として最適 であった証左 であろう。

地層的 には、II・III層 の出土が ほ とん どであ り、先土器時代終末期 に近 い所産であるこ とを窺 わせ る。

器種的 な面では横 倉形 の尖頭器が 出土 してお り、今 後千 曲川下流域で該種の石器が まとまって出土す る可

能性が高 いこ とを私達 に示 して くれた。発見 され るとすれば本遺跡 を中心 とした近辺の千曲川両岸 の段丘

面 であ ろう。横 倉遺跡 は20kmし か距たっているだけである。次に玉髄製 の掻器 が多量に発見 され たこ とで
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ある。出土遺物の項で触れているとお り、玉髄製の掻器の多用は本遺跡の大きな特徴 といえよう。果 して

この玉髄製掻器を中心 とする石器類が どのような年代的位置にあるのか、そして製品が圧倒的に多く剥片

がきわめて微量であるところから他地域より製品として持 ち込 まれた可能性が高い。そうだとすればどの

地域か ら搬入されたのであろうか。また、石材の原産地はどこであろうか今後の重要な研究課題であろう。

いずれにして も本遺跡所在付近の千曲川両岸には、 日焼、関沢、千苅、太子林、瀬付等先土器時代の遺跡

が多く所在する。まさに先土器時代の宝庫 といえよう。同時に生業 を考える上に重要であろうと思われる。

2.縄 文 時代

所属時期が判然 としている遺構は検 出 されなか った。縄文前期 後半の土器が 出土 してい る。木遺跡 と指

呼の間にある大倉崎遺跡 との関連 を示す ものであろ う。弥生時代 以降の活動 によって破壊 されたか、 また

は地点 を異に して住居が営 まれ たのか も知 れない。 また若干 であ るが、中 ・後期の土器片 も出土 してい る。

3.弥 生 時 代

中期所属の住居7軒 が検出された。石器 としては、太形蛤刃石斧、石庖丁、扁平片刃石斧、剥片等が発

見されてお り、本丘陵が弥生中期に盛んに利用されたことを裏付けている。敷設道路部分がほぼ丘頂にな

り、東側は若干の緩傾地 をもって千曲川に急崖で接 している。西側は、緩傾斜で比較的広大な面積 をもっ

て後背湿地たる常盤平に接している。この西側斜面では、畑耕作中多くの弥生土器破片が発見されており、

また調査中西側斜面___.帯を踏査 した折に、農家の軒先で石庖丁を一点発見した。このようなことか ら遺跡

の中心部は、西側の傾斜面に存在するもの と考えられる。一般に千曲川下流域では、栗林遺跡、笠倉遺跡、

田草川尻遺跡等大規模な遺跡が千曲川に面 し立地している。後背地あるいは近辺の湿地帯 を稲作地 として .

使用したことは勿論であろうが、稲作以外に千曲川との深いかかわ り合いを示 しているものと思われる。

常盤平 を挾んで1kmほ ど距てた長峰丘陵上 と外様平 を挾んだ関田山脈山麓の湧水地帯に弥生中期の遺跡

が多く分布 し、飯山地方の弥生中期の集落構成を考える上で非常に興味深い。本遺跡出土の弥生中期は、

現在調査続行中の長峰丘陵上にある小泉遺跡群出土土器 と合せ研究することで、飯山地方の弥生中期中半

から後半にかけての土器型式がより鮮明化されるであろう。

弥生後期については、住居趾は一軒のみであり、遺物出土量 も少ない。

4.古 墳時代 お よびそれ以降

古:墳時代 では、方形周溝墓 と考 えて よい もの4基 検 出され た。恐 ら く古:墳時代前期 には丘頂付近が墓域

として取 りあつか われ たのでは ないだろ うか。飯山地方 の古墳時代 前期 の墓制 を考 える上 で非常 に貴重な

資料 となるであろ う。飯 山地方 では、類例 の乏 しい前期所属 の北陸系の土器が出土 して おり、古墳時代前

期土器形式の研 究が一歩前進す ることであろ う。そ して、従来か ら指摘 されてい るように古墳時代前期に

北陸地方 と深いかか わ り合 いを もっていたこ とが改めて認識 された。

飯 山地方では、現在 までの ところ奈良時代 の土器は検 出されて いない。その理由は不明 である。平安 時

代 に入る と各地に再 び生活が営 まれ るようになる。本遺跡 も例外でな く、奈良時代 の遺 構、遺物 は検出 さ

れなか った。平安 時代 の遺構 としては、住居趾が8軒 検 出され た。そ して住居趾 に付随す る と思 われ る建

物趾 も検 出されてい る。更 た土拡 も検 出 された。特筆 すべ きは鉄製の鎌が住居趾 内か ら発見 され たこ とで

ある。飯 山地方では初 めての ものであ る。

そのほか、羽 口も出土 してお り鍛冶趾が存在 した ことを裏付けてい るが 、後世 の破壊が著 しく遺構は検

出され なか った。
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以上、今回調査の成果の一端をのべてきた。これらの成果が飯山地方の原始、古代の解明に果す役割は、

はか り知れない。と同時に国道が開通した場合、周辺地域の開発のテンポが急速度に進展 し、地下に眠っ

ている貴重な遺跡が次々 と破壊されることと思われる。今回調査地域は、上野遺跡の一部分であり大部分

は全 くの処女地である。今後、周辺地域の開発には関係機関をは じめ、市民全体が充分注意してゆくこと

が肝要であろう。更に一昨年調査の大倉崎館趾残存部分の保護活用についても真剣に考慮すべ きであろう。

末尾なが ら本調査について、指導助言をいただいた県文化課指導主事小林秀夫、児玉卓文両氏、地質に

っいて玉稿をおよせ下さった早津賢二、小島正 巳両氏、物心 ともにご協力いただいた上野区長稲崎實氏、

同副区長小林祐幸氏、更に災天下黙々 と調査に従事 された作業員の皆さんに調査団を代表 して深甚なる謝

意 を表する次第である。
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付編

飯山市上野遺跡の地質
旧石器群の層位 と段丘形成年代

巳正島小　二賢津早

1.は じ め に

上野遺跡は、千 曲川左岸 に接す る、標高320～325m、 幅約500

m、 長 さ約1,500mの 小規模 な丘状 をなす段 丘上 に位置す る。 こ

の段丘は、千 曲川の氾濫 原か らの比高10～15mで 、川にのぞむ東

側 は明瞭な段 丘崖 を有す るが 、他の部分では明瞭 な段丘崖 を欠 き、

ゆるやかに高度 を下 げて氾濫 原 と接す る。段 丘の西側 には、旧氾

濫 原の低地帯が広が る。

筆者 たちは、上野遺跡 のある段丘の形成時代 と、遺物 と示標テ

ラフ層 との層位関係 を明 らかにす る 目的で調査 をおこなった。 そ

の結果 を、以下に報告 す る。

2.段 丘 と遺 跡 の 地 質

段 丘の最高地点に ある大倉崎館跡 の崖(図1)の 地質柱状図 を、

図2-aに 示す。 この図か ら明 らか なよ うに、下位か ら、礫層(層
図1

V"

段丘の断面がみえる崖

(図2-aの 柱状図の地点)

図 はテ フ ラ分 析 をお こな った層 準

図2段 丘 構 成 層(a)と 発 掘 グ リ ッ ドの 断 面(b)の 地 質柱 状
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厚2m以 上)→ 砂 とシル ト～粘土 の互層(約4.5m)、 褐色風化 テフラ層(20～30cm)→ 黒色腐植土層(数

10cm)、 の順 に重 なる。褐 色風化 テフラ層は、厳密 にはテフラ性の土壌で、 この中か ら、約2.2万 年前の姶

良Tn火 山 灰(AT)(町 田 ・新 井 、1976)が 混 交 し

た状態で産 出す る。

遺跡の発掘 グリッ ド(図2-b)で は、下位 よ

り、シル ト～粘土層(層 厚40cm以 上)→ 褐色風化

テフラ層(約20cm)→ 黒色腐植 土層(約30cm)の 重

な りが、観察 され る。最下位の シル ト～粘土層の

上面には、乾裂(乾 痕、suncruck)と みられる不

規則な 多角形 ～亀 甲状(平 面形)の 割 れ 目が発達

し、間 を上位 の褐 色風化テ フラ層が埋め ている。

割れ 目は、 クサ ビ状に深 さ最 大40cmに 達す る(図

3)。 褐 色風 化 テ フ ラ層 中には、館趾地点の崖 の

場合 と同様 、AT粒 子が普遍 的に含 まれてお り、特
図3発 掘 グリッ ドで認め られる乾裂の縦断面

にテフラ層の下部や上 記割 れ 目の間に、よ り多 く含 まれ る傾 向がある。

3.旧 石器の 出土層準 と段丘の形成年代

上野遺跡の 旧石器 は、黒色腐植土層直下 の褐色風化テ フラ層上部 に集 中して出土す る傾 向 を示す。一 方、

ATは 、すでにのべ たように、褐色風化テフラ層(テ フラ性土壌)の 全層準に分散 して含 まれてお り、特 に

その下限部に 多 く濃集す るこ とか ら、テフラ性土壌の堆積機構(早 津、1988)を 考慮す ると、ATの 降下

層準 は褐 色風化 テフラ層 の下 限にあ る、 と考 えられ る。 したが って、上野遺跡の 旧石器群 の層準 は、AT

のか な り上位 にあるこ とになる。

なお、栄村小坂遺跡 など、千曲川(信 濃川)の より下流地域で見い出 され ている(早 津 ・新井 、1985;

早津 ・佐藤、1988;早 津 ・小島、1983;早 津ほか、1983;佐 藤、1987、1988)浅 間草津軽石層(As-YPk、

1.O～1.1万 年前)(新 井 、1971;町 田、1987)は 、ここでは見い出され なか った。しか し、信濃川流域にお

け るAs-YPkの 一般的産状(早 津:・新井 、1985)か ら判断す ると、As-YPkの 降下 層準 は褐色風化テフ ラ

層の上 限にある と考 えられ るので、この遺跡 の旧石器の層準は、As-YPkの 直下 に くる可能性 が大 きい。

上 野遺跡の ある段 丘面の離水 の時期、つ まり段丘の形成年代 は、最上位 の水成堆積 物であるシル ト～粘

土層の上 に重 なる乾陸成の堆積物 、褐 色風化 テフラ層の下 限の年代に よって与 えることがで きる。既述 し

た ように、褐色風化テフラ層 の下限には、ATの 降下 が あ った ことを示 している。 したが って 、段丘の形

成年代 は、AT(約2.2万 年 前)の 降下 直前 、約2.2～2.5万 年前頃 と堆定 される。

上野遺跡のやや下 流対岸 に位置す る日焼遺跡 も、上野遺跡 と同様 、ATの 降下直後 に離水 した。 この地

域 の最 も低位の段丘群 の上 にの る。ATの 層 準や褐色風化 テフラ層の厚 さか ら判 断す る と、厳密 には、 日

焼遺跡のあ る段丘面 の方が 、若干離水 の時期が早かったよ うである。

(ま とめ)

1.上 野遺跡 の旧石器群の出土層準 は、AT(約2.2万 年前)の か な り上位にある。 また、As-YPk(1.0

～1 .1万年前)の 直下に くる可能性が大 きい。年代は、1.0万 年前 ～1.5万 年前 の問(1.2～1.3万 年前か?)

にあ ると推算 され る。

2.上 野遺跡のの る段 丘面の離水は、ATの 降 下直前(約2.2～2.5万 年前頃)に なされ た。 これは、 日

焼遺跡 の段丘面の離水の時期 と、ほぼ等 しい。
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第3編 大倉崎遺跡の調査





第1章 調査の方法 と経過

1調 査方法

(1)・調査方法

大倉崎遺跡は大倉崎 丘陵全体 に広が る遺跡で、過去 に も発掘や土取 りの際に遺構が確認 されて いる。 し

たがって遺跡内の調査地 点 を過去 の調査に従 ってアルファベ ッ トで整理 した(表1図2) 。

今 回の調査地 は国道117号 線バ イパス部分(E地 点)と 、同バ イパス通過 に伴 う大倉崎区墓地移転 用地

(D地 点)で あ る。調査 時にはD地 点をOZIと し、E地 点 をOZIIと している。

まず・墓地移転用地(D地 点)は 、大倉崎 区の南端 にあ る美妙寺 のす ぐ裏(北 側)の 約1100m・ 一さ、現状

は原野であるが 、かつて耕作 した ことが あ り、 しか もイモ貯蔵穴3ヵ 所掘 られた跡 が残 るなど、一部掩 乱

されていた・表土の腐葉土な ど30cm前 後 の厚 さで表土 を重機 では ぎ とってか ら、西側 の墓地隣接地 か ら調

査 を開始 した。

ジョレン・ス コップ等 で遺物等 に注意 しなが ら掘 り下 げて、遺構 を検 出 していったが、掘 り下 げ を開始

した当初か ら、黒色土層 の上層か らも予想外に多数の縄文土器 が出土 したため 、調査 日程や調査面 の高 さ

等 を考慮 して遺物 は、 グリッ ト毎 に一括 して取 り上げた。黒曜石(2ヵ 所)や 五輪塔 の水輪 など も同 じ面

で検 出した。

調査地の中央部 は小丘の頂上 となっているが、東西両側 につ いては斜面 となってお り、黒色土 の厚 さや

遺構の有無 を確認す るために適宜 幅50cm程 度の断 ち割 りを行 った。当初SXと し、後にJ3号 住居趾 とし

た遺構はこの断ち割 りに よって確 認され たものである。

遺物 の とり上 げについては、住居趾等の遺構が確認 され るか 、 もし くはその可能性 がある ところの出土

遺物 は・一つ ひ とつ ラベ ル をつけ 、位 置お よびレベル を記録 して取 り上 げた。その他 の出土品は、状 況に

応 じてグ リッ ト毎あるいは遺構毎に取 り上 げた もの もある。

D地 点墓地移転地(OZI) E地 点バ イパ ス路線(OZII)

図1地 区 割 設 定 図1:750
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図2調 査 地 周 辺 の地 形1:1500
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地 点 概 要 文 献

A地 点
1970(昭 和45)年11月 発掘

縄文 前期土器 出土
2

B地 点
1973(昭 和48)年10月 発掘

縄文前期住居趾2軒 検出
2

C地 点
1948(昭 和23)年 堤防の土取 り作業 中に竪穴住居趾 らしきものが

2ヵ 所出た ようであ る。
1

D地 点
1989(平 成元)年9～11月 発掘 大倉崎 区墓地移転地(OZI) o

縄文前期住居趾5軒 検 出
本 報 告

E地 点
1989(平 成元)年10・11月 発掘117号 線バ イパ ス路線(OZII) o

縄文 前期土器 出土
本 報 告

1清 水享 ・森山茂夫 「下水内郡常盤村大倉崎瀬附遺跡」『下水内郡遺跡発掘調査報告書』1950

2高 橋桂 ・中島庄一 ・金井正三 「北信濃大倉崎遺跡発掘調査報告」『信濃』28-41976

表1大 倉崎遺跡地点一覧表

また、道路用地部分(E地 点)に つ いては、東 向きにゆ る く傾斜 して千曲川の段丘面へ と続 いているた

め・堤防沿いの約100m程 を重機 で耕作土 をは ぎとって遺構 ・遺物 の確認調査 を行 った。 その結果、遺構 ・

遺 物 が ほ とん ど検 出 で きず、 精査 を省略 した。従って精査 したのは、その南側の約400m・ であ った。南

か ら精査 に入 ったが遺構 では柱穴 とす るにはやや不安 のある浅 くあや ふや な穴 多 くとイモ貯蔵穴以外 は検

出で'きなか った。

また・今 回調査地 とB地 点 との間については、古 く削平 された とのこ とで調査 を行 わなか ったが、発掘

終 了後重機に よる確認 を行 った ところ耕作土 直下が地山 となってお りやは り削平 されてい るこ とがわか り、

遺構 も検 出 されなか った。

図3土 層模式図1:60
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調査地 の測量 につ いては 、平面図40分 の1を 作成 し、必要に応 じて遺構や 遺物 の実測 を行 った。大倉崎

遺跡の調査 は晩秋 にかか って しまい、不順な天候 、北風 による落 ち葉に悩 まされ、写真撮影や測量 には難

渋 した。

(2)調 査区 の設定(図1)

墓地移転用地 設定 は道路 中心杭No.41+20か らNα40+60を 見通 して 、その ライ ンを基準 に5m方 眼 を設

け、西か ら東へ1、2、3～ 、南か ら北へA、B、C、Dと 地 区を決め た(図2)。

道路用地 同 じ く中心杭No.42+20とNo.42の ラインを基準 に5m方 眼 を組み、東か ら西へL、M、N、O

とし、南か ら北へ1、2～ と設定 した。

両調査地 の基準 レベ ルは、大関橋 の西 た もとにあるBM318.34mを 使 用 した。

(3)層 序(図3)

大倉崎遺跡 の基本的な層序は、上 か ら暗灰色土(表 土)、 黒色土 、淡褐色土(漸 移層)、 黄色粘土(地

山)と な る。暗灰色土は腐蝕 土お よび耕作土 であ り、厚 さは20～30cm。 黒色土は丘頂部 で厚 さ20cm、 斜面

では下方ほ ど厚 く20～40cmで あ る。黄色粘土 はSK17の 壁面でみる と厚 さ約70cmを はか り、深 くなるほ ど

黄色 に褐 色が強 くなる。黄色粘土の下はSK17壁 面 でみ ると砂礫層 となっている。

遺構の埋 土は黒色土 となって いるが、縄文 時代 の住居趾 では下 層が淡褐色土 である。

最終的な遺構検 出面 は黄色粘土面だが遺構 の切 り込み面は、中 ・近世 の ものは表土直下 であ り、縄文時

代 の ものは土器の出土状態 な どか ら淡褐 色土 と黒色土の間 よ りやや上 であろ うと考え るが 、肉眼の断面観

察では確認 できなかった。

2調 査経過

今 回の調査 は1989(平 成元)年9月26日 か ら11月17日 までが墓地移転 用地(D地 点)、 道路用地(E地 点)

については同11月13日 か ら11月21日 まで実施 した。

調査 は西端 の墓地に隣接す るところか ら開始 した。黒色土層が厚 く、縄文前期の土器が予想 外に早 く出

土 しは じめ、 しか も数量的に も大変 多か ったため黒色土 の掘 り下げ に多 く時間をついや した。

2日 目の9月27日 には五輪塔:が重ねて埋め られているのを検 出した(SK1)。

10月6日 ジ ョレンがけ によって黒色土層下 に遺構 が検 出され始め た(方 形1m前 後の大 きさの もの数 カ

所)。中か ら宝筐 印塔がみつか る。

A5区 において住居 の貼床 らしき固 く踏みか ため られた2m2位 の大 きさの場所が検 出され当初J2号 住

居趾 と命名 しておいたが 、踏み 固め られた道か も知れないという観察 もあって、はっきり貼床 だ と特定 で き

なか った。住居趾 とい うこ とも確認で きず、最終的には住居趾 では ない と結論 した。

調査地の 中央部 が小高 くなってゆ るや かな丘状 を呈 しているが、 その 中央か ら東部分 の落 ち込み につ い

て、幅50cmで 東西 ・南北 の十文字 に試験掘 りをした結果 、真 ん中の最 も深い ところで90cm、 周 りで15cmと

鍋底状 をした大 きな遺 構があるこ とが わかった(J3号 住居趾)。この住居趾 か ら検出 した土器類 につ いて

例 外な く表面が ボロボ ロと欠け落 ちるような もろい状態 を示 した。 図19-34の 有孔浅鉢 形土器 も非常 に壁

面がボロボロ くずれ薄 くなって復元作業には時間がかかった。3号 住居趾 の北隣2ヵ 所か ら土器が まとま

って出土 したので、SK20とSK21の 土砿 として処理 した。

3号 住居趾 のす ぐ南隣か らは5軒 目の縄文時代 の住居趾 が確認 された。6号 住居趾 の北1則地 山床面か ら

10cm位 上 面 より黒曜石 の砕 片が多量 に検 出された。 これはか な りの範囲 で認め られ場所に よって敷 きつめ

たような感 じの ところもあ った。非常 に細かい網 をつか って土 と分離 しよ うとしたが、ほ とん ど流失 して

しまった。
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図4D地 点(OZI)調 査 地 実 測 図(1)1:160

東端のSK17は 、黒色土中に土器 片のま とま りが検 出され、その下数cmの ところには炭 を含 む黒色土 が

直径50cm位 の範 囲であ り、 さらに3～4cm下 層には12cmの 厚 さで突 き床 のような固い土層 が確認 され た。

なお掘 り込 んでい くと墓地移転用地 内では最 も大 きな土砿 となった。
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図5D地 点(OZI)調 査 地 実 測 図(2)1:160

11月6日 には1～3区 までの平 面図 とレベ ル測量 を終 る。同8日 に3・4区 の平面図 とレベ ル測量 を終

了 した。 同10日 には5～7区 の平 面図 とレベ ル測量 を終了。17日8～11区 の平面 図 ・レベ ル測量 を完了。

道路用地部分 については11月13日 か らジ ョレンがけ等 を開始 した。 ま とまった土器片が2ヵ 所か ら出土

した以外は、遺物類の散在的出土が あったのみである。11月21日 平面図 とレベル測量 を完 了 して、現地作
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図6E地 点(OZII)調 査 地 実 測 図1:160

業 を全部終 了 した。

なお 、調査期 間中に、調査の進捗や 出土遺物の紹介、作業員の状況等 を地元にア ッピール す る 目 的 で

「か わ ら版大倉崎 」を3回 発行 し
、上野 ・大倉崎地 区 を中心に配布 した。配布にあたっては両区長 さんお

よび 区の皆様 の ご協 力を得 た。
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第2章 縄 文 時 代

1遺 構

縄文時代の遺構はD地 点(OZI)で のみ認め られ、竪 穴住居趾5軒 と土拡があ る。

A竪 穴住 居 祉

(1)J1号 住居趾(図7・8)

J1号 住居趾 はA・B-4・5地 区にあ り、南西にゆ るやか に傾斜す る斜面に構築 され ている。

直径約6mの 円形プ ランの住居趾 と考 え られ るが、斜 面に造 られ ているため、掘 り込み の肩 は高位 であ

る東北半分 で しか確認 していない。高位 の肩か らの深 さは約40cmで あるが壁は垂直 に落 ち込 まずゆ るやか

に傾斜 す る。

柱穴は壁肩部 の もの もあわせ て36ヵ 所確認 されてい るが、今 、その深 さをみ るとP12・18・30～32が10

図7J1号 住 居 趾P,・PZ120
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図8J1号 住 居 ±止1:60

cmと 浅 く、深 い もの としてP4・5・7・8・10・16・20・22・27が 約40cmを はか り主柱 穴 と考えられる。

壁肩部のP34・35・25は64～80cmと 深い。他は深 さ約20cm前 後 である。補助 的な柱か。

P1・P2・P3は 土拡状の大 きな穴 で、P1・P2の 上面か らは有孔浅鉢形土器 が約2分 の1個 体 分 出

土 してい る(図7)。 しか しそれ以外はほ とん ど遺物 はな く、今の ところ何 の穴かわか らない。牟礼 村の丸

山遺跡2号 ・17号土拡 では同様 の有孔浅鉢形土器が完形で出土 してお り、土砿墓 としての性格 が強 く想定
　 ユ　

で きるが、当例 は、出土位置が上面であ りまた土器 も完形 では ない。貯蔵穴 であ ろうか。

中央には焼土が堆積 した所 があ り炉 と考 え られ る。

埋土 は、上層 として黒色土が レンズ状 に中央で約15cmの 厚 さであ り、下 層は地山 とよ く似 たや や灰色が
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図9J3号 住 居 趾1:60
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か った黄褐 色土 である。 なお 、上層の黒色土の

途 中に踏み固め られ たようなか たい所があった

が、住居趾 を埋め戻 した後に踏みかためたので

あろうか。

遺物 の出土状態は、上層 の黒色 土中に集 中 し

てお り、下層には小 片が散在 的にある程度 であ

る。上層 で も一一個体分が まとまってあるのでは

な く多数の個体 が小破片 となって散在的に出土

している。:この状態 は住居趾 以外の所 と変わ り

が な く、遺物量 としてはむ しろ調査地西部 の斜

面の方が密度 が高か った。

(2)J3号 住居趾(図9・10)

J3号 住居趾はB～D-8・9地 区にあ り、東

に傾斜す る斜面に構築 されている。

南北8.3m、 東西7.7mの 南北 にやや長い楕

円形 プランの住居趾 で、これ までの大倉崎遺跡

で確認 された ものでは最大で ある。 ちなみに床

面積は南北7.5m× 東西7mで 計算 す ると約50

m2と な り、畳約30畳 分の広 さとな る。
図10J3号 住 居趾Pi下 段120

壁面はゆるやかに傾斜 し、その深 さは高位の西側 で約70cmを はか り、低位 の東側 で20cmを はか る。

柱 穴は外周 にかか るもの を含め て46ヵ 所あ り、西側 ではP2～4 、5～10、11～16、17～20と3～5個

ずつの まとま りをもってある。東側 では まとまりは顕著ではないが、あえて分けるならば、P21～26、27

～33 、34～38、39～42に 分け られ、西側 と合 わせて8群 に分 け られ る。 これ らの群の 中で も柱 穴の深 さに

差が あ り、平均 的には20cm前 後だが群 中に1つ 以上は30cmを こえる ものがあって、 それ を主柱穴 とす れば

主柱穴はP2、P9、P12、P19、P23、P32、P34 、P41と なる。なお、柱穴が この ように群 としてあ

るのは建 て替 えではな く主柱 穴の補助 として用い られた と考 えられ る。肩部 に接す るP43～46は いずれ も

深 さ10～15cmと 浅 い。

住居趾南端 の壁に接 して三段 に深 くなる土拡状 のP1は 、埋 め土 の状態か ら1つ の もの と判 断 した。中

段下層か ら下段にかけて炭 の多量 に混 じった層が認め られ、下段 ではその下か ら有孔浅鉢 形土,器の4分 の1

周分が伏せ た状態であるほかに栗石 が6個 同 じレベ ルであった(図lo)o性 格 としては位置 的には貯蔵穴 と

考 え られ るが、当遺跡 で最大の住居趾 であるこ とや 炭 を多量 に含んだ層の存在、有孔浅鉢形土器や栗石 の

出土状態 を考 えれば、何か特殊 な土拡か もしれない。

中心部分に広 く認め られ た焼土は炉 と考 えられ る。

住居趾 の埋土 は基本的には2層 で、上層が黒色土 、下層が地 山 とよ く似た黄灰色粘 質土 である。 なお 、

J1号 住居趾 と同様に黒色土の中間にややかたい部分があ ったが 、1号 住居趾 ほ ど踏みつ け られたよ うでは

ない。

遺物 の出土状態は、1号 住居趾 と同 じ く床面にはな く、下層 にもとぼ しい。黒色土 中に小破片が住居趾

内一面 に散在 している。出土量は南半分がやや多めである。

(3)J4号 住居 趾(図11)

J4号 住居趾 は調査地 西端 のC・D-1地 区にあ り、南西へ ゆるやかに傾斜す る斜 面に;構築 されている。
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図11J4号 住 居 趾1:60

東側半分 を確認 した。

推定直径約4mの 円形 プランの住居趾 と推定 され、 これ までの大倉崎遺跡 で確認 され た住居趾 では最小

の ものであ る。

壁面はJ1・J3号 住居趾 同様ゆ るや かに傾斜 しなが ら落 ち込 んでお り、肩か らの深 さは高位 の東側 で

35cm、 北側 で20cm、 南側 で10cmで ある。

柱穴は外周の もの を含め て23個 確認 されているが 、P3・P5・P10・P15・P18が30～40cmと 深い も

のの、他は10～20cmと 浅 い。深 い ものを主柱 穴 とすればその間隔は30～60cmと せ まい。

埋土 はJ1・J3号 住居趾 と同様 に基本的には2層 で、上層 は黒色土 、下層は地 山によ く似 た黄灰 色粘

質土 である。ただ し黒色土 は住居趾 の内 と外で差が認め られなか った。

遺物 の出土状態は上 述 した ように住居趾 の内 と外 で黒色土に差 が認め られ なか ったこ とと同 じ く、 と り

たてて住居趾内 に多量にあったわけではな く、住居趾外 と同様 、小 片が散在 していた。下層の黄灰 色粘 質

土か らの遺物 の出土は数 片のみである。

炉 と考 え られ る所は認め られていない。

(4)J5号 住居吐(図4)

J5号 住居趾 は当初SK18と 命名 したA・B-6・7地 区の焼土 を、後 に住居趾 の炉 と解釈 した もので

あ る。竪:穴の掘 り込みや 主柱 穴 も明確 でな く、住居趾 でない可能性 も高 い。

焼土 は他 の住居趾 とよ く似 た状 態で、焼土 と炭が約5～7cmの 厚 さで認め られ、下は焼床 となっている・
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(5)J6号 住 居趾

J6号 住居趾 は調査地東部のA・B-8・9地 区にあ り、丘頂部か ら東に傾斜 し始め る所に:構築 され て

い る・他 の住居趾 が いずれ も斜面にあ るのに対 し、J6号 住居趾 のみは丘頂近 くにあ る。北半分 を確認 し

ている。

隅丸方形プ ランで東 西約5・4m、 南北3.8m以 上 をはか る。 隅丸方形 プランの住居趾 は、これ までの大

倉崎遺跡の調査 で も初 めてである。

壁はJ1・3・4号 住居趾 に比べてやや 垂直に近 いが 、傾斜 をもって落ち込 んでお り、下端 に幅10～15

cm、 深 さ5～10cmの 周溝 をもつ。周溝 をもつこ とも他 の住居吐 にはみられない特色である。深さは30～40cm、

図12J6号 住 居 趾1:60
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柱穴は外周 の もの を含めて29個 確 認 している。これ らの柱穴の うち深 さ50～60cmのP2・P12・P21・

P22・P23・P25が 主柱 穴 と考 えられ る。p7は 深 さ100cmと 極 めて深 く特 異である。 また住居趾 中央 の

P27も 深 さ45cmの しっか りした柱穴であ る。P14は 深 さ15cmと 浅 いが大形の穴であ り柱穴以外 の用途が考

え られ る。他 は深 さ10～30cmの もので、P1・P8・P24・P29が 中で もやや深 く20～30cmで ある。

中央に方形に近 い形 で焼土が あ り、炉 と考 え られ る。 中央部は特 に焼土が 多 く床 も焼 けている。

埋土は北か ら南ヘサ ン ドイ ッチ状 に厚 さ10～20cmの 層が堆積 している。他の住居趾 にみ られ た下層 の地

山に近 い黄灰色粘質土 はみ られ ない。 なお東西断面 ではサ ン ドイ ッチ状にはなってお らず 、上か ら黄色味

がか った暗灰色土 ・暗灰色土 ・黄色粘土粒 を含む暗灰色土 の3層 になってい る。

遺物 の出土状態は、床面 までまんべ んな く小 片が散在 していたが 、特に1層 と2層 の間に土器が 多 く出

土 している。 また、サ ン ドイ ッチ状 に層 をな してい る北部 で、茶灰褐色土層に黒曜石 の細片が移植 ゴテで

削 るとジャ リジャ リと音 をたて るほ ど多量に含 まれていた。

B土 拡

(1)SK16・SK17(図13)

SK16SK16は 調 査地中央部のC-6・7地 区にあ り、丘頂部 に位置 してい る。南北2m東 西2.2m、

深 さ40cmの 略 円形の土砿で、出土遺物 は縄文土器小 片が少量 あるのみである。

SK17SK17は 調査地北部のB-11地 区にあ り、東に傾斜す る斜面 に位置 している。東西1.6m南 北

1.9mの 楕 円形 プランの土 砿 で、深 さは約1.2mを はか る。壁面 は内湾 してお り、砂礫層 まで掘 り込 まれ

ている。底面中央部 には小穴が あって中には平 たい石 が置かれていた。

図13土 拡SK16・SK17 1:40
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埋土 は大 き く3層 に分か れ、上層 は深 さ約70cmま での凸 レンズ状 に堆積 している層で、かた くしまって

いる・ 中層は深 さ約1mま での層 で暗灰色土 を基本 としてお りや わ らか い
。下層はボロボロの土 で水分 を

多 く含み下面には当地方 で 「ソブ」 と呼んでい る鉄分が一面 に認め られ た。

出土遺物 は土拡上面か ら格子 目文 をもつ第4類 の土器(図22-1)が 、半径約50cm内 にか たまって出土

してい る他 は・土拡内か ら土器小片が少量 と、5～15cm角 の 自然石 が コンテナ2箱 分ほ ど出土 して いる。

当土拡 の性格 としては滞水 層 を思わせ る砂礫層 まで掘 り込んでい るこ とや 、下面に ソブが一 面に認め ら

れたこ とか ら井戸 とす る考 え方 もあ る。

(2)SK19・SK20・SK21・SK22(図4)

SK19は ロームマウン ドに重複 して掘 られた2m×1mの 長方形 プランの土拡で、深 さは約50cm。 土器

片が少量 出土 している。

SK20・21はJ3号 住居趾 北方 にある小土砿 で、SK20か らは第4類 の土器(図22-7)が まと●まって

出土 してい る。

SK22はJ6号 住居趾 北東に接 してあ る土砿 で、土器片が少量 出土 している。

注1高 橋桂 ・金井正三 ・太田文:雄・他 『牟礼村丸山遺跡発掘調査報告書』上水内郡牟礼村教育委員会1978

2遺 物

A土 器

(1)土 器の分類(図14～17)

今年度調査 したD・E地 点出土縄文土器 の分類については、1970(昭 和45)年 のA地 点お よび1973(昭 和

4潔
1窪 のB地 点の調査で出土した土器 と基本的に変わらないので・1976年 報告の金井正三氏の1・纐 案 を

踏襲 し、新 たに11類 を加 えた。 また、今 回掲載 した分類 図(図14～17)に つ いても金井 氏の原 図を借用 さ

せ ていただいた。

以下 、金井氏の分類 を76年 報告か ら抜粋 引用す るこ ととするが 、後 に述べ るように今 回の調査 で出土 し

ていない類(6類)や 、今 回出土品の観察で新知見が得 られた類 もある。 また、前述 した ように11類 は今

回新 たに加 えた ものであ る。

(a)第1類 土器

縄文 のみの土器 を本類 とした。右傾 及び左傾 の縄文 を交互 に横位 回転 した羽状縄文が大部分 で、結束 を

もつ ものはほ とん どない。斜縄文のみの もの も若干あ るが、相対的に少量である。一般 的にみ て縄文 の撚

りは良好 であ る。

器形は深鉢 形で、口縁がほぼ外反す る傾向 をとるが 、底部か ら口縁部 にいたる間はほ とん ど屈曲がない。

底は平底 で、若干上げ底 気味の もの もある。 口縁部 は小波状 を呈 し、口唇部には刻 目を施 してい るもの も

少量なが らある。全体 的に大形 で、中には 口径40～50cmに お よぶ もの もある。

(b)第2類 土器

器面全体 に撚 りの きわめ て良好 な縄文 を施 して いる。縄文施文においては第1類 土器 と同 じで あるが、

相違点は器上半部 に半戴竹管に よる曲線 及び弧線が描かれ てい ることである。半裁竹管の施文手 法は、 ま

ず上下 を区画 し、 しか る後に区画 し、その区画内に弧線 を施 している。稀 に縦に連 弧文 を施 してい るもの

もある。器形は深鉢形 を とり、平縁 あるいは小 波状 を呈す る。
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(c)第3類 土器

斜縄文及び半載竹管 に よる平行沈線文 を もつ土器 を本類 とした。縄文 を器面全体に施 し、半戴 竹管 によ

る平行沈線文は きわめ て単純 に横 走 りさせて いるが、波頂部 では渦文 となっている。器形はキ ャ リパー状

を呈す る深鉢 形土器であ る。胴部 はほぼ垂直 に立 ち上 り、 口縁部 で大 き く外反 し、波状 を呈 してい る。

(d)第4類 土器

口縁部か ら頸部にかけて、半載竹管 による平行沈線で格子 目文 を施 しているこ とを特徴 とす る土器であ

る。 この種の土器の施文 のテ クニ ックは、第一一段階で 口縁部文様帯 を:構成 し、第二段階で右下 りに平行 沈

線文、第三段階 で左下 りに平行 沈線文 を施 して格子 目文 を作 る。第四段 階で同一の原体 を用 い2条 の平行

沈線文 を横 走 りさせて上下の区画 をす る。第五段階で区画線上 に右 開 きの爪形文 を施 し、第六段 階で格子

目文の交 点に円形竹管文 を押捺 す る。中には、更 に箆 状工具 で刻 目を付加 する もの もあ る。胴部 以下には

羽状縄文 、斜縄文が施文 され る。若干であるが、縄文が 口縁部 にお よぶ もの もある。器 形 は 、 口 縁 部 が

「く」字状に外反 し、頸部以下はほ とん ど屈 曲な く底部に至 ってい る深鉢 形土器 である。

(e)第5類 土器

器体 上半部 に半載竹管 による集合 条線 を垂下 させ 、口唇部直下 に水平 に同____原体 を横 走 りさせ てい る。

器形は、 口縁部 が強 く外反す る深鉢 形土器 。 口唇部 は円棒 で刻 目が施 され鋸歯状 を呈す る。

(f)第6類 土器

半戴 竹管に よる平行沈線文 のみ を もつ土器 である。 きわめて細片であ り、かつ出土数 も少量 であ るので

詳細 は不明であ る。

(9)第7類 土器

箆状工具で文様 を構 成 している浅鉢形土器 を本類 とした。文様 は箆状工具 に爪形文 を施 して いる もの と

しか らざる ものの2種 がある。器形 の全体 は窮知 でき得 ないが、 口縁部が 強 く内湾する もの と思 われ る。

(h)第8類 土器

無文 の浅鉢形土器 である。器形 は胴部が2乃 至3段 に張 り、最上段 が最大径である。 口縁部は ほぼ水平

で、口唇部は直立す る。 口唇部直下 には焼成前に穿孔 され た孔が10か ら20ヶ ある。最上段の張 りは「く」字

状に折 れる もの と弧線 を描 いて湾曲す るもの とが ある。例 外 として鍔 のつ いた釜状 を呈す るものが1例 あ

る。器面 は比較的滑 らかであるが 、薄 く剥 離す るもの も認め られ るこ とか らある種 の化粧土 を施 して いる

のではないか と思われ る。底部 は丸底 を とるものが 多いが、平底 の もの もある。

(i)第9類 土器

浮線文土器 を本類 とした。出土量 はきわめて少 である。

(j)第10類 土器

撚 糸文土器 であ る。いず れ も細片 であって出土量は きわめて少量 である。(以 上76年 報告 よ り)

(k)第11類 土器

半裁竹管 による連続爪形文 が施 され る土器 を本類 とした。出土量 は少 ない。

注1高 橋 桂 ・中 島庄 一 ・金井 正 三 「北信 濃 大 倉崎 遺 跡 発掘 調 査報 告 」 『信 濃』28-41976337～339ペ ー ジ

(2)J1号 住居趾 出土土器(図18)

第1類 土器(1～3)1は 右傾 の斜縄文 で、中央部は縄文 の山が摩滅 してお り、焼成やや悪 い。黄茶

色の胎土 に比較的大粒 の石英等が認め られ る。2は 斜縄文 を施文 してある口縁部。赤茶色 を呈 し胎土 に不

純物 多い。焼成 も悪 く割れやす い。3は 縄文 の山がだいぶ摩滅 している。黒茶褐 色 を呈 し、不純物が少 な

い ものの焼成が不良。
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第2類 土器(4～8・12)4は 焼成が良 く、半裁竹管 による弧線 もは っき りわか る。黄茶褐色 を呈す

胎土 も良好 である・5は 暗茶褐 色で不純物 がか な り認め られ る。6は 赤茶褐色 を呈 し不純物 多 く焼成 も悪

い・7は 黒茶色の胎土にはかな りの不純物 を含む胎土 とな って いる
。焼成悪 し。8は 暗茶褐 色で胎土に不

純物 目立つ・焼成悪 く・手 の中で粉化 しなが らくずれ る。12は 茶褐色 で胎土 はあま り精選 されていない
。

第4類 土器(10)10の 胎土 は不純物が 多 く焼成 も悪 い。色調 は茶褐色 を呈す 口縁部 で、口唇部ヘ ラ仕

上 げ とな っている。

第5類 土器(9)9は 赤茶 褐色 を呈す 口縁部 である。胎土 は精選 されて焼成 も良い。裏 面は よ く研磨

されている。

第8類 土器(16・17)16は 住居趾か ら20点 、A5区 か ら16点 、SK16か ら1点 出土 した もの を復

元 した・ 口唇部 と孔間隔は想定 して復 元 したこ とをお断わ りす る。焼成 は概 して良好 で、部分 によって も

ろい破片 もあ った・内外 面 ともにヘ ラで入念 に研磨 されてあ り暗茶褐 色 を呈す。器高14cm、 肩 部の最:大径

38cm・17は 底部 の___.部で・器肌 をよ く研磨 してある。色は灰茶褐 色 を呈 し胎土は精選 されてい る。

(3)J3号 住居趾 出土土器(図19)

第1類 土器(1～5)1は 口縁部 で暗:茶褐色 を呈 し、裏 面は比較 的研磨 されている。胎土 には不純物

認め られる。2は 表裏面 ともに不純物 が浮 き出 してい るが、焼成 はそ う悪 くない。3は 黄茶褐 色の胎土で

不純物 は少 ない。焼成悪 くボロボロ くずれ る。4は 表裏面 ともに ヒビ割れが走 りくずれやす い。胎土 は精

選 されている・5は 赤茶 褐色 を呈 し胎土 にはかな りの不純物 を含む。表裏面 ともに ボロボロ と くず れる。

第2類 土器(7・8・9)7は 不純物の露出が著 しく、か ろうじて施文がわか る程 の口縁部。茶褐 色

を呈す・8は 黄茶褐色 を呈す。7同 様に不純物が露出 して表裏 ともボ・ロボ・ロとくずれ る。9は 黒茶 褐色 を

呈 し・3号 か ら出土 した土器の中で最 も焼成が よい。胎土 は精選 され ている。

第3類 土器(19～22)19は 赤茶褐色 で胎土 中に不純物 多 く、石英の粒子 も散見 され る。表裏 ともに焼

成が きわめ て悪 く・粉状 になって指 につ く。20は 黒茶色 を呈 し、胎土中の不純物が表裏面 ともに浮 き出て

いる。厚みの ある口唇部 はヘ ラ仕上 げ。21は 茶褐色 、表裏 とも細 かに ヒビ割れが 目立つ。胎土は不純物が

多い。22は 茶 褐色 を呈 し、表裏面が荒れ焼成が悪 い。不純物 の浮 きも目立 ちポロポロ とはがれ る
。

第4類 土器(23～32)24は 黄茶褐 色の色調 をもち、表裏 ともに不安定である。胎土中の不純物 も多い。

25は 茶褐 色 を呈 し、第4類 の中では表面が よ く研磨 されている。不純物が多 く裏面の ヒビ割れ とはげ落 ち

が 目立つ ・口唇部は円棒 で刻 目を施 こ し鋸歯状 を呈す。26は 黒茶褐 色 を呈す表面 と茶褐 色の裏面 ともに比

較的よく研磨 されている。胎土中の不純物は多い。27は薄茶:褐色、胎土 には不純物多い。28は 淡茶 褐色の胎土

で不純物が表裏面 ともに浮いている。29は 口唇部で指 に よる押圧が表裏面か ら施 こされ
、小 波状 を呈す。

茶 褐色の胎土中には不純物が少 な くない。裏面の ヒビ割 れ も目立つ。30は 赤茶褐 色 を呈す。 口唇部は ヒビ

割れてはがれ落ちているため施 文が不 明。焼成悪 く表裏 とも細かい ヒビが走 る。32は 口唇部に突起 した飾

りが認め られるが破損が激 しいため詳細不明。明茶 褐色 を呈 し、や は り焼成悪い。

第8類 土器(33・34)33は 赤茶 褐色 を呈 し、肩部が鍔へ の発展途上 を思わせ る。孔間は不 明。肩部等

よ く表面が研磨 されているが焼成 は悪い。34は 口唇部が二 叉に分かれ 、内唇 に近 い所に孔が穿たれている。

孔間 隔が5cm、 器高8cmあ る。赤茶褐 色 を呈 し表裏 面 ともヒビ割れか らはがれ落 ち器壁が うす くなってい

る。

(4)J4号 住居趾 出土土器(図20)

第1類 土器(1・2)1・2と も平 口縁部 、2の 裏面はよ く研磨 されている。色調 は茶褐 色 を呈す。

1は 黒茶色 を呈す。

第3類 土器(3)3の 口縁部が 「く」字形で、色調 は灰黒色 を呈す。器裏面はよ く研磨 され、胎土に
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は大粒 の不純物 もみ られ るが焼 成良好 である。

(5)J6号 住居趾 出土土器(図20・21)

第1類 土器(4～11)6は 灰 白色 を呈す。羽状縄文 を施 したゆ る く外反す る口縁部であ る。焼成良好

で胎土には石英粒 なども混 じる。内面はよ く研磨 されている。9は 波状 を呈す 口縁部 であ る。焼成は悪 く色

調は黄赤色 。11は 黒茶色 を呈す 口縁部 である。 口唇 は円棒 で刻 目を入れ鋸歯状 となってい る。

第2類 土器(12)12は 黄茶色 を呈す。胎土 中には不純物 多 く焼成 も悪い。表裏面 とももろい。

第4類 土器(16・18～25)18は 器裏 面が よ く研磨 され てい るが焼成は悪 い。色調は薄茶色の 口縁部 で

ある。胎土はあ ま り精選 されていない。22は 濃茶褐 色 を呈す 口縁部で ある。胎土 中の不純物が少 ない もの

の焼成が悪 く、器裏 面の ヒビ割 れが 目立つ。23は 赤茶褐色 の口縁部で ある。器裏面 のヒビ割れが ポロポロ

くず れ、焼成悪い。表 面の半裁竹管 による平行 沈線文や 爪形文 な どの保存は良好 、平 口縁 を呈 し、ゆるや

かに外反す る。25は 格子 目の下部 に施文 され た爪形2連 続文 と縄文の接す る頸部 である。 明茶色 を呈す。

縄文部 の磨滅が著 しく焼成やや悪 い。

第5類 土器(13～15・17)13は 濃茶色 の口縁部であ る。口唇部が鋸歯状 を呈 しその下部 には横 に平行

沈線が走 る。さ らに垂直方向に半戴竹管 による沈線文が施文 されている。胎土中の不純物が表裏 ともに浮

き上が り、焼成 も悪 い。14は 頸部で茶褐 色 を示す。表裏 ともよ く研磨 されてお り、焼成が良好。 ゆるやか

な外反 をみせ る。15は 口唇部の磨滅が激 し く施文状況は不明。器表裏 の口唇部に ちょっ とした突起が認め

られ る。色調 は明茶褐 色 を呈す。焼成悪い。17は ゆ るやかな外反 を呈す。色調は明茶褐 色 で焼成悪 く器表

裏面 には不純物の露出が多 く認め られ る。

各地区 出土底 部(図21・26～35)な お、26～35は 地区 出土の底部 を示す。35は 暗茶褐色 を呈す。:最下

部 には半載 竹管 による沈線文 を、 くし描 き文 風に施 しその上部に斜縄文 、さ らに沈線文 を施 してあ り、3

類 の底部 と思 われ る。

第9類 土器(図21～36・38)38の 口唇部には平行 した浮線が施 され、その間には直径5mm前 後 の孔が

5～7mm間 隔で穿 たれてあ る。器面 の表裏 ともあれている。焼成は 口縁部 ・底部 ともに悪 い。肩部 は無文

であ る。底部 は 台付 で、 台か ら10cm前 後 の所 に浮線文 を認 め 、その 間に は斜 縄文 が施文 されてい る。

38は 口唇 部 が 内屈 す る。 口唇 部 に は浮 線 文 を施 す浅 鉢 形 土 器。 色調 は黒茶 色 、 器 表 裏 と もに もろ

い 。

第8類 土器(図21～37)37は 無文 の浅鉢形土器の底部 である。底部は丸 い形で出土 している。胎土 の

色調は濃茶褐色 を呈 し、器表裏面 ともに もろい、ポロポロ とはがれ る。

(6)土 拡出土土器(図22)

1はSK17出 土土器 であ り、第4類 土器 に属す る大形の深鉢 で口縁部径40cm高 さ約45cm位 であろ うと推

測 される。作 りは、内外部 とも丁寧に指 でなでて表面 を整え、外部 には上部 に半載 竹管文 をほ どこしそこ

か ら下 は比較的太い縄文 をつ けて仕 上げ られている。 まず 口縁部 を見 るに、端部は棒 状の用具 を押 し当て

た と思 われる波状形 を作 り、その下 に半裁 竹 管 に よ る文 様 が あ る。 それは 口縁部のす ぐ下 に二本 、7・8

cm下 に三本 の平行沈線 を引 き、半載 竹管の断面 を小刻みに刺 きさ し滑 らす ように移動 してつけた と思われ

る爪形文 をつ けている。上部二本 と下部三 本で区切 られ た間は、半戴竹管に よる平行沈線 を最初 に右上か

ら左下へ 画 き、後 に左上か ら右下 に画 いて格子 目文様 をつけている。平行 沈線の間隔は一 定ではない。 ま

た線 と線の交 点には丸 い竹か棒 の断面 を押 した文様がつけ られているが 、規則性 はない。竹 管文 よ り下 は

左か ら右下 りの縄文がつけ られている。胎土には不純物が混 じるが焼成 は良い方 で器の色は内外部 とも赤

褐 色 を呈 してお り外部の下方は黒褐 色 を呈 してい る。

2～6はSK18出 土 の ものであ り、2は 第1類 、3・5・6は 第4類 、4は 第5類 に属する。焼成は と
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もに良好 である。2は 赤褐 色 を呈 し外部には細 かい羽縄文がつけ られ ている。 また煮た きに よる と思われ

る焦げつ きが見 られ る。3は6と 同個体 か と見受 け られるが竹管文部分 は1と 同様 の手法 を用いているが、

上 下二本 の平行沈線に半載 竹管断面に よる右 開 きの爪形文 を押捺 した文様 によって区画 され 、その間に先

ず右 下 りの線 を引きその後に左下 りの線 を引 きさ らに格子 目文の交点に竹管断面 を押 しあてて いる。 口縁

部は平縁 である。 内部表面は丁寧になでて作 ってお り、焼成は良 く焼 き しまっている。色は赤褐 色 を呈 し

てい る。5の 文様 はほ とん ど同一技法 を用 いているが 、横方向に走 る平行 沈線上 に押捺 されて いる文様 は

2本 の細 い棒状用具での突刺文様 であ るところが前者 と異な るところである。つ くり、焼成 とも差異な く、

色 もほ とん ど同 じで良好であ る。4は 第5類 に属す る土器 と思われ る土器 片であ るが、 口縁部付近 の もの

と思われる。半載 竹管で上 下横 の沈線文 で区画 され た間に同一竹管 での集合条線 を垂下 させ文様 を画いて

い る。胎土 もほ とんど同___.と思われ るが焼成条件が 多少異 るのか色 は:黄褐色 を呈 している。7は 、SK20

よ りの出土土器片 であ るが接合 した タテの線 よ り右 と左の部分 で表 面の荒れ方に差 異が あ り、右蔀分 よ り

左部分 に表面 の荒れが顕 著に現 われている。外側縄文部 にわずか に焦 げつ き様の炭化部分が見 られ るこ と

か ら推察す るに、割れてか らも煮焼 き等 に使用 された結果 ではなか ろ うか。8・9・10に ついて も第4類

に属す る土器片であ り、つ くり、胎土 、色、文様に差 異がないが 、10に ついては胎土が他 と比べて不純物

がか な り多 く竹管文 も他 と比 して彫 りが浅 く平面的に見 えるこ とか ら考察す ると、ある種 の模倣 製品の様

に思 われ るの であ るが、技術 的に未熟 な作 り手に よる ものではなか ろうか。

(7)グ リッ ト出土土器(図23～ 図31)

ここで述べ るグ リッ ト出土土器 は、遺構外出土土器及び発掘調査の段 階に於 いて遺構検 出以 前に一括 し

て取 り上 げた ものであ り、その数 は極めて 多量 であるため、類別に分類 し、その___.部につ いてのみ ここに

記述す るこ ととす る。

(a)第1類 土器(1～37)

本類は縄文 のみの土器 であ り、右傾 及び左傾 の縄文が縦方向に交互 に文 をなしている羽状縄 文が大部分

である。深鉢 形の土器が 多い と思 われ る。付 されて いる縄文 は、大形 の土器には太めの縄 を用 い、小 形の

土器 には細 目の縄 を用 いて施文 してい る。縄文 の撚 りは良い。 口縁部分 は平 口縁 の もの、棒状 用具 を押 し

当て た小波状 を呈す る口縁の もの、大 き く波 を打つ波状 口縁 の ものなどが見 うけ られ る。 口唇部 がわずか

に内反す るもの外反す る ものがあ るが大 きく反 るものはない。胴部は ほぼ真 直で、脹 みや 挟 れ の な い も

のが 多い と思われる。

1は 平 口縁 の部分 と、 口唇部 に指 又は棒状用具 を用 いて刻 目を施 し小 波状 を呈す部分 とが見 られ る。縄

文は羽状文 であるが 、平 口縁部分 の斜縄文は左傾 であ り、小波状部分は右傾 につけ られ てお り、 その接す

る部分 に於 いて左右の傾 きが正 反す る羽状文 を形成 して いるが、規 則制 があるかは定か でない。作 り、は、

表面 をナデて作 られてい る。胎土 は砂 を混ぜ ているが、混入 されている砂は比較 的大 き く砂塵 は取 り除か

れている。焼成 は良 く黄褐 色及び赤褐 色 を呈 している。

2は 細 い縄 による羽状文 であるが 、施文 した単位が細か く横方 向の斜縄文が左右入れかわってい るのが

見 られる。外側施文部分 に、焦げつ き と思われる炭化物が付着 している。つ くりはやや 薄 く内側 は表面 に

ナデが見 られ平 口縁であ り、胎土 は細かい砂 が混入 されてお り焼成 は良好。色 は黄赤褐色 を呈す 。

3は 赤褐 色 を呈 し、胎土 は白い砂が混入 されてい る。焼成 は良好 で、つ くりは内外 ともナデ て作 られて

いる。4は 黄褐 色 を呈 し平 口縁胎土にやや不純物が混 じ り、焼成が悪いが、つ くりに差異 はない。

6は 、黒 っぽい黄褐色 を呈 し外側施文部分 に炭化物 が付着 し、内側 は表面荒れが 目立つが使用の ための

もの と思われ る。 口唇部 は平 らでな く不規則 な小波状形 である。胎土には砂が混入 されてい る。9は 、 口

径約15cm位 の小形の深鉢 で厚 さ約4mm、 外側は黒褐色 を呈 し平 口縁。胎土 は砂混 じりであ るが焼 成良 く、
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つ くりは表 面ナデ ている。 口唇部外側 に少 し炭化物 が付着 している。 口縁やや外反す る・11は ・平 口縁 と

棒状用具で刻 目を施 した小 波状 の 口唇部 とで作 られ、外側 口唇部施文部分 に炭化物が付着す る・胎土 には

やや 多 目の砂が混入 されてい るが、焼成 は良 い。16も9と 同様 の 口唇部 で基本 的には平 口縁で あるが ・口

唇部 に棒状用具で刻 まれた小波状 をなす部分が見 うけ られ る。19は 、 口唇部 断面が角張 ってい る・22は ・

白径15cm内 外 の小形深鉢 の 口縁部分 と思われるが一度外反 し口唇部付近 で薄:くな りなが ら垂直 の角度 に近

づ いてい ると思 われ る。黒褐 色 を呈す るが、焼成は良好 である。24も 、やや 大形の土器 であるが ・口唇部

分が薄 くな っている点は同様 であるが 、口縁部が外反す るに止 まって いる。表面のナデ は少 な く外側施文

部分や 内側表面に混 入の砂 がのぞいている。27は 口縁部 が外反す る波状 口縁深鉢 土器 と思 われるが ・外側

口縁部分 に炭化物が付着 してい る。黄褐色 を呈 し、やや細 目の縄文が施文 されてい る・28も 同様 に 口縁部

が大 き く波 うつ波状 口縁で あるこ とが うかが われるが、作 りが{く やや小形 の深鉢 土器 の 口縁部であろう・

胎土に砂 が混 じるが焼成 は良い。29は 、羽状文が細 目の縄 を用いて細か く施文 されてい る。外側 は黄褐 色

を呈 し、内側 はやや赤味 を帯び る。外側 にかすか に炭化物が付着す る。胎土 に砂塵が混入す る・焼成はあ

まり良 くない。30は 、 口唇部が角張 って いる。外側 に炭化物が付着す る。31は 間隔が細かい羽 縄文 が施 さ

れているが 、作 りは内外 とも整形 が雑 であ り、 ヒモ作 りと思 われ る凹 凸が とれていないが焼成は良い・外

側施文部 に炭化物が付着 してい る。32は 、波状 口縁であるが 、波頂部分 をやや下 げて水平に削 り取 って そ

の 口唇部 にヘ ラ状用具 を用いて小 波状 の刻 目を入れてい る。施文 に使用 されてい る縄 は一種類 ではな く・

一度施文 した後 に、撚 りの良いやや細い縄 で再度施文 してい る。土 で 目づ ま りし・ きれいに施文 出来 ない

ため縄 を替 えたのであろ うか。作 りが薄 くやや小形の深鉢 と思われる。胎土 は白っぽい小砂が混ぜ られ て

いる。色 は焼成に よる黒色 を呈 している。35は 、32と ほぼ同 じ口縁 にデザ インされてい るが ・土器 は大形

の ものである。施文 に使 用 されている縄 もそれな りに太 い ものが使 われ、胎土 に も粒 目が大 きい ものが混

入 されている。赤褐 色 を呈 し、焼成 も良 い。

以上 第1類 土器 につ いて記述 したが、注 目すべ き点は、いずれの土器に も口縁部外側 に炭化物 の付着 が

見 うけ られ る点である。縄文のみで派手 さはないが、土器表面 をナデに よ り丁寧 に仕上げてい る点や ・熱

効率 の良い メガホン形 の器状 などか ら考 え ると、この1類 土器 は煮炊 き用 として作 られた ものであろ う・

(b)第2類 土器(38～80)

本類 は縄文施文 においては第1類 土器 と同 じであるが器上半部 に半戴 竹管に よる曲線及び弧線が描か れ

てい る。半載竹管に よる施文 は、上下 を2、3本 の横の平行 沈線 を引いて区画 し・その区画内に縦に数本

の平行 沈線 を垂下 させ て区画 し、その区画 内に弧線 を描 いてい る。稀 に連弧文や 、 ヒョウタン形文 を施 し

て いるもの もある。器形は深鉢 形 をとり、胴部は張 りを もたせ てほぼ垂直 に立 ち上 げ・半載竹管 で区画 さ

れ る上部 をやや外反 させ、 口唇 部分 をわずか に内側 に しぼ り込んでい る。口縁はゆった りと波 うたせ た波

状形か平縁 を呈 している。

施文 は先ず、器 に斜縄文又は羽状文 を施文 し、半載竹管 によ り口縁部 にそって走 らせ た数本 の平行沈線

と、外反す る頸部の括 れる部分 に走 らせ た平行沈線 とで上下 の区画 をし、数 本の平行沈線 を垂下 させ た部

分 と、弧線 の部分 とに区画 している。

38は 右 開 きの羽状文の上 に半載竹管 によ り平行沈線 を2本 走 らせて いるが、最初 引かれた2本 の沈線 の

片方にダブ らせ て次の2本 の沈線 を引いて、計3本 ずつの平行沈線 を仕上 げてい る。 口唇部の丸み を帯 び

た波状 口縁 である。胎土は不純物 が混 じりやや 黄色っぽ い赤褐 色であるが 、外側 より内側の方 に荒れがあ

る。39は 平 口縁 で、口縁部に4回 に よる5本 の半裁竹管 による平行沈線 を横 に走 らせ 、下に引かれた平行

沈線 とによって区画 された中に 、左右2回 ずつ 引いた弧線 によって全 凸レンズ形の施文 を施 してい る・縦

に引かれ た垂線は、半裁竹管 で引かれた2本 の平行 沈線 をダブ らせ ず、等 間隔に垂下 させ描いてい る。胎
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土 に白色の軟か い砂粒 が混 じり赤褐 色 を呈 している。表面 は内側 に剥落が 目立つ。40は 、波状形 口縁 で、

口唇部 に縄文 を施 してい る。 口縁部には5度 にわたって6本 の半裁 竹管 を横 に走 らせ下方 には2度 引 き3

本の平行沈線 を引き、上 下区画 された中には、5度 に引かれた10本 の垂線 と、2度 引 きに よ り描かれ た弧

線に よって全 凸レンズ文様 が描かれている。胎土には軟かい 白砂粒 が含み、やや不純物 も混入す る。焼成

は良いが 、39同 様 に外部施文部 よ り内面表面 に剥 落はないが荒 れが 目立っ。41は 、波状 口縁 で 口唇部 に施

文 は見 られ ない。半裁竹管 に よる施文技法は同一一であ る。赤褐色 を呈 し、焼成は良好 であ る。43は 、 口唇

部 に細か く刻 目を入れた小波状文が見 られ、 口縁部 には1度 引 きによる2本 の平行沈線 を走 らせ 、2度 引

きによる弧線 をもって全 凸レンズ文様が描かれている。 内側表面 に作 りの時の削 り痕が見 られ る。44は 口

縁部 に1度 引 きに よる2本 の平行沈線 を走 らせ 、膨 らみ の大 きい全 凸レンズ形文様 を描 いてい る。内側 に

は削 り痕が見 られ る。46は 平 口縁 であるが左側 にわずか に低 く段がついている。64と 同一個体 であ り、細

い半載 竹管 を用いて描かれ た弧線は、右側 に4回 、その後左側 に数 回の平行沈線 を引いて凸 レンズ形 を描

いてい るが、技法 は洗練 されていない。黄褐色 を呈 し、焼成 もあ ま り良 くない。内面はナデてい る。49は

片凸 レンズ形 弧線が見 える。羽状縄文 の上か ら力強 く半裁竹 管に より平行沈線 を引いている。縄文部 にわ

ずかに炭化物が付着 してい る。 口縁 はゆるやか な波状形 を呈す る。50は 弧線に特徴が あ り、上下 を区画す

る平行 沈線 は半載 竹管で引いてい るが 、弧線は竹管 を使用 して描かれ た もの と思 われ るが、平坦 な平行 線

で描か れている。やや小 形土器 と思 われ るが、外部表面 にわずか に炭化物の付着が見 られる。51は 、 口唇

部 に も縄文 を施文 し、 口縁部 に2度 引き4本 の平行沈線 を走 らせて いる。弧線 は連弧文 であ り、中が くび

れた ヒョウタン形の弧線 で描か れている。半載竹管 によ り先ず ヒ ョウ タン形 の上半分 を左か ら右 の順 に1

度 引 き2本 の線で描 き、次に下半分 を左か ら右へ描 いた後、その外側 に最初 に描いた ヒョウタン形 の外側

の沈線 にダブ らせ て弧線 を垂下 させ て連弧文 を仕上 げてい る。 口縁 はやや内湾 し、さ らに口唇部が縄文 を

押 したための力で内側 に押 し込 まれている。56は 、半載竹管 に よる平行沈線が丁寧 に押捺 されてお り、平

行沈線内凸部分 の縄文痕 はす り消 されている。 内側表 面に剥離痕が あるが、つ くりの過程 で表面にナデつ

けた土の剥落 した もので ある。焼成はよい。55・57・67は 同一個体 と思われるが、波状 口縁 を呈 し、上1

度、下2度 引 きによる半載竹 管による平行沈線で区画 され た中に、連弧文様が描かれているが 、ヘ ラ状用

具 を用いて下書 きし、その上か ら1本 ずつの沈線 を引いて文様 を描いている。先ず2本 の線 を垂下 させそ

の外側 に ヒョウタンの下半分 を右 に2本 、左に2本 の弧線で描 き、次に上半分 を右か ら左の順に描 いて文

様 を完成 させ ている。内部 は赤褐色、外部 は黄赤褐 色 を呈 してい る。胎土に不純物 を含み、焼成やや悪い。

65は 、器 内部表面にケズ リが見 られ る。66は 、連弧文である。胎土 に砂粒 が混 じり、器 内表面は:黄褐 色 を

呈 し荒れて いる。外部 は焼成 による炭化 で黒色 を呈す。焼成 はやや甘 い。70は 上下区画 された幅 がせ まく

弧線文部分が窮屈 である。 内側は赤褐色 であ り、外側 は焼成 による炭化 色 を呈 している。73は 文様 の形が

他 と異 るが施文方法 は同一であ る。75・76・77・78は 上下 区画 された中の施文が横文様 である。75の 外部

は黄土色、 口縁部 ・内部は焼成炭化色 を呈す る。胎土 は不純物が混 じ りよく精選 されていない。76は 、3

本の弧線が半戴竹管 で描かれているが 、胎土に可焼 性の不純物が混 じ り、焼成後それが焼失 した と思われ

るピンホー ル痕が 多 く見 られる。焼成 もやや甘 い。77は 横 文様 の弧線が描かれている口径 の小 さい鉢 と推

察 され る口縁部 である。赤 黒褐色 を呈す。胎土 に不純物が混 ざるが焼成は良い。78は 赤褐 急 を呈 し、胎土

に不純物が 多 く、焼成 も甘 い。79は 半戴竹管 による平行 沈線 の変形文であ るが、半載竹管 を小刻 みに滑せ

なが ら押 さえて描いた連続 爪形文であ る。80は 、半裁竹管 を並走 させて渦巻文 を描いている。

(c)第3類 土器(81～94)

斜縄文及び半戴竹管 による平行 沈線 をもつ土器 である。縄文 を器面全体 に施 し、器上部に半裁竹 管に よ

る平行 沈線 を施 しているが、波状形 口縁や、角度 をつ けて内湾す るもの、クツ先状突起 をもつ ものな ど口
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縁部に 多様性 が認め られ る。

81は 波状形 口縁波頂部 であるが 、その波頂部 にボ タン状突 出物 をポイン トに付けてい る。半裁竹 管に よ

る平行 沈線 を口縁部 に2本 、下方 に2本 横に引いて区画 し、その間に渦巻文 を描いてい'る。焼成は良いカミ

胎土 にか な り多 くの砂粒が混 入 されている。器面にその砂粒 が浮 き出て荒れ ている。外側 は黒灰 色 を呈 し

内部 は黄灰褐 色 を呈 してい る。82は 半裁竹管 を4～5本 ずつ横 走 させ て上下数段 に区画 してい る。区画内

に数本 の平行 沈線 を垂下 させ た り×印文 を半載竹管に よって描 いている。胎土 は細かい砂粒 を含み黄灰 黒

色 を呈 し焼成 はやや 悪い。84は 、82と 同一個体か と思 われ るが、内側表 面が使用痕 と思われ るが、かな り

荒れてい る。87～89は 半裁 竹管 を2～3本 ずつ しっか り押 さえなが ら横 走 させ て描 いた平行 沈線で、上 下

数段 に区画されている。胎土 に砂粒が混入す るが、焼成は良い。87は 黄褐 色 を呈す。88は 内部 が灰黒色で、

外部は黄灰 黒色 を呈す る。外部縄文凹部に炭化物が付着す る。89は 外部 が赤褐色 を呈 し、内部 焼成炭化 色

であるが、焼成は良好。小形土器 である。90～95は はいわゆるキャ リパー形 を呈す る数少ない形状 をもつ

深鉢の 口縁部であ るが 、91・92・95は 同一個体 の もの と思 われ る。内湾 した波状 口縁の波頂部 に2段 の ボ

タン形突起 をつけ、それ を囲む ように半載竹管で渦巻文 を描 いて いる。 口唇部 には竹ベ ラ工具 で交錯 させ

なが ら刻 目を入れてい る。胎土 に砂粒 を混入 してい る。焼成 は良 く黄褐 色及び焼成炭化色 を呈す る。g3・

94は 口縁部分が靴先状に突出 した形状 を呈す る。靴 先部分 で93は 左巻 、94は 右巻 の渦文が半裁 竹管 による

平行 沈線で描かれてい る。93に は突出部 と口縁波頂部の中間に豆形 ボタン状突起 をつけ ている。93は 黄灰

色、94は 赤褐色 を呈 し、焼成は良い。

(d)第4類 土器(96～121)

1～3類 が器全体 に先ず縄文 を施 し、その上 に半載竹管で施文 しているのに対 して、本類の特徴 は、胴

部以下 は斜縄文 が施 され るが 、半載 竹管が平行 沈線が施 され る頸部か ら口縁部 にかけては縄文が な く、丁

寧 にナデ た表面に竹管文が施 され ているこ とである。又 、形状 も口縁部 の外反が大 きい。口縁 は平 口縁 の

もの(97～99・102～109)、 丸棒工具 で刻 目した小 波状 を呈す るもの(100・110～116)、 平 口縁 の一部 に

竹 節形 がある もの(101)、 片波状 を呈す るもの(117)な どがあ る。半載竹管文 は口縁部 と頸部 に2～3本

横 走 させ て上下の区画 をし、その間に先ず左下 りに平行沈線 を施 し、次に右下 りに平行 沈線 を施 して格子

目文 を作 る。まれ に逆か ら施 された格子 目文 も存在す る。次 に格子 目の各交 点に竹管切 断面 を押捺 してい

る。 まれに押捺 の無 いものや 、 ところ どころに押捺 され るもの なども存在す る。 口縁端部 および格子文部

と縄文 との堺に横走 りして区画 され る半載竹管文には3種 類 ある。半載 竹管 を圧接 させ て横 走 させ 、竹管

断面 を右開 き方向に刺突 し爪形文 を施 している ものが多いが、まれに左開 きの爪形文(102・121)や 、平

行沈線のみの もの(97・98)も 存在す る。

97は 浅 い沈線文 が施 されている。器内面は丁寧 にナデ られている。黄 白灰色 を呈す。焼成は良い。98は

不純物 の多い胎土であ るが 、焼成 は良 く、 白灰色 を呈す。格子 目交点 の竹管断面の押捺 はない。100は 赤

褐 色 を呈 し胎土に細かい 白砂粒が混入 してい る。101は 白灰褐色 を呈 し、器内表面はヘ ラ状工具 でナデ ら

れている。104は 白赤褐 色 を呈す る。表面は丁 寧にナデ られ、焼 成は良好 であ る。。105・106は 口縁 外側

に炭化物 の付着が ある。胎土に 白砂粒が 目立つ。同一個体 か と思われる。107は 作 りが薄 く小 形の土器 で

あ ろうか 。口縁 の外反が大 きい。器 内面が使用のためか荒れている。 黒褐色 を呈 し、焼成は良い。108は

内外表 面 とも摩滅 し荒れてい る。灰褐色 を呈す。110・114・115・121は 口縁部の外反が大 き く、 口唇部 が

す こぶ る薄 くなっている。胎土に雲母粒が 目立 ち暗赤褐 色 を呈 し、ほぼ同一個体 の もの と思われ る・111

は軽 く圧接 して平行竹管文 を描いてお り、格子 目交 点は半載竹管に よ り:状 の刺突文が施 されてい る・内

部表面はヘ ラ状工具 によるナデが見 られる。灰褐 色 を呈 し焼成は良い。112は つ くりが薄 く、 口唇部に棒

状工具で刻 目された小波状 は、器内側 か ら外側 に押圧 された ものであ る。 白褐 色 を呈 し焼成は良好である・
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113は 白褐色 を呈 して いるが外側表面に炭化物 が全体 に付着す る。焼成は良好 である。116は 外側 に比 し

て内側 の磨滅 が多 く表面が荒れてい る。焼成は良 い。120は 頸立 に:横走す る平行 沈線が3本 引かれて いる

が、施文 のテ クニ ックが半載竹 管断面 を刺突す るこ とに よって施 されたのでな く、半裁 竹管 を左か ら右方

向に押す よ うに圧 し、滑 らしなが ら小刻 みに移動 して施 した連続爪形文 である。外側表面は黄褐色 を呈 し、

内側 はやや赤味 を帯びてい る。焼成は良い。

(e)第5類 土器(126～132)

半載竹管 による集合条 線 をもつ もの を本類 としてい る。器 形は外反す る もの と(126・127・130・ ～132)、

ほぼ直立 ぎみ に立 ち上 が る例(128・129)と があ る。

126は 半裁 竹管に よる集合条線 を垂下 させ 、 口唇部 直下 及び条線下端に同___.原体 によ り平行 沈線 を横 走

させ て区画 してい る。集合条線 の間 には、竹管工具 によ り逆 「U」 字形の刺 突文が押捺 され る。胎土は黒

褐色 を呈 し、焼成 も良好 である。127・128は 口唇部 に棒状工具 によ り刻 目が施 されてい る。127は 棒状工

具 によ り、128は 半裁竹管 による集合 条線がそれぞれ施 され る。 口唇 部直下 には有節の平行 沈線 が2段 横

走 し区画 されている。129は 、 口唇部に刻 目が施 され る点は127・128と 同様 であるが、区画はな されず 口

唇部直下 よ り竹管工具 によ り条線 を垂下 させ ている。130・132は 平行 沈線 による区画がな され、131は 沈

線 によ り上 下 を区画 して いる。いずれ も集合条線 は半載 竹管に よっている。128・129・132は 胎土 は黒褐

色 を呈 し、焼成 も良好で ある。127・130・131は 褐 色 を呈 し、やや軟質 である。

(f)第7類 土器(133)

1点 のみ を図示 したが、ヘ ラ状工具 による文様が施 された、口縁が 内湾す る浅鉢形土器であ る。胎土 に

砂粒 を含 み、焼成はやや あ まい。

(9)第9類 土器(134～137)

浮線 文土器 を一括 している。器形 はほぼ直線的に立 ち上が る深鉢形土器(134)と 、直線 的に立 ち上が り

口縁部が大 き く内湾す るもの(135・136)と があ る。134は 平坦 な 口唇部状 に1条 の浮線文 を波 状 に 貼 り

つ け している。 また、口唇直下 に も2条 の浮線文が貼 りつけ られ横 走 している。胴部 は文様がは っき りし

ないが 、部分的に斜縄文が施 され るよ うであ る。胎土には砂粒 を多 く含み、器 肌は荒れ てい る。135は 、

2条 の浮線文 を横 走 させ 、さらにその上 に綾杉状 に刻み 目を施 している。胴部 には木 ノ葉文 ・爪形文 が施

され 、文様;構成は7類 に似 る。136は 強 く内湾す る器形 を呈 し、口唇部に2条 の浮線文 が貼 りつけ られる。

口縁部には、同 じ く2条 の浮線文 を横 走 させ 、その下部 にはや は り浮線文 が貼 りつけ られている。137は

浅鉢 形の器形 を呈す る ものか もしれない。2条 ・3条 の浮線文が貼 りつけ られ ている。136と 同様に、浮

線文上 には綾杉状 に刻み 目が施 される。本類は、砂粒 を多 く含んでい るためかやや もろ く、茶 隅色 を呈 し

てい る。

(h)第10類 土器(138)

撚 糸文が施 され る土器 で、1個 体のみが出土 している。直線 的に立 ち上が る円筒形 を呈す る小形 の深鉢

形土器 である。 口唇部上 及びその直下に隆帯 をつ くり、細い棒状工具 によ り刻 み 目が施 される。隆帯 の下

は棒状工具 による太い沈線 で区画 され、その直下 よ り撚 糸文が施文 されている。 また、胴部 には把手状の

隆帯が貼 りつけ られ るが 、中は貫通 していない。褐 色 を呈 し、焼成 も良好 である。

(i)第11類 土器(139～144)

半戴 竹管に よる連続爪形文が施 される土器 で、6点 ある。器形は、ほぼ直線的に立 ち上が る器形(139)

と強 く外反す る(140)深 鉢 形 とがあ る。 いずれ も直線 ・曲線の連 続爪形文 で、140は 横の連弧文状 を呈す。

139・141・143は 黒褐 色 を呈 し、特 に堅緻 に焼成され ている。
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(j)第8類 土器(図29～31)

無文の浅鉢形土器(鍔 状 を含む)は 、全部で100を 超 える口縁部が検 出され た。 この うち、肩部 の張 り

が①弧 を描いて湾曲す る もの、② 「く」の字状に折 れ曲が る もの、③ 屈 曲部がやや外側 に膨 らんで「鍔」付へ

の発展移行 を感 じさせ るもの な ど、肩部の状態が判 明で きる50個 分 につ いて分類 を試み た。

① については肩部か ら真 直 ぐ延 びて口縁部 を構成 しているの もあるが 、口縁が立 ち上が ってい るもの も

同類 として数 えた。11点 。 この うち図示 したのが1～6ま でである。1は うす茶 褐色で、孔 間3.5cm間 隔、

口縁 はゆるや かな立 ち上 が りとなっている。 出土土器の中では胎土 ・焼成 とも良い方。2は 茶 褐色 、 口縁

の立ち上が り部分はヘ ラ等でていねいに仕上 げてい る。不規 則な孔が2ヵ 所縦 にあけ られてお り、使 用法

等は不明。

3は 表面 は黒色 、裏が うす茶色、 この土器 片部分では孔が認め られない。4の 表面が うす茶色 、裏 面が

黒色。孔間隔4cmあ る。 口縁が 内側にお ち込む 。5は 茶褐 色で焼成悪 い。6は 表面の焼成悪 く、キ・レツが

か な りあ る。茶灰色 で、裏 は黒色。

② については7点 あった。7の 孔間隔は'2.5～3cmで 穿 ってある。 肩 の 「く」の字部 は、内側 か ら補 強

ぬ りを してあ るのが割 れ 口か ら伺 える。15は この分類 に入 るか どうかはっ き りわか らない。

③ は32点 ある。8～14・16・17を ここに整理 した。17は 口縁部 と肩部 はヘ ラ等 で入念に仕上げてあるが

とくに肩部の製作 には苦心 している様子が うかがえる。

19・20・23は 底部であ るが、23は 台付底部で、今 回検 出され たのはJ6号 住居趾 出土の もの と2点 あ る

が、J6号 住居吐 出土品は浮線文 お よび縄文が あるので9類 とした。

21は 濃 茶褐 色 の表裏同色 を呈す。肩 の部分が厚 く突出す る。胎土 は石 英 まじ りだが、焼成はそ うよ くな

い。器形は鍔形か?

22は 太い沈線 に肉厚 の口縁部であ る。 うす茶色、胎土 はか な り微細 な石英粒子が認め られ る。焼成は表

面 に細かい ヒビが走るな どやや あまい。

参考文献 「縄文時の酒造具」一有孔鍔付土器展一(1984山 梨県立考古博物館)

(8)E地 点(OZII道 路用地)の 出土土器

E地 点の出土土器 はそ う多 くなか ったので、一括 して扱 うこ とに した。

第1類 土器(図28-1～7)い ずれ も深鉢形の器形であ る。1と3は 右傾 の、4～7は 左傾 の斜縄文

を施 している。2は 羽状縄文 を施文 し、口縁 は波状 を呈す。1の 口縁 は四隅が突出 した波状で、 口唇部に

は半載竹管状の工具 に よる連続 した刻 目が施 されている。器 面全体 に右傾の斜縄文 を1単 位2～4cm幅 で

施文 している。器高は37cmあ り底部か ら口縁 まで続 く部分が出土 し復 元 しえた。胎土 には石 英等の微粒子

を含むが焼成 は良好で ある。7は 波頭部が 「山 」状 を呈す。

第2類 土器(図28-8・9)8は 口縁部で、上が平行沈線文 、その下 に平行 沈線 を横に弧線 を描いて

い る。あ ざやか な茶色 を表裏 とも示す。胎土は良好 で焼成 もよい。

9は 半載竹管 による曲線お よび弧線が描かれ る。 くすんだ茶 色が表 面、裏面は ヒビ割れの 目立つ茶褐 色

で焼成はあ ま りよ くない。胎土の不純物 も目立つ。

10は 撚 りの良い羽状縄文 を施 し、 くし状工具 の ような ものに よる平 行沈 線 を横 走 させ る。 胎土に石 英

等が まじってい るが焼成 はよ く、 きれいな茶褐 色 を呈す。

第3類 土器(図28-12・13)12は 半載竹管 による施文。表面は黒茶色 を呈 し、裏面はヘ ラ仕 上 げで焼

成 は良好であ る。

13は 波状 口縁部 の波頭 に突起が あるが、その突起の下部 に半載 竹管に よる沈線文 が認め られ る以外は不

明。胎土 に不純物が まじっている ものの焼成 は良好 。
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第8類 土器(図28-15～19)15は 肩部が 「く」の字に屈折 す る無文 の有孔土器 であ る。胎土 に不純物

多 く焼成 もあ ま りよ くない。茶褐色 を呈す。

16は 黄茶色で、胎土 の不純物が表面 に浮 き出てい る。焼成悪 い。

17は 白茶色 を呈 し、焼成 は良好。孔の間隔は4.5cmあ る。胎土 もよ く精選 されている。

18・19は 有孔土器 の底壁部 にあたる。18の 表 面が黒 、裏面は茶黒色、胎土に不純物 多いが焼成 はよい。

19は 補 強 した厚 みの ところか ら板の ように薄 くはがれ ていた もの を接着 した。底部 の製作上 の工夫ぶ りが

伺 える。表裏 とも濃茶 褐色、焼成は よい。

B石 器(表2・ 図33～43)

出土 した石器は鎌 ・錐 ・石匙 ・ス クレイパー ・斧 ・槍 ・くぼみ石 ・ハ ンマー ・磨石 ・石皿 ・小形異形石

器 な どが あ り、図示 した ものは定形 的な石器お よびその未整 品で106点 であ る。磨石について は一蔀 を図

示 した。剥片は図示 していない。

出土 は住居趾 等の遺 構出土 品が約半数あ り、残 りはグ リッ ト出土品である。

(1)打 製石器

(a)石 鎌(図331～19)
　 ユ　

石鑑 は、基部 に挟入の ある凹基無茎鍛(1～3・7～11・13)、 基部が直線的な平基無茎錺i(6・12) 、

有茎で基部 が直線的 な平基有茎鎌(14)が ある。凹基無茎鎌 の挟 入 りは浅めである。5は 有茎鎌 の未製品

と考 え られる。15～19は 無茎鎌 の未製 品 と考 えられ、製作工程が15→18へ 推移 したもの と想定 され る。石

質は安 山岩が主体で、黒 曜石 が少 しある。

(b)石 鎌(図3420～26)

石錐 は7点 あ り、つ まみ を持 ち先端部 を細身に尖 らせ た もの(20～22・24)と 、不定形 な剥片 の一端に

錐部 を作 り出 した もの(23・25)が あ る。24は つ まみ をもつ ものの典型的 なものである。23・25は 大形品

である。20・22は 先端部 を欠 く。

(c)小 形異形石器(図3427・28)

27は 石匙 を模倣 した もの と考 えられ る。28は チャー ト製 品で 「人 」字形の ものである。いずれ も把手状

の小突起 をもつ。

小 形異形石器 については、獣 ・魚 ・鳥 などの動物 を模 した もの、X状 ・Y状 ・U状 などの抽象的な もの、

釣針 ・石匙 な どの道具類 に類似 した ものに大別 され、獣 ・魚 ・トカゲな どを模 した ものは東 日本 、特 に奥

羽地方 に多 く、これ らの多 くは縄文後期 ない し晩期 の遺跡か ら発見 され てい ると言われ るが、富 山県 では
　 　　

前期 の遺跡か らの出土 が 多いこ とを指摘 されている。

(d)石 匙(図3529・31～38)

石匙は9点 あ り、いずれ も横 形の ものである。形 態は基本的 には三角形 で刃部が直線 的なもの(31・32・

34・36・37)で あるが、やや横長 の もの(33・38)や 、刃部が丸い もの(35)が ある。29は 石匙 の未製品
く　 ヨ　

としておいたが、形態的には 「三脚石器」 と呼称 され る石 器に似 ている。

(e)ス ク レイパー(図3530・39・40図3641～50図3751～59)

急角度 に調製 された刃部 をもつ剥片石器 をス クレイパー として一括 した。形態や技法 な どによってさら

に細か く分け るこ ともで きる。51は 上 部につ まみ状 の もの を作 り出してお り片側に しか刃 はない ものの形

態的 には縦形石匙 によ く似 ている。

58は 「石箆」 に形態的 によ く似ている。

44は 刃部が作 り出されてお らず、未製 品であろ う。
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(f)打 製石斧(図3860～65)

打製石斧 は6点 あ り、一番重い62で も1349と 大形 品はない。60～62は 短 冊形 を呈す る もの で、61は 未

製品か もしれ ない。

63は 左右非対称 の撲 形の もので、断面形はやや反 っている。64・65は 破 片で、65は 先端部片 であろ う。

(9)横 刃形石器(図38-66)

打製石斧 を横 に した形態 の もので、刃は図示 した下方 にのみ作 り出 され る。B地 点の調査 で も3点 出土

している。

(h)石 槍(図3867・68図3969・70)

石槍 は4点 あ り、67・68は 下部 を欠損 してい る。69・70は 、67・68に 比べて刃先部 をていね いに作 り出

していない。

(i) ,石 核(図39-71)

安 山岩 の石核 である。

(2)磨 製石器

(a)磨 製石斧(図3972～74)

図示 した3点 のほか に、B-4地 区か ら中形 品の刃先部片が、B-6地 区か ら、大形品です るど く稜 の

立 った ものの胴部 片が 出土 してお り全部で5点 ある。

72・74は 定角 式石斧 で長 さ7cm前 後の小形 品である。両者 ともに刃部 の一部 を欠 く。

73は 復元長約10cmの 中形品で、胴部断面形は楕 円形 に近 い。刃部 を欠 く。

(3)石 製 品

(a)く ぼみ石(図4070～83図4184・85)

ちょうど手 に持つに具合 のいい大 きさの円形ない し、楕 円形の石 の表裏 ・側面 に くぼみのあ る石 で、敲

石 ともよぶ。図示 した ものの他 に10数 点あ り、25点 以上 出土 してい るこ ととなる。

(b)ハ ンマー(図4186～90)

ちょうどに ぎ りやす い太 さの棒状石 で、両端 ない し一方 の端に打痕があ る。剣 のように一方 の端 を持 っ

て もう一方 を打点 としているが、86は 竪杵 のよ うにに ぎって何か を叩 くこ とに使 われた痕 があ る。88は 下

部 を欠損 してい る。図示 した ものは5点 だが 、他に数 点あ る。

(c)磨 石(図4191～93)

石皿 とセ ッ トで使 われる もので、河原石 が使用 されてお り、全面が磨かれてい る。91は 敲石 として も使

用されている。

(d)石 皿(図43105・106)

2点 あ り、105は 楕 円形で三方 に縁 をもつ。磨面 はきわめて平滑 である。106は 破損 品だが105と 同様

三 方に縁 をもつ もの と思われ る。

(e)そ の他(図4294～102図43103・104)

94～104は くぼみ石 ない し磨石 と思 われ るものである。明瞭な打痕 ・磨痕がないのでその他 としておい

た。

注1石 器の名称については鈴木道之助 『図録石器の基礎知識III縄文』1981柏 書房によった。

注2吉 久登 「富山県における小形異形石器の一例」 『大境』51974富 山考古学会

注3中 村孝三部 『越後の石器』1978学 生社 第146図2
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1 類

図14縄 文 土 器 分 類 図1類1:4拓 本1:3
1～10類 はA地 点 ・B地 点出土品(金井正三氏原図)を 掲載.11類 は1989年 度 出土品.
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2 類

図15 縄文土器分類図 2 類 1
●

●
4 拓本 1 ●

●

」つ
」
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3 類

4 類

5 類

ン、

図16 縄文土器分類図 3 ～ 5類 1
'3
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6 類

7 類

8 類

9 類

10 類

11 類

図17 縄文土器分類図 6～11類 14 拓 本1:3
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図181号 住居趾出土土器1:3
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図193号 住居趾出土土器1:3
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図204・6号 住 居 趾 出土 土 器(1)
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図216号 住居趾出土土器(2)14
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図22 土拡出土土器

(1SK17・2～6SKJ518・7SK20・8～10SK21)
(1.71:6,2～6 8～101:3)
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図23 遺構外出土土器(1) 第1類1:3
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図24遺 構 外 出土 土 器(2)第1類(31～37)第2類(38～58)13
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図25遺;構 外 出土 土 器(3)第2類(59～80)第3類(81～95)13
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図26遺 構外出土土器(4) 第4類1:3
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図27遺 構外出土土器(5)第4類13
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図28遺 構i外 出 土 土 器(6)第5類(126～132)第7類(133・135)第9類(134 ・136・137)第10類(136)第11類(137～144)1:3
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図29遺 構 外 出土 土 器(7)
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第8類(1)13



図30遺 構 外 出 土 土 器(8)
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第8類 〔(2)13



図31遺 構外出土土器(9)第8類(3)13
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図32E地 点(OZII区)出 土 土 器1 3
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図33出 土 石 器(1)1:1
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図34出 土 石 器(2)1:1
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図35出 土 石 器(3) 1 2

一228一



図36出 土 石 器(4)12
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図38出 土 石 器(6) 12
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図39出 土 石 器(7)12
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図40出 土 石 器(8)
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土出図41



1

図42出 土 石 ・器(10) 13
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図43 出 土 石 器(11)1:3,1:6
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番品 石 器 名 石 質 長 さcm 幅cm 厚 さcm 重 量9 破損 備 考 石器固体番号
1 石 錺i 安 山 岩 2.9 2.1 0.3 1.2 J3住668

2 石 錺i 安 山 岩 2.0 1.9 0.4 0.9 J3住812

3 石 錺i 安 山 岩 2.0 1.6 0.2 0.7 J3住522

4 石 錺i 黒 曜 石 1.6 1.2 0.3 o.o 0 J3住

5 石錺i未製品 安 山 岩 2.8 1.6 0.4 1.4 J3住546

6 石 錺i 黒 曜 石 2.1 1.8 0.4 1.3 J6住87

7 石 錺i 安 山 岩 2.4 2.1 0.3 1.2 J6P-5
8 石 鍛 安 山 岩 2.3 1.8 0.4 1.2 J6342

9 石 錺i 安 山 岩 2.8 2.0 0.5 1.7 J6住14

10 石 鎌 安 山 岩 2.4 1.7 0.4 1.0 J6住196

11 石 錺i 安 山 岩 1.8 1.6 0.4 0.6 J6住P-1

12 石 鎌 安 山 岩 1.7 1.6 0.4 0.7 O J3住571

13 石 鍛 安 山 岩 1.4 2.5 0.4 1.6 0 J3住P-1

14 石 錺i 安 山 岩 2.5 1.3 0.4 1.0 D12

15 石錺i未製品 黒 曜 石 4.0 2.7 1.4 12.1 J6住304

16 石鎌未製品 黒 曜 石 3.8 2.9 1.1 6.9 J6住266

17 石鎌未製品 安 山 岩 3.6 2.4 0.9 6.1 J6住480

18 石鍛未製品 安 山 岩 3.0 2.8 0.7 5.5 J3住299

19 石鍛未製品 安 山 岩 2.4 1.3 0.3 0.3 J6住192

20 石 錐 安 山 岩 3.3 1.9 0.7 2.3 0 J1住

21 石 錐 安 山 岩 2.4 1.2 0.3 0.8 3住P3
22 石 錐 安 山 岩 2.4 1.5 0.5 1.3 0 J3住8

23 石 錐 安 山 岩 7.1 3.8 1.1 19.6 A-7

24 石 錐 安 山 岩 4.0 2.1 0.7 5.0 J6住P-3

25 石錐未製品 安 山 岩 5.5 2.7 1.2 17.7 SK11

26 石 錐 黒 曜 石 2.4 1.9 0.5 1.7 J6住

27 小 形 石 器 安 山 岩 2.4 2.4 0.7 1.7 J1住

28 小 形 石 器 チ ャ ー ト 1.7 2.7 0.5 1.1 D-2

29 石 匙? 安 山 岩 5.9 7.3 1.5 48.7 J2住132

30 ス クレイパ ー 安 山 岩 4.1 3.0 0.9 8.4 0 J2住

31 石 匙 安 山 岩 3.8 5.8 0.7 10.0 J6住128

32 石 匙 安 山 岩 3.7 3.2 0.8 7.6 J6住248

33 石 匙 安 山 岩 8.9 9.7 2.0 127.6 A-3

34 石 匙 安 山 岩 4.0 4.2 0.9 10.9 C-24

35 石 匙 安 山 岩 4.0 4.8 1.1 15.0 C-10

36 石 匙 安 山 岩 4.0 5.0 0.9 15.9 C-10

37 石 匙 安 山 岩 3.5 4.9 o.g 8.2 J3住1

38 石 匙 安 山 岩 3.2 7.7 1.0 19.7 O SK13

39 ス クレイパ ー 安 山 岩 4.1 8.5 1.4 33.8 B-2

40 ス クレイパ ー 安 山 岩 4.4 9.3 1.1 39.1 J6住162

41 ス ク レイパ ー 安 山 岩 3.6 6.6 1.0 22.5 B-65

42 ス クレイパ ー 安 山 岩 3.0 4.5 0.6 5.8 J3住P18

43 ス クレイパ ー 安 山 岩 3.5 5.8 1.0 20.4 J3住

44 ス クレイパ ー 安 山 岩 4.0 5.8 1.0 22.7 J6住444

表2掲 載石器計測表(1)
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番号 石 器 名 石 質 長 さcm 幅cm 厚 さcm 重 量9 破損 備 考 石器固体番号

45 ス ク レイパ ー 安 山 岩 3.3 5.0 0.7 12.6 J6住406

46 ス ク レイパ ー 安 山 岩 3.8 4.8 0.6 15.0 B2

47 ス クレイパ ー 安 山 岩 4.8 6.0 o.s 12.3 B2

48 ス クレイパ ー 安 山 岩 4.6 5.0 1.0 26.7 J3住460

49 ス クレイパ ー 安 山 岩 6.2 8.1 2.5 123.6 B8

50 ス クレイパ ー 安 山 岩 7.2 10.1 1.3 90.0 D7

51 ス クレイパ ー 安 山 岩 6.7 1.5 0.8 6.9 J6住434

52 ス クレイパ ー 安 山 岩 9.0 4.3 1.1 34.1 A6

53 ス クレイパ ー 安 山 岩 7.4 4.6 1.2 36.1 J3住

54 ス クレイパ ー 安 山 岩 4.8 4.4 1.0 17.6 0 J3住602

55 ス ク レ イパ.___. 安 山 岩 4.7 3.9 0.7 13.3 O J3住 ・610

56 ス クレイパ ー 安 山 岩 6.2 4.7 1.7 36.8 J3住315

57 ス ク レイパ ー 安 山 岩 6.9 4.5 0.8 19.4 B2

58 ス ク レイパ ー 安 山 岩 7.0 3.6 0.9 23.1 C12

59 ス ク レイパ ー 安 山 岩 3.0 6.4 0.7 9.8 A3

60 打 製 石 斧 安 山 岩 10.0 4.9 1.9 63.0 A10

61 打 製 石 斧 安 山 岩 9.9 4.5 1.6 73.9 B1

62 打 製石 斧 安 山 岩 11.1 4.8 2.3 134.2 C7

63 打 製石 斧 安 山 岩 9.8 6.9 2.0 123.3 J3住109

64 打 製 石斧 安 山 岩 7.6 5.1 1.6 52.4 O D6

65 打 製 石斧 安 山 岩 3.4 5.3 1.3 25.4 J3住P9

66 横刃形石器 安 山 岩 4.6 8.8 1.4 64.7 J1住101

67 石 槍 安 山 岩 5.4 4.6 1.3 27.2 O A4

68 石 槍 安 山 岩 5.3 5.0 1.2 30.8 0 C6

69 石 槍 安 山 岩 10.1 5.5 1.9 84.5 J3住76

70 石 槍 安 山 岩 7.9 5.3 1.6 57.2 B2

71 石 核 安 山 岩 9.7 5.3 2.5 601.7 B2

72 磨 製 石 斧 蛇 紋 岩 9.3 15.3 4.2 101.2 0 J6住P5

73 磨 製 石 斧 蛇 紋 岩 6.8 4.0 2.3 187.0 D6

74 磨 製 石 斧 蛇 紋 岩 7.4 4.0 2.1 87.2 c7

75 く ぼ み 石 砂 岩 10.4 8.2 4.2 342.8 A4

76 く ぼ み 石 砂 岩 9.6 9.5 3.8 302.3 C-2

7? く ぼ み 石 砂 岩 7.6 7.4 4.4 117.9 C-2

78 く ぼ み 石 砂 岩 12.2 7.3 2.4 230.2 B8

79 く ぼ み 石 砂 岩 14.5 6.9 4.3 490.2 B7

80 く ぼ み 石 砂 岩 9.8 7.6 4.7 401.6 A7

81 く ぼ み 石 砂 岩 8.5 7.4 3.8 280.0 B-25

82 く ぼ み 石 砂 岩 10.5 8.0 4.1 251.9 A-4

83 く ぼ み 石 砂 岩 6.6 7.8 4.4 342.8 A-4

84 く ぼ み 石 砂 岩 9.2 9.3 4.8 448.7 J5住5-C

85 く ぼ み 石 砂 岩 9.7 8.3 5.4 509.5
'J6住156

86 ハ ン マ ー 砂 岩 10.6 4.6 2.3 181.7 J3住

8? ノ＼ ン マ ー 砂 岩 11.3 5.4 4.3 347.2 D-1

88 ハ ン マ ー 砂 岩 7.8 4.6 3.0 143.1 0 J3住205

表3掲 載石器計測表(2)
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番号 石 器 名 石 質 長 さcm 幅cm 厚 さcm 重 量9 破損 備 考 石器固体番号
89 ハ ン マ ー 11.2 6.1 3.8 343.0 C320
90 ノ＼ ン マ ー 13.1 4.9 3.1 249.1 C3

91 磨 石 11.9 8.2 4.9 574.2 B1

92 磨 石 6.9 5.7 4.6 243.2 A9

93 磨 石 9.8 6.4 5.2 359.5 C444
94 磨 石 10.7 9.8 1.8 207.8 C9
95 磨 石 12.1 7.2 4.0 450.5 C10

96 磨 石 11.0 6.8 4.9 526.7 C24

97 磨 石 11.1 8.2 4.7 530.6 D7

98 磨 石 10.4 9.1 6.0 718.9 C8
99 磨 石 8.4 7.8 4.3 384.4 C2
100 磨 石 8.3 5.8 1.0 53.1 C9

101 磨 石 11.8 4.5 5.7 329.7 A3

102 磨 石 、 12.6 8.7 2.4 295.1 C42

103 磨 石 11.5 10.0 4.0 537.6 C2
104 磨 石 7.0 7.0 1.0 69.0 SK20

105 石 皿 22.0 13.0 5.0 一 D2

106 石 皿 16.0 13.0 5.0 1109.6 0 C2

表4掲 載石器計測表(3)
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第3章 中 ・近 世

1遺 構

中 ・近世 の遺構 として、墓 と考 え られ る土拡14と 溝1が あ る。いずれ も調査地南西部 にあ り、現在の大

倉崎 区の墓地 に隣接 して いる。

A土 拡(表5、 図44・45)

土拡暮 と考 えられ る土拡 は全部 で15基 ある。大 きさに よって大 形の もの(SK12・13)と 小 形の ものに

分け られ、大形の ものは群 の北側 にやや はなれて並 列 してい る。

小 形の ものは群 の南側 に群 集 してい るが 、重複す るのはSK9とSK24の みで、方位 をおお むね東西 な

いし南北に とり整然 と並ぶ。 そして小形 の ものの 中で もさらに小 さい もの(SK6・SK23・SK9・S

K24)は 、小形 の ものの間 に位置す る。

埋 土はいず れ も細か い黄色粒 を含んだ黒色土 で、黒色土 との区別 は困難であ った。

平面形の確認面 は黄色粘土(地 山)面 であったが、遺物 の出土状 態(SK1)や 壁面観察(SK8)に

よって黒色土上面つ ま り表土直下か ら切 り込 まれてい るこ とがわか る。 したが って確 認面 か らの深 さは

0.15～0.7mと 浅 いが 、 もともとは1mな い し1mを こえる深 さであった と考 えられる。

出土遺物 はSK1を は じめ として、宝筐 印塔や五輪塔な どの石塔製 品 をもつ ものがある。SK1は 南部に

上 向きに並 んでい る火輪(三 角形)3個 は置かれ た様であ るが、北部 の ものは乱雑 につめ込 まれ ている。

SK3・SK5・SK9・SK13は 置かれているようであ る。SK8は 図示 していないが上面 に火輪が上

向 きに置かれていた。

なおSK9か らは骨が 出土 している。

以上の土拡の性格 としては墓 と考

えてまちがいないだろ う。大形 のS

K13・SK12は 、確 認面か らの深 さ

が浅 いこ とを考 え ると伸展 の土葬 な

い し、寝棺 を用いてい るのか もしれ

ない。

他 の多 くの小形の ものは屈身 の土

葬 と考 える として も小 さす ぎる感が

あ る。火葬 を考慮すべ きだろ うか。

特 に小形の ものは乳 幼児の ものであ

ろつか。

年代 につ いては出土 した石塔類が

鎌倉 ～江戸時代 と相 当な幅があ り、

新 ・古が共伴す る土拡 もあって石塔

類 の年代 をその ままあてはめるわけ

にはいか ない。む しろ石塔類が使用

されな くなった年代 と考 えた方が良 表5土 拡墓一覧表

番号 長径m 短径m 深さm 備 考

SKl 1.05 0.75
0.35
(0.9)

火輪(三 角形)7、水輪(円 形)2、地 輪(方 形)1

SK2 1.2 0.6 0.7

SK3 1.35 0.9 0.6 宝筐印塔1水 輪1

SK4 1.05 0.6 0.25

SK5 1.3 0.7 0.4 2段 空風輪(宝珠形)2、 水輪1

SK6 0.6 0.5 0.4

SK7 0.9 0.55 0.6

SK8 0.95 o.s
0.45
(0.9) 上面に火輪1

SK9 0.75 (0.6) 0.5 火輪1水 輪1骨 片

SK10 1.05 0.5 0.7

SK12 3.1 1.1 0.15

SK13 2.6 1.4 0.3 空風輪5北 宗銭2

SK15 1.0 0.7 0.15 北宗銭3J1住 を切 る

SK23 0.6 0.5 0.15

SK24 0.8 0.55 0.3 SK9と 重 複
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図44土 拡墓 実 測 図(1)130
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図45土 拡墓 実 測 図(2)1:30

い で あ ろ う 。

B溝(図5)

溝(SD1)は 土拡墓群 の北側 を方形に とり囲む よ うな形でめ ぐっている。

地 山面 で確認 された全長 は約17mで あ るが、黒色土 を切 って掘 り込 まれているこ とを考 えれば・南お よ

び西へ さ らに延びていた可能性が高い。

溝 の断面形はゆ るや かな船底形で深 さ約40cm。

埋土 は2層 に分かれ、上層 は暗茶褐 色土で所 々炭 を多量に含 んでいる所 があった。下層は黄色粒 を含む

黒色土 である。

出土遺物 は、D-3区 土層観察用アゼの西 で五輪塔の水輪が底 に接 して検 出 されてい る。
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五輪塔の出土や土層の状態・位置などか らこの溝は南隣の土拡墓群 と関係があるものと考える
。

2遺 物

A石 塔 製 品 類(表6・ 図46・47)

五:輪塔 の宝珠部分(団 ・半 月形=空 ・風輪)12点 、火輪(三 角 形)10点 、水輪(円 形)9点 、地輪(方

形)1点 と宝筐 印塔の笠部分1点 が、それぞれ出土 した。岩質は全部安 山岩 である。

石塔類が 出土 したのは調査 区の5区 以西の現墓地 に近接す る場所か らであ'り、 と くにSK1な どの土拡

か らの検 出状況 を観察す ると・多数 の五輪塔 を一度に破棄 したよ うな形 どな っていた点が特色 といえる
。

当調査地のす ぐ南側 に美妙寺が あ り、当寺 と墓地 が隣 り合 ってい るこ とか ら考 える と
、美妙寺 が真言宗

か ら真宗(本 願寺派)に 転宗(寛 政11年=1799)し たこ とと関係あ るのか も知れ ない
。隣i接墓地 には 、完

全 な五輪塔 ではない もの の相 当数が現在 で も祀 られ ている。

五輪塔 の形式牽化一五 輪塔 は簡素 で形 の整 った鎌倉時代 を基準 とす る と時代 が下 るに従 って各輪 とも幅

に くらべ縦長 にな り・江戸時代 には空輪頂上の 凸起が高 くなって、火輪 の四隅の反 りが極端 にはねあが る

ことが傾向的特徴 とされてい る。

空輪'風 輪 部分 につ いてみ る と、宝珠(空 輪)の 形が整 った(図42-1～3)も のか ら
、それか らやや

押 しつぶ した ような もの(同4・5・7)、 宝珠頂上の突起が他 に比べず っ と大 きい(同8)も のな ど時

代的には鎌倉 ・室町 ・江戸の特徴 点に類似 して いる。頂上 の平 になってい る(同10)も のについては不明
。

火輪では笠の傾斜が直線的で・隅の軒先が垂直に落ちているのが最も古い鎌倉時代の作風といわれる
。

これに比べ られ るのは16番 である・以降、笠 の傾斜 が曲線 とな り、室町 ・桃 山 ・江戸 となるにつれて曲が

り具合が深 くなり隅の軒先 の反 りか え りが著 し くなって くる。図43-13は 塔 の安定 を得 るための上 面に凹

が あるもの㊥、`作風 は11～15、17～19と そ う差は な く室町 ・桃 山時代の もの と似 ている
。

宝筐 印塔の笠部につ いては1隅 飾突起が鎌倉 時代 には垂直に造 られているが、室町 ・江戸 と時代 が下 る

と曲線 を描いて反 りか えるよ うにな って くる。 図43-23は 隅飾 突起がやや外側 に傾斜が認め られ るので、

鎌倉後期 か ら室 町時代 の作風に昆べ られよ う。相輪 ・塔 身 ・返花座 を欠いて全体像 が把握 で きないのが残

念であるる

B銭 貨(表5・ 図48)

大倉崎遺跡 のD地 点 ・E地 点の うちD地 点か ら出土 した古銭 は6枚 で、E地 点では出土 しなか った。

出土地点 はSK15の 底 より3枚 、SK13よ り2枚 、B4区 よ り1枚 一 の3ヵ 所か らの出土 であった
。

6枚 とも渡来銭 である。:最も古い ものが1008年(大 中祥符元年)に 初鋳造 され た祥 符通寳 の2枚
、最 も

新 しいものが元符 元年(1098)初 鋳造 の元符通寳であ る。

C土 器・(図50-9)

中世 と考 え られ るいわゆるか わ らけが1点(図50-9)が ある。小形品で底部は糸切 り痕がそ のまま残

る。B-5地 区出土。
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番号 出 土 地 番号 出 土 地 番号 出 土 地

1 C-5 11 SK1 21 SK3

2 SK-5 12 SK9 22 D-3-2

3 SK-13-4 13 SK1 23 C-2-5

4 D-4-2 14 11 24 B-4

5 513-1 15 B-3-1 25 C-4-25

6 SK13-2 16 SK1 26 SK1

7 SK13-3 17 SK1 27 SK1-7

8 B-4-1 18 SK1 28 SK-9

9 SK6 19 SK1 29 SK5-N

10 SK-13-6 20 SK1 30 SK3

表6石 塔 出 土 地 一 覧

図46石 塔 製 品(1)18
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図47石 塔 製 品(2) 18
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番号 銭 名(書 体) 初 鋳 年(西 暦) 時代 直 径mm 重 さ9 出土遺構 備 考

1 元符通寳(簾) 元符元年(1098) 北宋 24 2.2 SK13 保存状態は比較的良

2 嘉祐通寳(象) 嘉祐年 間(1056～63) 北宋 z4 1.6 SK13 腐蝕はげしい

3 天禧通寳(楷) 天禧年間(1017～22) 北宋 24 2.6 SK15 表面腐蝕

4 元祐通寳(象) 元砧元年(1086) 北宋 24 3.5 SK15 裏面の緑錆目立つ

5 祥符元寳(楷) 大 中祥符元年(1008) 北宋 24 1.9 SK15 腐蝕 はげしい

6 祥符通寳(楷) 大 中祥符元年(1008) 北宋 25 3.2 B4 腐蝕 はげ しい。

表7銭 貨一覧表

図48銭 貨1:1
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第4章 その他の時代

縄文時代前期お よび・中近世以 外の遺構 ・遺物 として、木棺墓(SK11) 、弥生 ・古墳 ・平安時代 の土

器が ある。

(1)木 棺墓SK11(図49・ 図50-5・6)

SK11は2段 に掘 り込 まれた木棺墓 と考 え られ る。上段 は2.4m×1.2mの 長 方形 をな し、相対 す る3

ヶ所 に溝状に くぼんだ所 があ る・下段 に棺 をお さめた後に何か棒状 の ものを置いた所 であろ うか
。

下段は2・4m×0・7mを はか る。壁 は垂直に落ち、底面 に枕木(棺 台)を 置いた と考 え られ る くぼみが

ある・ この くぼみ のある所 の側面 には、___.方には弧状 にへ こんだ筋があ り、他方 には下面に接 す る穴が あ

いている。おそ らく枕木 を入れ るための施設 であろ う
。

出土遺物 出土遺物 として下段 南端か ら黒色土器椀 が2個 体 出土 している(図50-5・ ,6)。5は 口縁 の

___.部を欠 くもののほぼ完形品で 口を上 に して置かれた状 態であ
ったが、6は 約3分 の1個 体 分が破壊 され

た状 態で5の 東横 にあった・いずれ も深 い形態の椀 で、外面 は口縁端部近 くまでロクロケズ リされ、5で

は磨滅の ため不明だが・6で は さらにヘ ラ ミガキされ ている。法量は5が 口径12.8cm、 器 高5.4cm、6は

口径15.6cm、 器高7.Ocm。

年代的には今 の ところ飯 山地方 の平安時代の土器の中には類例 がな く、形態や調整手法か らすれば奈良

時代 に遡 る可能性 もある。
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図50そ の他の時代の土器14

(2)弥 生時代 ・古墳時代

弥生時代 の遺構 は明確 ではないが、土器がB-5地 区か らま とまって出土 して いる(図50-1～3)。 い

ずれ も弥生時代後期 に属す る もの と思われる。

古墳時代の土器 はD-6地 区の ピッ トか ら出土 してい る(図50-4)。 いわゆ る須恵器 の杯蓋 を逆転 させ

た形態の もので、内外面 ともにて いねいにヘ ラ ミガキ されている。 内面は黒色処 琿 されてヤ・るようである・

6世 紀代頃の ものか。

(3)平 安時代 ・中世

平安時代 の土器(図50-7・8)はB-2お よびC-2地 区よ り出土 している。いずれ も口径12.8cm、

器高4.5cmを はか る黒色土器椀 で、底部 は糸切 り痕 がその まま残 る。
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第5章 結 語

槍 崎遺跡は縄 文前期後糊 の土器及び先土器日寺代のブレイ ド様石器の出土土也として知 られていた
.特

に先土器時代の石器は・千曲川1こ面 した地点か拙 土 してお り
、湖 すべきもの とされていた.

昭和45鰍 ・当日緻 山北高等学校地歴部に所属 していた畑 文雄氏は
、従来知 られていた千曲川に面 し

た地点か らおよそ西北に2・・mほ ど距てた残丘状地形の西側斜面に糸竈文前期土器が出土する
ことをつきと

めた・そこで直に飯山北高等学校地歴部の諸君が発欄 査 を行い縄 文前期後半期上原式比定期の浅鉢形

土器及び鉢形土器 を検出し浪 好な包含層が存在することを確認 したのである
。調査の時期 ま11月上旬一

中旬にかけてであり旧 本でも有数の深雪地帯にあたる奥信濃はすでに周辺の山々鱈 化粧 してお り
、いつ

里に雪が降るか予測がつかなレ・ためにやむなく調査は中断せ ざるをそ等なか
ったのである.

昭和48年10月 ・当時騨 大学々生であった金井正三氏は緻 前期土器の研究を卒論のテーマとしており
、是非

とも大創 奇遺跡の調査をしたいと鯉 していた。たまたま飯山地方の遺跡分布図作成に全力を注いで

いた飯山北高等学校地歴部及び同校地歴部 ・Bも この地域では数少ない縄文前期の調査は
、是非 とも行 う

必要があるとの観点から・飯山北高等学校地歴部が主体 となって発翻 査を実施 した
.そ の結果、2軒 の

縄文前期住居地 と集砒 を検出し多量の糸竈文前期土器破片及び硲 と剥片が得 られた
。出土 した土器の主

体は縄 文前期上原式に雌 されるものであった.更 に出土土器鹸 討する中で上原式土器が、二型式1こ
分離される可能性が強いことを才旨摘 した・因みに昭和45年 調査地点をA地 点、同48年 に調査 した地点 をB
地点 とし・A地 点の南方にも遺跡が所在することを指摘 しておいた

。この指摘 した地点が、今回の調査の
地点の東側斜面の下部にあたっている・厳密にいえば昭和45年 、同48年 の調査地点は地字名では大倉崎外

和柳であり・従来知 られていたf也点は鮒 である.従 って一日輌 遺跡の耀 を試みたことがあったが混

乱を避けるために昭和48年 次の調査地点で両者 を含めて大倉崎遺跡 と称することとした
.

さて・今回の調査では・昭和48年 の調査の時点で予測 したように縄文前期上原式に比定される土器片が

多量に出土 し・更に同時期嘱 すると考えて差戴 ない石繍 が多数得 られた
.そ して、鋸 堀5軒 確

認できた・今回検出し得た鋸 趾群は・出土土器か らみて前2回 の調査のものと全 く同時期のもの と思わ

れ る・従 って・丘頂 を囲む よ うに斜面上 に住居壁が形成 されて いた とみて よいであろ う
.い ずれに して も、

相 の調査 で得 た資料は前2回 の調査 の資料 を補 完す るものであ り
、今後 、鋭意究明1こ努 め飯 山地方 の上

原式比赴 器の姿相 を明か に してゆ きたい と思 う.更 に出土 した多 くの剥片1こついて も前 回の調査 のよ う

に分析 したい と思 う・住居趾の他 に土拡 も出土 してお り、住居趾群 といかな る関連 を有す るのか追求 して

ゆ く必要が あろ う。

縄文前期以外では・中 ・近世 に嘱 す る と思われる土拡が14ヶ 所検 出された
.こ れ らの土拡 は、いずれ

も土拡墓 としてよい もの と思 われ る・ その他 、宝筐 印塔、五輪塔 が 多数 出土 してお 　、調査地点が中.近
世 の墓域 とし存在 した こ とを裏 付けている.調 査地点の南側 、現大 関橋 の測 ・には北信 濃三大霊場 の_

s小 菅神社の一 の鳥居 があった
・ノ塔 神社は いうまで もな く飯 山地方 の中世史究明にかかせ な唾 要 な神

社 である・そ して・ノJ・菅神社 の存在す るノJ・菅荘 をめ ぐっ磯 多の戦乱 が中世 に展 開 され た
.相 調査 の結

果 出土 した中世 の遺物・遺構は・ これ と関係す る もの といった らいいす ぎであろ うか。今 後の重要 な研究
課題であろ う。

相 の調査 に指導 ・助言 を頂 いた県文イヒ課小林秀夫 、児玉卓文両先生、物、輌 面にわたって御鋤 下 さ

った市会議購 沢賢一郎氏・大倉崎区長丸 山淳一氏、櫨 分館長 高橋 貫一氏 、な らび1こ発掘調査 に従事 さ

れた作業員のみな さんに心 よ りお礼 申 し上 げる。_了_
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PLATE



PL1 上 野 遺 跡

▲ 遺跡航空写真



PL2 上 野 遺 跡

< 調査開始式

< 雑木の整理

< 重機による表土除去



PL3 上 野 遺 跡

▲II区 の調 査(南 か ら)
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PL4 上 野 遺 跡

▲1区 ・II区(南 か ら)

▲ II区(北 か ら)



PL5 上 野 遺 跡

▲III区(北 か ら)

▲IV区 南 部(南 か ら)



PL6 上 野 遺 跡

z 3uw峨 翠義 };',ノ^灘 准'≦ 晒辞 〆>a

▲IV・V区 遺構上面検出状況(南 か ら)

▲▲IV・V区 遺 構 完 掘 状 況(南 か ら)



PL7 上 野 遺 跡

灘

▲ 第4地 点(南 から)

▲ 第4地 点石器出土状態



PL8 上 野 遺 跡

<第4地 点北方

尖頭器出土状態

<第4地 点

尖頭器出土状態

<第4地 点

土 層


